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杉並区独自の学力等調査について 

 

１ 調査の名称について 

「特定の課題に対する調査、意識・実態調査」は、2004(平成 16)年度から実施して

いる杉並区独自の学力等調査である。2011(平成 23)年度には、国、東京都の調査と対

象学年の重複を避けるために方式を転換、小学校第 5・6 学年、中学校第 2・3 学年を各

校の希望利用とした。加えて、本区に特有の課題を定める内容の比重を増すとともに、

測定誤差を考慮した段階評価を実現する企画への移行を開始した。 

現名称は、上記に伴い、「学力調査、意識・実態調査」から改めたものである。「特

定の課題に対する」とはすなわち、「特有の課題を定める」ことが本旨である。 

 

２ 特有の課題について 

杉並区に特有の課題を定めるため、「教科等に関する調査」は、全体の 65％程度を

「基礎」、35％程度を「活用」に関する設問として企画している。基礎から活用までの

課題を広く明らかにするため、例として平成 31 年度の東京都調査と比較すると、全設

問に占める活用の割合が最大で 15％ほど高くなっている。 

全ての児童・生徒に、幼児教育を基礎とした義務教育を通じ、つまずきや学び残しを

出さず、人生と社会の基盤となる学び方を各教科等の本質知たる見方・考え方を中核に

育む。こうした学校教育の目標に照らした際、どこに本区特有の課題があるのか。その

詳細を明らかにし、課題の解決に資するため、本区調査は、以下を主な特徴に備える。 

 

３ 調査の特徴について 

（1）内容の特徴 

「教科等に関する調査」は、異校種の協働を基盤に個別に選ぶ・探究に浸る・協同し

て共に生きる学びを一貫性をもって実現するため、系統性の理解に基づき連続性を確保

して企画している。「意識・実態調査」は、学び方、個別/探究/協同の学びはもちろん、

「杉並区教育ビジョン 2012」を踏まえ、自己効力感や自己の受容、他者への/からの受

容や集合的効力感を軸に構成している。 

（2）結果処理の特徴 

結果は、第一に、4 段階の設問レベルに基づき、学習指導要領の実現状況を意味する

学力段階に処理する。系統的・連続的な企画により、最大 7 学年の変化を追うことがで

きる。また、全教員が、児童・生徒個々、学級や学年、学校の状況の把握と次の取組み

を E2E(End to End)で接続できるよう、調査結果をクロスバブルチャートやヒートマッ

プに処理、校務情報端末で閲覧・操作できるようにしている。 

（3）結果活用の特徴 

本調査は、「コミュニケーションツール」である。調査を活用して多様な人々の協働

を促すため、2014(平成 26)年度に全校悉皆・集合型の報告会を廃止、各校が個別又は

一貫教育の組み合わせグループ別に、ときに地域等関係者と協働して研修会を実施する

方式に移行した。教育委員会は、学校や地域からの講師依頼に応じている。 



 

主な用語の解説 

用語 解説 

内容の領域 学習指導要領が定める各教科等の内容の領域のこと 

学習評価の観点 観点別学習状況評価における評価の観点のこと 

設問レベル 

（S～C） 

 

※詳細は p.3,4 

学習指導要領が定める当該の教科等において、調査実施の前学年の目

標・内容(事項)に準拠した設問の難易度であり、4 段階に分類する。 

・基礎 C・B は、「基礎的・基本的な知識及び技能」を趣旨とし、全児

童・生徒に、幼児教育を基礎とした義務教育を通じ、確実に習得させ

る(＝(準)通過率 100％を目指す)内容の設問 

・活用 A・S は、「知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思

考力・判断力・表現力等」を趣旨とし、全児童・生徒に、教科等の本

質知に迫りつつより一層の育成を目指す内容の設問 

活用 
活用 S 「自ら活用する能力」に関する設問 

活用 A 「思考力・判断力・表現力」に関する設問 

基礎 
基礎 B 主として「基礎的・基本的な技能」に関する設問 

基礎 C 主として「基礎的・基本的な知識」に関する設問 

学習状況の評定 

／学力段階 

 

※詳細は p.3,4 

調査結果を基に評価(評定)した調査実施の前学年の学習指導要領の実現

状況＝目標に準拠した段階評価の結果であり、3 段階にも概括できる。 

R5 「発展的な力が身に付いている」状況／段階 
３ 

R4 「十分定着がみられる」状況／段階 

R3 「おおむね定着がみられる」状況／段階(最低限の到達目標) ２ 

R2 「特定の内容でつまずきがある」状況／段階 
１ 

R1 「学び残しが多い」状況／段階 

通過 

(正答) 

当該設問の趣旨に対し「満足できる」解

答であった場合、その児童・生徒は設問

を「通過」とする。 

電子データ上の記載 

・通過  ＝ ◎ 

・準通過 ＝ ○ 

・未通過 ＝ × 

解答用紙上の採点 

・通過  ＝ ◯ 

・準通過 ＝ △ 

・未通過 ＝ ✓ 

個人ごと 

の指標 

準通過 

(準正答) 

当該設問の趣旨に対し「おおむね満足で

きる」解答であった場合、その児童・生

徒は設問を「準通過」したとする。 

未通過 

(誤答) 

当該設問の趣旨に対し「努力を要する」

解答であった場合、その児童・生徒は設

問を「未通過」とする。 

正答率 全設問に占める通過及び準通過した設問の合計割合 

(準)通過率 
当該集団において当該設問を(準)通過した児童・生徒の割合。

特に断りなく「通過率」という場合は、準通過を含めた率 

集団ごと 

の指標 

平均正答率 正答率を当該集団において平均した値 

中央値 
当該集団のデータを順に並べた際に中央に位置する値。集団の

人数が偶数の場合は、中央 2 人の平均値を中央値とする。 

標準偏差 

個々の値と当該集団の平均値からの離れ具合(距離)から算出さ

れる、当該集団のデータの散らばりの度合いを表す値。当該集

団において全データが同値の場合、標準偏差は 0 となる。 

肯定率 当該集団において、肯定的な回答をした児童・生徒の割合 
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１ 調査の設計に係る基本的な考え方               
 

（1）調査の目的 

ア (調査の内容) 全ての杉並区立学校児童・生徒に、幼児教育を基礎とした義務教育を

通じ、学び方を本質とした人生と社会の基盤となる学力を確実に育む観点から、①基

礎的・基本的な知識及び技能の習得状況、②知識・技能を活用して課題を解決するた

めに必要な思考力・判断力・表現力等の育成状況、③主体的に学習に取り組む態度や

個性を生かした多様な人々との協同に関する自己意識等を把握する。 

イ (結果の活用) 調査結果は、公教育の持続的な構造転換を実現するための基礎研究の

一環として、①児童・生徒が自らの学びを振り返り、成長の糧とすること、②教員が

教授・支援・共同探究や評価の行為を省察し、多様な人材との協働や施設・設備の応

答性を基盤に個別に選ぶ・探究に浸る・協同して共に生きる系統的で連続的な学びの

実現を図ること、③教育行政が行財政施策としての人材と組織、施設・設備等から支

援する学びを評価し、実情に応じた学校づくりと学びを通じた共治のまちづくりを支

援すること等に活用する。 

 

（2）調査の対象・方式、内容 

ア 対象・方式 

対象 方式 

小学校第 3・4 学年児童、中学校第１学年生徒 悉皆 

小学校第 5・6 学年児童、中学校第 2・3 学年生徒 各学校の希望利用 

 ※ 特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級在籍の児童・生徒のうち、①下学年の内容など

に代替して指導を受けている場合、②知的障害である児童・生徒に対する教育を行う特別支援

学校の教科の内容の指導を受けている場合は、対象としないことを原則とする。  

 

 イ 内容 

名称 内容 

特定の課題に対する調査 

(教科等に関する調査) 

国語科、算数・数学科、理科、外国語 

・学習指導要領に準拠し、当該教科等における①調

査実施の前学年の目標・内容(事項)を出題趣旨と

し、②本質知に迫る学習活動に即した出題内容と

回答形式、採点規準による設問から構成 

※各教科の 1 単位時間に位置付けて実施 

意識・実態調査 

(学習・生活についてのアンケート) 

自己意識、生活実態、学習状況 

・① 自ら の道 を拓 く 【自 己効 力感 】、 共 に生 きる

【他者への/からの受容】や【集合的効力感】等の

自己意識、②【基本的な生活習慣】による生活実

態、③【学び方】【個別/探究/協同の学び】等の

学習状況を観点とした自己評価項目から構成 

※学級活動の 1 単位時間等に位置付けて実施 
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（3）学習指導要領に準拠した【系統性】の理解に基づく【連続性】を確保した設問 

 ア 出題趣旨の決定と設問レベルの設定 

   教科等に関する調査の設問は、第一に、義務教育 9 年間を通じた目標・内容(事項）

の【系統性】と学習評価の観点に基づき、出題趣旨と設問レベルを決定する。 

基礎 C と B として設定する設問は、100％の(準)通過率を目標とする、つまり、全

児童・生徒に確実に習得させる「基礎的・基本的な知識及び技能」を出題趣旨とする。

活用 A や S は、全児童・生徒により一層の育成を目指す「知識・技能を活用して課題

を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等」を出題趣旨とする。 

 

設問レベル 出題趣旨 全設問に占める割合 

活用 
活用 S 調査実施の 

前学年の 

目標・内容 

(事項) 

自ら探究する能力 
35％程度 

活用 A 思考力・判断力・表現力 

基礎 
基礎 B 主として基礎的・基本的な技能 

65％程度 
基礎 C 主として基礎的・基本的な知識 

 

 イ 出題内容と回答形式、採点規準の設定 

   第二に、趣旨とレベルを踏まえ、学習指導要領が定める目標・内容(事項)を系統的

に実現し、見方・考え方を中核とした学び方を育む【連続性】を確保した学習活動に

よっておのずと(準)通過できるよう、出題内容と回答形式、採点規準を設定する。 

 

  〔(設問の例)中学校第 2 学年外国語「聞いた話の要点をメモする」設問〕 
  

○出題趣旨：エ 書くこと(ｳ) 聞いたり読んだりしたことについてメモをとったり、

感想、賛否やその理由を書いたりなどすること。【外国語理解の能力】 

○設問レベル：活用 S(「自ら活用できる」状況で(準)通過できる設問) 

○出題内容：(リスニング)これから、スピーチをします。その後、三つの質問をし

ます。スピーチ文と質問は通して読み、もう一度繰り返して読みます。

〔中略〕放送を聞きながら、メモ欄に必要なメモを英語で書きなさい。 

○回答形式：記述 

○採点規準：複合条件(設定複数の条件のうち、満たした条件数で(準)通過を評価) 

○見方・考え方を中核とした学び方を育むコミュニケーション活動の展開例： 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動 ◯指導事項  ☆留意点 
学習活動に即した具体的な 

評価規準【観点】(方法・材料) 

   

３  空港でのアナウンス

を聞き、搭乗に必要な

こ と を 英 語 で メ モ す

る。 

〔以下はメモの視点例〕 

  ・ゲート 

  ・搭乗の開始時刻 

  ・出発時刻   等  

◯聞いたことについて(英語

で)メモをとること。 

☆スペリングミスにこだわら

ず、文の流れに乗ってメモ

をとるように促す。 

 

・うまく書けないところがあって

も、聞いたことを英語でメモし

続けようとしている。 

【コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度】 

・聞いたことを英語でメモしてい

る。【外国語理解の能力】 

(観察・メモ) 
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２ 調査結果に基づく学習状況の評定、結果の取扱いと活用     
 

（1）学習指導要領に準拠した設問レベルに基づく学習状況の評定 

  教科等に関する調査の結果は、基本統計量として、平均正答率やその標準偏差、(準)

通過数分布、設問ごとの(準)通過率を算出するとともに、下表の考え方にのっとり、調

査実施の前学年の学習状況を、目標＝学習指導要領に準拠して 5 段階に評定する(以下、

「学習状況の評定」若しくは「学力段階」という。)。これは、「測定結果の 10％程度

は誤差」という紙面を用いた学力測定の一般性質を踏まえ、尺度設計を「連続」から

「順序」へと転換、学力・学習状況を「段階評価」しようとする取組である。 

目標に準拠した段階評価の導入により、①義務教育における学びの到達水準を具体的

な設問を通して一定程度明らかにできる、②調査結果と実際の学力・学習状況の対応関

係に対するアカウンタビリティが向上するなどの効果が期待でき、③集団や個に応じた

改善方策がより一層明確になる。さらに、④取組の成果や課題を、他集団との比較や競

走、すなわち集団に準拠した相対評価によらず目標＝学習指導要領に準拠して絶対的に

評価できるようになり、これによって本調査は、「杉並区教育ビジョン 2012」が志向

する共創のための「コミュニケーションツール」となる。 

 

  活用 S の設問群を(おおむね)通過 R5 

 活用 A の設問群を(おおむね)通過 R4 

最低限の到達目標⇒ 基礎 B の設問群を(おおむね)通過 R3 

 基礎 C の設問群を(おおむね)通過 R2 

基礎 C の設問群を(おおむね)通過できない R1 

 

（2）各学習状況の評定の趣旨 

学習指導要領の実現状況を意味する 5 段階の学習状況の評定(学力段階)の趣旨は、小

学校段階での 3 段階の評定に即し概括した場合と合わせ、以下のとおりである。 

“R3”は、「最低限の到達目標(水準)」と換言できる。R3 の評定基準の算出には基

礎 C と B の設問を用いており、C・B の設問は、義務教育 9 年間で全児童・生徒に確実に

習得させる「基礎的・基本的な知識及び技能」を出題趣旨とするからである。 

 

状況 

段階 
評定の趣旨 

3 段階評定に 

概括した場合 

R5 

調査実施の 

前学年の 

目標・内容 

(事項) 

発展的な力が身に付いている 
3 

R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる (最低限の到達目標) 2 

R2 特定の内容でつまずきがある 
1 

R1 学び残しが多い 
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〔クロスバブルチャート：学力分布と意識・実態調査の回答を重ね合せた例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ヒートマップ：児童・生徒数を指標に学校規模(小学校)を表現した例〕  

 

 

（3）結果の取扱いと活用 

 ア 結果の取扱い 

   調査結果は、実施教科等が限られていることや、児童・生徒の自己評価によるもの

であることなどから、あくまで、学力・学習状況の一部分を紙面によって測定したも

のと捉える必要がある。とりわけ連続尺度上の 1 単位(得点１点や正答率 1％)の差は、

測定誤差を考慮すれば、教育的に意味のある学力差でない可能性が高い。 

 イ 結果の活用 

   結果の活用に当たっては、上述を踏まえ、本調査の主たる役割を「学力・学習状況

を目標＝学習指導要領に準拠しておおまかに段階分けする」ことと捉える必要がある。

それゆえ最も重視すべき指標は学習状況の評定(学力段階)であり、その結果はさらに、

日常的な観点別学習状況をはじめ様々な教育情報と併用することが望ましい。付言す

ると、本調査の正答率は「参考指標」としてのみ算出しており、連続尺度を仮定し正

答率そのものを「代表指標」にする学力調査とは根本的に設計が異なる。 

また、調査結果は、クロスバブルチャートやヒートマップに処理したものも合わ

せて参照し、学年や校種、学校と地域を超えた協働に活用することが期待される。 
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○左図は、横軸に「国語科」、縦軸に「算数・数

学科」の標準化得点をとり、「学校の先生は自

分のことを認めてくれていると思う」項目に肯

定的に回答している個ほどバブルサイズが大き

くなるよう処理した「クロスバブルチャート」

である。 

○バブル内の数値は一人一人の「出席番号」を表

しており、各軸の教科等とバブルサイズに表す

質問項目は校務情報端末上で動的に選択できる

ようにしてある。 

○直観的に、否定的回答をしている個が中下位層

に分布している様子が分かる。学力段階(右下)

を合わせて参照することで、学年や学級、個々

の状況の理解が促進する。 

○左図は、児童・生徒数を指標に「学校規模(小学

校)」を表現した「ヒートマップ」である。杉並

区の地図を背景とし、相対的に規模が大きい/小

さい学校が立地する地域ほど色が赤く/青くなる

よう処理してある。 

○「特定の課題に対する調査(教科等に関する調

査)」のみならず、「意識・実態調査(学習・生

活についてのアンケート)」の結果もその多くを

ヒートマップ化して学校に提供している。 

○活用の際には、赤/青の色付けが杉並区立学校に

おける相対的な高/低であることを踏まえるとと

もに、様々な要因を「学校・地域の強み」に読

み替える視点をもち、立場を超えたコミュニケ

ーションのツールとなることが期待される。 
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３ 調査の概要                         
 

（1）調査期間 

  令和 3 年 5 月 11 日(水)から 13 日(金）までの 1 日を、各学校が選択して実施 

  ※調査期間は、原則、連続した 3 日以上 5 日以内の学校授業日をもって設定する。 

 

（2）調査を実施した児童・生徒数、学校数 

 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

児童・生徒 3,488 人 3,463 人 3,388 人 3,395 人 

学校 40 校 40/40 校 40/40 校 

 

 

 

 

（3）各調査の設問数 

 ア 特定の課題に対する（教科等に関する調査） 

①国語科  ※全体に占める設問割合を（ ）内に示してある。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 16 18 18 18 

基礎 

活用 

基礎 
基礎 C 5(31.3%) 5(27.8%) 5(27.8%) 5(27.8%) 

基礎 B 5(31.3%) 6(33.3%) 6(33.3%) 6(33.3%) 

活用 
活用 A 3(18.8%) 4(22.2%) 4(22.2%) 4(22.2%) 

活用 S 3(18.8%) 3(16.7%) 3(16.7%) 3(16.7%) 

観点 

知識・技能 3(18.8%) 3(16.7%) 3(16.7%) 3(16.7%) 

思考・判断・表現 13(81.3%) 15(83.3%) 15(83.3%) 15(83.3%) 

主体的に学習に取り組む態度     

     

     

領域 

言語事項 3(18.8%) 3(16.7%) 3(16.7%) 3(16.7%) 

話すこと・聞くこと 2(12.5%) 2(11.1%) 2(11.1%) 2(11.1%) 

書くこと 3(18.8%) 3(16.7%) 3(16.7%) 3(16.7%) 

読むこと 8(50.0%) 10(55.6%) 10(55.6%) 10(55.6%) 
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中学校  

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

2,159 人 2,078 人 2,069 人 児童・生徒 

23 校 23/23 校 23/23 校 学校 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

18 16 16 全体 

5(27.8%) 4(25.0%) 4(25.0%) 基礎 C 
基礎 

基礎 

活用 

6(33.3%) 5(31.3%) 5(31.3%) 基礎 B 

4(22.2%) 4(25.0%) 4(25.0%) 活用 A 
活用 

3(16.7%) 3(18.8%) 3(18.8%) 活用 S 

3(16.7%)   国語への関心・意欲・態度 

観点 

15(83.3%) 2(12.5%) 2(12.5%) 話す・聞く能力 

 3(18.8%) 3(18.8%) 書く能力 

 9(56.3%) 9(56.3%) 読む能力 

 2(12.5%) 2(12.5%) 言語についての知識・理解・技能 

3(16.7%) 4(25.0%) 4(25.0%) 音声・言語事項 

領域 
2(11.1%) 5(31.3%) 5(31.3%) 説明的文章 

3(16.7%) 4(25.0%) 4(25.0%) 文学的文章 

10(55.6%) 3(18.8%) 3(18.8%) 表現 

 

 

 

 

 

※中学校第 1 学年までは、学習指導要領(平成 29 年 3 月告示)

に基づく観点・領域を用いて調査を構成している。 

※小学校第 3・4 学年、中学校第 1 学年は悉皆調査 

※小学校第 5・6 学年、中学校第 2・3 学年は各校の希望利用 
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  ②算数・数学科  ※全体に占める設問割合を（ ）内に示してある。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 22 22 25 25 

基礎 

活用 

基礎 
基礎 C 6(27.3%) 6(27.3%) 7(28.0%) 7(28.0%) 

基礎 B 9(40.9%) 9(40.9%) 10(40.0%) 10(40.0%) 

活用 
活用 A 5(22.7%) 5(22.7%) 6(24.0%) 6(24.0%) 

活用 S 2(9.1%) 2(9.1%) 2(8.0%) 2(8.0%) 

観点 

知識・技能 14(63.6%) 14(63.6%) 15(60.0%) 15(60.0%) 

思考・判断・表現 8(36.4%) 8(36.4%) 10(40.0%) 10(40.0%) 

主体的に学習に取り組む態度     

     

領域 

A 数と計算 13(59.1%) 13(59.1%) 12(48.0%) 10(40.0%) 

B 図形 4(18.2%) 5(22.7%) 9(36.0%) 9(36.0%) 

C 測定 3(13.6%) 2(9.1%)   

C 変化と関係   1(4.0%) 4(16.0%) 

D データの活用 2(9.1%) 2(9.1%) 3(12.0%) 2(8.0%) 

 

  ③理科  ※全体に占める設問割合を（ ）内に示してある。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 

 

20 20 20 

基礎 

活用 

基礎 
基礎 C 7(35.0%) 7(35.0%) 7(35.0%) 

基礎 B 7(35.0%) 7(35.0%) 7(35.0%) 

活用 
活用 A 4(20.0%) 4(20.0%) 4(20.0%) 

活用 S 2(10.0%) 2(10.0%) 2(10.0%) 

観点 

知識・技能 14(70.0%) 14(70.0%) 14(70.0%) 

思考・判断・表現 6(30.0%) 6(30.0%) 6(30.0%) 

主体的に学習に取り組む態度    

    

領域 

A エネルギー 7(35.0%) 3(15.0%) 5(25.0%) 

B 粒子 2(10.0%) 8(40.0%) 4(20.0%) 

C 生命 6(30.0%) 4(20.0%) 6(30.0%) 

D 地球 5(25.0%) 5(25.0%) 5(25.0%) 
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中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

25 25 25 全体 

7(28.0%) 6(24.0%) 6(24.0%) 基礎 C 
基礎 

基礎 

活用 

10(40.0%) 11(44.0%) 11(44.0%) 基礎 B 

6(24.0%) 6(24.0%) 6(24.0%) 活用 A 
活用 

2(8.0%) 2(8.0%) 2(8.0%) 活用 S 

15(60.0%)   数学への関心・意欲・態度 

観点 
10(40.0%) 9(36.0%) 9(36.0%) 数学的な見方や考え方 

 11(44.0%) 11(44.0%) 数学的な技能 

 5(20.0%) 5(20.0%) 数量や図形などについての知識・理解 

10(40.0%) 13(52.0%) 11(44.0%) 数と式 A 

領域 

9(36.0%) 7(28.0%) 7(28.0%) 図形 B 

 
2(8.0%) 4(16.0%) 関数 C 

4(16.0%) 

2(8.0%) 3(12.0%) 3(12.0%) 資料の活用 D 

  

  

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

20 20 20 全体 

7(35.0%) 7(35.0%) 7(35.0%) 基礎 C 
基礎 

基礎 

活用 

7(35.0%) 7(35.0%) 7(35.0%) 基礎 B 

4(20.0%) 4(20.0%) 4(20.0%) 活用 A 
活用 

2(10.0%) 2(10.0%) 2(10.0%) 活用 S 

14(70.0%)   自然事象への関心・意欲・態度 

観点 
6(30.0%) 6(30.0%) 6(30.0%) 科学的な思考・表現 

 5(25.0%) 5(25.0%) 観察・実験の技能 

 9(45.0%) 9(45.0%) 自然事象についての知識・理解 

2(10.0%) 5(25.0%) 5(25.0%) エネルギー A 

領域 
6(30.0%) 5(25.0%) 5(25.0%) 粒子 B 

7(35.0%) 6(30.0%) 6(30.0%) 生命 C 

5(25.0%) 4(20.0%) 4(20.0%) 地球 D 

 

 

 

 

 

※中学校第 1 学年までは、学習指導要領(平成 29 年 3 月告示)

に基づく観点・領域を用いて調査を構成している。 
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④外国語  ※全体に占める設問割合を（ ）内に示してある。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 

対象学年 

としない 

基礎 

活用 

基礎 
基礎 C 

基礎 B 

活用 
活用 A 

活用 S 

観点 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 

領域 

 

 

 

 

 

 

 イ 意識・実態調査（学習・生活についてのアンケート） 

①自己意識・生活実態 

領域 観点 設問数 

自己 

意識 

学校生活の充実度 4 

自己効力感(自由の感度) 6 

他者への受容(相互承認の感度①) 3 

他者からの受容(相互承認の感度②) 4 

自己の受容(自己承認の感度)(自己肯定感) 3 

探究の情動(内発的な学習意欲) 3 

主体的な学び(内発的な学習意欲) 4 

時間的展望 3 

道徳的実践力 5 

生命尊重体験 3 

国際社会への関心・関わり 3 

住んでいる地域への関心・関わり 4 

集合的(社会)効力感 

(相互承認(触発)の感度③) 

4 

※全て複数領域に該当する設問 

生活 

実態 
基本的な生活習慣 4 

計 53 



Ⅰ 調査の設計と概要 

- 11 - 

※複合領域の設問が含まれるため、各領域の設問数合計が全体数を超える。 

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

対象学年 

としない 

25 25 全体 

6(24.0%) 6(24.0%) 基礎 C 
基礎 

基礎 

活用 

11(44.0%) 11(44.0%) 基礎 B 

5(20.0%) 5(20.0%) 活用 A 
活用 

3(12.0%) 3(12.0%) 活用 S 

  コミュニケーションへの関心・意欲・態度  

観点 
11(44.0%) 8(32.0%) 外国語表現の能力 

16(64.0%) 19(76.0%) 外国語理解の能力 

7(28.0%) 7(28.0%) 言語や文化についての知識・理解 

7(28.0%) 5(20.0%) 聞くこと ア 

領域 
5(20.0%) 5(20.0%) 話すこと イ 

6(24.0%) 11(44.0%) 読むこと ウ 

7(28.0%) 4(16.0%) 書くこと エ 

 

 

 

②学習状況、部活動への所属状況 

観点 設問数 

学習 

状況 

学習成果の実感 2 

学び方(学習方略一般) 6 

個別の学び(学びの個別化) 7 

探究の学び(学びの探究化) 3 

協同の学び(学びの協同化) 7 

読書冊数 1 

学習時間 
4  

※平日/休日、自己/塾・家庭教師等 

学びの構造転換(国語科) 5 

学びの構造転換(算数・数学科) 5 

学びの構造転換(理科) 5 ※小学校第 4 学年以上 

学びの構造転換(外国語) 

コミュニケーション活動 

 

5 ※小学校第 4 学年以上 

1 ※小第 4 学年から中第 1 学年 

4 ※中学校第 2・3 学年 

ICT 利活用 6 

部活動への所属状況 1 ※中学校第 2・3 学年のみ 

計 46～61 
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③「杉並区教育ビジョン 2012」が掲げる「目指す人間像」「育みたい力」と 

自己意識・生活実態領域の観点の関連 

杉並区教育ビジョン 2012 意識・実態調査 

目指す 

人間像 
育みたい力 自己意識・生活実態領域の観点 

夢
に
向

志

 

自
ら
の
道
を
拓
く
人 

1  自分のもち味を見付け、 

自ら学び、考え、判断し、 

行動する力 

主体的な学び(4) 

(内発的な学習意欲) 

探究の情動 (3) 

(内発的な学習意欲) 

学校生活 

の充実度 

(4) 

☆自己効力感(6) 

(自由の感度) 

☆自己の受容(3) 

(自己承認の感度)(自己肯定感) 
2  変化の時代を捉え、 

たくましく生きる 

心と体の力 
時間的展望(3) 

基本的な生活習慣(4) 

5 持続可能な社会を目指し、 

次代を共に支えていく力 

国際社会への関心・関わり(3) 

住んでいる地域への関心・関わり(4) 

☆集合的(社会)効力感(4) 

(相互承認(触発)の感度③) 

大
切

 

地
域
・
社
会
・
自
然
と
共
に
生
き
る
人 

3  豊かな感性をもち、 

感動を分かち合う力 

生命尊重体験(3) 

☆他者への受容(3) 

(相互承認の感度①) 

☆他者からの受容(4) 

(相互承認の感度②) 

4  他者の存在を認め、 

多様な関係を結ぶ力 
道徳的実践力(5) 

※（）内の数値は、各領域に含まれる質問項目数を示す。 

※☆  は、各目指す人間像・育みたい力において中核となる概念を示す。 
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１ 国語科 特定の課題に対する調査               
 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.58 

 

第 4 学年 3.56 

第 5 学年 3.54 

第 6 学年 3.49 

中学校 

第 1 学年 3.28 

第 2 学年 3.19 

第 3 学年 3.11 

 

 

 

（3）基礎・活用別、観点別、領域別の平均正答率  ※( )内は標準偏差を示す。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 60.7(21.7) 72.2(19.4) 72.8(19.6) 74.7(16.8) 

基礎 

活用 

基礎 基礎 C・B 74.8 77.7 80.1 83.9 

活用 活用 A・S 37.2 63.6 61.3 60.2 

観点 

知識・技能 67.9 74.1 81.3 91.9 

思考・判断・表現 59.1 71.9 71.1 71.3 

主体的に学習に取り組む態度     

     

     

領域 

言語事項 67.9 74.1 81.3 91.9 

話すこと・聞くこと 88.0 78.6 85.0 86.2 

書くこと 58.6 69.7 60.3 55.5 

読むこと 52.0 71.2 71.6 73.0 

 

                                

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

※平均正答率や標準偏差の単純な比較は、難易度の高低や正

答率を代表指標としない調査の特性(p.5)上推奨しない。 

8.1%

5.5%

5.5%

5.1%

5.8%

5.6%

5.6%

19.1%

20.9%

17.5%

15.8%

15.1%

15.0%

12.9%

39.4%

35.7%

36.3%

29.5%

24.4%

25.5%

24.2%

21.0%

24.5%

24.9%

24.3%

28.3%

25.2%

32.5%

12.4%

13.3%

15.8%

25.2%

26.4%

28.6%

24.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体) 

 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 60.7 72.2 72.8 74.7 68.8 64.2 67.9

R1 11.0 21.7 24.6 29.0 25.1 23.6 29.0

R2 32.7 49.1 48.5 54.8 49.5 45.1 51.0

R3 50.3 67.4 67.6 72.5 67.4 63.1 69.0

R4 69.0 80.5 82.0 83.2 80.1 77.5 82.8

R5 85.9 91.4 92.3 90.8 90.4 89.6 90.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

68.8(17.3) 64.2(17.9) 67.9(17.8) 全体 

75.5 74.4 76.1 基礎 C・B 基礎 基礎 

活用 58.1 51.0 57.5 活用 A・S 活用 

79.2   国語への関心・意欲・態度 

観点 

66.7 78.4 82.7 話す・聞く能力 

 51.8 55.6 書く能力 

 64.3 66.9 読む能力 

 68.2 76.3 言語についての知識・理解・技能 

79.2 73.3 79.5 音声・言語事項 

領域 
86.6 62.2 70.6 説明的文章 

47.4 66.8 62.3 文学的文章 

68.4 51.8 55.6 表現 

※中学校第 1 学年までは、学習指導要領(平成 29 年 3 月告示)

に基づく観点・領域を用いて調査を構成している。 
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２ 算数・数学科 特定の課題に対する調査            

 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年 3.25 

 

第 4 学年 3.13 

第 5 学年 3.19 

第 6 学年 3.12 

中学校 

第 1 学年 3.10 

第 2 学年 2.89 

第 3 学年 2.86 

 

 

 

（3）基礎・活用別、観点別、領域別の平均正答率  ※( )内は標準偏差を示す。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 64.9(18.6) 67.0(18.0) 67.2(20.1) 66.0(20.8) 

基礎 

活用 

基礎 基礎 C・B 78.6 83.4 81.0 77.7 

活用 活用 A・S 35.5 32.0 38.0 41.1 

観点 

知識・技能 80.6 84.4 81.4 78.8 

思考・判断・表現 37.5 36.5 46.0 46.7 

主体的に学習に取り組む態度     

     

領域 

A 数と計算 66.7 67.0 69.5 70.3 

B 図形 49.6 58.0 60.8 64.3 

C 測定 65.8 62.9   

C 変化と関係   74.0 51.8 

D データの活用 83.1 93.6 75.6 79.9 

 

                                

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

※平均正答率や標準偏差の単純な比較は、難易度の高低や正

答率を代表指標としない調査の特性(p.5)上推奨しない。 

10.5%

9.3%

6.8%

6.1%

4.7%

5.0%

4.3%

25.2%

23.8%

19.2%

21.0%

18.4%

20.9%

18.0%

36.6%

40.2%

38.4%

33.9%

38.5%

37.4%

34.5%

23.3%

22.0%

28.3%

32.6%

29.8%

29.9%

34.2%

4.4%

4.8%

7.3%

6.4%

8.6%

6.9%

8.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体) 

 

 

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

61.7(20.0) 58.0(21.4) 59.2(22.7) 全体 

75.9 72.8 72.2 基礎 C・B 基礎 基礎 

活用 31.6 26.7 31.5 活用 A・S 活用 

76.4   数学への関心・意欲・態度 

観点 
39.7 31.8 35.2 数学的な見方や考え方 

 69.1 69.1 数学的な技能 

 81.0 80.6 数量や図形などについての知識・理解 

64.1 64.0 67.5 数と式 A 

領域 

58.5 55.1 50.7 図形 B 

 
30.0 51.1 関数 C 

51.4 

68.1 57.6 59.7 資料の活用 D 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 64.9 67.0 67.2 66.0 61.7 58.0 59.2

R1 17.0 22.2 19.0 19.1 18.7 15.3 15.9

R2 42.9 48.2 43.5 43.9 41.3 40.0 40.7

R3 62.0 66.4 65.3 66.1 60.6 62.2 66.1

R4 78.4 82.2 84.2 83.1 79.4 80.4 81.5

R5 92.2 94.2 94.0 94.9 92.6 92.4 93.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※中学校第 1 学年までは、学習指導要領(平成 29 年 3 月告示)

に基づく観点・領域を用いて調査を構成している。 
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３ 理科 特定の課題に対する調査                

 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年  

 

第 4 学年 3.17 

第 5 学年 3.06 

第 6 学年 3.11 

中学校 

第 1 学年 2.90 

第 2 学年 2.69 

第 3 学年 2.55 

 

 

 

（3）基礎・活用別、観点別、領域別の平均正答率  ※( )内は標準偏差を示す。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 

対象学年 

としない 

65.4(18.2) 66.4(20.3) 70.6(18.0) 

基礎 

活用 

基礎 基礎 C・B 76.7 74.9 79.1 

活用 活用 A・S 38.8 46.6 50.8 

観点 

知識・技能 76.7 74.9 79.1 

思考・判断・表現 38.8 46.6 50.8 

主体的に学習に取り組む態度    

    

領域 

A エネルギー 59.6 77.3 69.3 

B 粒子 85.2 59.5 75.5 

C 生命 79.6 76.6 71.2 

D 地球 48.4 62.7 67.3 

 

                                

 

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

※平均正答率や標準偏差の単純な比較は、難易度の高低や正

答率を代表指標としない調査の特性(p.5)上推奨しない。 

22.7%

19.7%

14.0%

11.7%

8.9%

7.7%

26.1%

21.2%

17.8%

18.1%

17.6%

16.4%

29.7%

35.6%

38.8%

23.0%

40.9%

34.9%

16.9%

17.2%

23.4%

41.8%

23.3%

32.4%

4.7%

6.3%

6.0%

5.3%

9.2%

8.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科全体) 

 

 

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

60.3(18.9) 49.2(22.9) 56.0(22.8) 全体 

71.5 54.8 62.8 基礎 C・B 基礎 基礎 

活用 34.3 36.0 40.4 活用 A・S 活用 

71.5   自然事象への関心・意欲・態度 

観点 
34.3 36.0 40.4 科学的な思考・表現 

 63.9 67.8 観察・実験の技能 

 49.8 60.0 自然事象についての知識・理科 

82.0 48.6 56.7 エネルギー A 

領域 
42.2 54.3 48.7 粒子 B 

67.2 43.3 66.6 生命 C 

63.8 52.4 48.6 地球 D 

 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 65.4 66.4 70.6 60.3 49.2 56.0

R1 22.9 21.8 36.9 28.5 17.6 23.7

R2 48.2 48.1 58.5 45.6 35.0 47.6

R3 64.4 68.9 69.9 62.4 54.6 67.7

R4 78.5 83.0 82.8 78.9 75.9 81.7

R5 91.2 90.7 93.8 91.6 92.1 93.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※中学校第 1 学年までは、学習指導要領(平成 29 年 3 月告示)

に基づく観点・領域を用いて調査を構成している。 
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４ 外国語 特定の課題に対する調査               

 

（1）5 段階の学習状況の評定(学力段階) 

校種・学年 平均 
全体に占める各学習状況の児童生徒の割合 

R1 R2 R3 R4 R5 

小学校 

第 3 学年   

第 4 学年  

第 5 学年  

第 6 学年  

中学校 

第 1 学年  

第 2 学年 3.09 

第 3 学年 2.92 

 

 

 

（3）基礎・活用別、観点別、領域別の平均正答率  ※( )内は標準偏差を示す。 

分類 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 

全体 

対象学年 

としない 

基礎 

活用 

基礎 基礎 C・B 

活用 活用 A・S 

観点 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 

 

領域 

ア 聞くこと 

イ 話すこと 

ウ 読むこと 

エ 書くこと 

 

 

 

 

※学習指導要領に準拠した調査実施の前学年の学習状況の評定(学力段階) 

R5 発展的な力が身に付いている  R4 十分定着がみられる 

R3 おおむね定着がみられる(最低限の到達目標) 

R2 特定の内容でつまずきがある  R1 学び残しが多い 

※平均正答率や標準偏差の単純な比較は、難易度の高低や正

答率を代表指標としない調査の特性(p.5)上推奨しない。 

10.6%

8.6%

22.4%

20.6%

36.6%

32.1%

24.5%

30.7%

5.9%

7.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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（2）学習状況の評定(学力段階)ごとの平均正答率(教科等全体) 

 

 

中学校 
分類 

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

対象学年 

としない 

59.1(21.8) 54.9(22.8) 全体 

65.4 61.0 基礎 C・B 基礎 基礎 

活用 45.8 42.0 活用 A・S 活用 

  コミュニケーションへの関心・意欲・態度  

観点 
55.9 50.3 外国語表現の能力 

58.6 54.3 外国語理解の能力 

63.2 72.1 言語や文化についての知識・理解 

67.4 63.3 聞くこと ア 

領域 
74.7 62.6 話すこと イ 

53.8 57.3 読むこと ウ 

44.2 28.1 書くこと エ 

 

 

 

小学校

第3学年

小学校

第4学年

小学校

第5学年

小学校

第6学年

中学校

第1学年

中学校

第2学年

中学校

第3学年

全体 59.1 54.9

R1 17.9 18.6

R2 36.6 34.4

R3 58.6 55.1

R4 78.5 80.0

R5 88.7 93.7

0.0

10.0

20.0
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40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

※中学校第 1 学年までは、学習指導要領(平成 29 年 3 月告示)

に基づく観点・領域を用いて調査を構成している。 
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５ 学習・生活についてのアンケート 意識・実態調査       
 

（1）自己意識、生活実態に係る観点の平均値 

 

観点 

小学校 中学校 

第 3 学年 第 4学年 第 5学年 第 6学年 第 1 学年 第 2学年 第 3学年

自己 
意識 

学校生活の充実度 3.02 2.98 3.03 3.02 2.96 2.87 2.86 

自己効力感 
(自由の感度) 

3.12 3.10 3.11 3.06 3.04 2.93 2.94 

他者への受容 
(相互承認の感度①)  

3.22 3.18 3.24 3.23 3.28 3.24 3.27 

他者からの受容 
(相互承認の感度②) 

3.26 3.28 3.31 3.30 3.29 3.19 3.20 

自己の受容 
(自 己 承 認 の 感 度 )(自 己 肯 定 感 ) 

2.84 2.73 2.66 2.50 2.45 2.27 2.27 

探究の情動 
(内発的な学習意欲) 

3.08 3.09 3.11 3.06 3.10 3.05 3.09 

主体的な学び 
(内発的な学習意欲) 

3.16 3.10 3.10 3.09 3.04 2.93 3.00 

時間的展望 3.34 3.34 3.32 3.21 3.17 2.98 2.95 

道徳的実践力 2.88 2.85 2.87 2.82 2.87 2.79 2.81 

生命尊重体験 3.00 3.13 3.22 3.22 3.20 3.15 3.15 

国際社会への 
関心・関わり 

2.75 2.74 2.82 2.85 2.96 2.87 2.94 

住んでいる地域への 
関心・関わり 

2.97 3.00 3.03 2.94 2.93 2.79 2.80 

集合的(社会)効力感 
(相互承認(触発)の感度③) 

3.15 3.17 3.22 3.19 3.24 3.12 3.13 

生活 
実態 

基本的な生活習慣 3.12 3.12 3.10 3.06 3.05 3.01 2.99 

※回答を肯定＝4～否定＝1 と換算し、各領域に含まれる項目の回答結果を平均した値 
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2.50

3.00

3.50
学校生活の充実度

自己効力感

他者への受容

他者からの受容

自己肯定感

探究の情動

主体的な学び

時間的展望

道徳的実践力

生命尊重体験

国際社会への関心・関わ

り

住んでいる地域への関

心・関わり

集合的（社会）効力感

基本的な生活習慣 小学校第3学年

小学校第4学年

小学校第5学年

小学校第6学年

中学校第1学年

中学校第2学年

中学校第3学年



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ―１ 国語科 

 

特定の課題に対する調査 

教科等別結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅲ―

１ 

国
語
科 

特
定
の
課
題
に
対
す
る
調
査 

教
科
等
別
結
果 



１
 
各
学
年
の
結
果
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 小
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

言 語 事 項

話 す こ と ・ 聞 く こ と

書 く こ と

読 む こ と

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
内

容
を

落
と

さ
な

い
よ

う
に

集
中

し
て

聞
く

こ
と

大
事

な
事

柄
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
3
.1

5
1
.3

8
8
.9

9
4
.1

9
7
.0

9
8
.8

3
.5

3
6
.4

6
.7

2
.0

0
.3

0
.0

2
1

2
話

の
内

容
を

捉
え

て
感

想
を

も
つ

こ
と

話
し

手
の

内
容

を
聞

い
て

感
想

を
書

く
自

由
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
2
.9

2
3
.1

5
8
.5

8
0
.2

9
2
.6

9
8
.8

4
.4

2
9
.2

9
.3

4
.7

1
.2

0
.1

3
2

1
意

味
に

よ
る

語
句

の
ま

と
ま

り
に

気
付

く
こ

と
意

味
が

仲
間

に
な

る
語

句
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
5
.4

4
7
.2

9
3
.8

9
8
.1

9
8
.9

9
9
.9

2
.0

3
2
.8

0
.9

0
.2

0
.0

0
.0

4
2

2
主

語
・

述
語

の
関

係
に

気
付

く
こ

と
文

中
の

語
句

か
ら

主
語

と
述

語
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
7
.6

7
.7

3
4
.4

5
9
.8

7
7
.1

9
3
.8

3
.1

4
3
.1

3
.3

0
.8

0
.1

0
.0

5
2

3
句

読
点

の
打

ち
方

を
理

解
し

て
文

章
の

中
で

使
う

こ
と

読
点

を
打

つ
場

所
を

考
え

て
文

の
意

味
に

な
る

よ
う

に
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

4
0
.6

4
.6

1
9
.7

2
7
.7

3
8
.5

7
5
.1

3
.9

4
8
.2

5
.8

1
.4

0
.4

0
.0

6
3

1
時

間
・

事
柄

の
順

序
を

考
え

る
こ

と
時

間
の

順
序

や
行

動
の

順
序

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
3
.2

7
.2

4
0
.4

6
2
.8

8
6
.3

9
8
.0

3
.2

4
8
.2

3
.1

0
.2

0
.1

0
.0

7
3

2
内

容
の

大
体

を
捉

え
る

こ
と

書
か

れ
て

い
る

内
容

の
大

体
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
1
.4

1
4
.4

6
3
.4

7
8
.2

8
9
.6

9
8
.4

3
.8

5
2
.8

5
.5

0
.2

0
.1

0
.0

8
3

3
大

事
な

言
葉

や
文

を
選

び
出

す
こ

と
文

章
の

中
か

ら
大

事
な

言
葉

や
文

を
捉

え
て

書
き

抜
く

記
述

通
常

活
用

A
●

■
3
7
.9

1
.0

7
.5

2
2
.0

4
1
.3

7
3
.3

8
.8

6
1
.0

2
4
.4

7
.6

1
.2

0
.1

9
3

4
自

分
の

体
験

と
結

び
付

け
て

感
想

を
も

つ
こ

と
文

章
の

内
容

と
自

分
の

体
験

と
を

結
び

付
け

考
え

た
こ

と
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
2
8
.1

0
.0

2
.2

8
.5

2
9
.8

6
4
.9

1
8
.1

6
4
.1

3
1
.0

1
8
.8

1
3
.0

7
.1

1
0

4
1

場
面

の
様

子
に

着
目

し
て

想
像

す
る

こ
と

場
面

の
様

子
を

想
像

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
2
.0

5
.6

3
9
.0

6
6
.2

8
2
.1

9
6
.4

7
.7

7
0
.8

2
3
.5

2
.7

0
.2

0
.0

1
1

4
2

登
場

人
物

の
行

動
を

具
体

的
に

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
を

想
像

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
1
.5

5
.6

2
7
.9

6
2
.2

8
6
.5

9
8
.5

8
.7

7
3
.8

2
8
.8

3
.4

0
.1

0
.0

1
2

4
3

大
事

な
言

葉
や

文
を

選
び

出
す

こ
と

文
章

の
中

か
ら

大
事

な
言

葉
や

文
を

捉
え

て
書

き
抜

く
記

述
通

常
活

用
A

●
■

6
.9

0
.0

0
.9

2
.8

7
.1

1
5
.2

1
6
.1

8
0
.0

5
1
.2

1
7
.5

1
.9

0
.3

1
3

4
4

自
分

の
体

験
と

結
び

付
け

て
、

感
想

を
も

つ
こ

と
登

場
人

物
の

行
動

に
つ

い
て

自
分

の
体

験
と

結
び

付
け

て
感

想
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
4
5
.1

1
.0

6
.2

2
6
.4

5
5
.8

7
9
.4

2
6
.0

8
6
.7

6
9
.2

3
5
.4

9
.2

2
.5

1
4

5
1

事
柄

の
順

序
に

沿
っ

て
簡

単
な

構
成

を
考

え
る

こ
と

内
容

の
ま

と
ま

り
を

捉
え

る
こ

と
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
0
.3

2
.6

2
1
.1

5
6
.4

8
9
.8

9
9
.2

1
9
.9

8
6
.2

5
6
.1

2
6
.8

4
.2

0
.0

1
5

5
2

間
違

い
を

正
す

こ
と

主
述

の
つ

な
が

り
、

表
記

、
文

末
表

現
の

使
い

方
な

ど
を

正
し

く
す

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

4
2
.0

0
.5

2
.7

1
4
.0

5
1
.3

8
7
.3

3
3
.7

9
1
.8

7
8
.5

5
2
.3

1
6
.4

1
.7

1
6

5
3

感
想

を
伝

え
合

い
よ

い
と

こ
ろ

を
見

付
け

る
こ

と
分

か
り

や
す

い
書

き
方

や
よ

い
表

現
を

捉
え

て
、

そ
う

思
っ

た
理

由
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
6
3
.4

4
.6

1
6
.9

4
4
.9

8
0
.3

9
6
.8

3
0
.3

8
7
.2

7
5
.4

4
7
.3

1
2
.2

1
.2

1
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6

―
6
0
.7

1
1
.0

3
2
.7

5
0
.3

6
9
.0

8
5
.9

1
0

6
2
.5

7
4
.8

1
6
.9

4
8
.7

6
8
.6

8
3
.8

9
5
.7

6
3
7
.5

3
7
.2

1
.2

6
.1

1
9
.8

4
4
.3

6
9
.5

3
1
8
.8

1
6
7
.9

1
9
.8

4
9
.3

6
1
.9

7
1
.5

8
9
.6

1
3

8
1
.3

2
5
9
.1

9
.0

2
8
.9

4
7
.6

6
8
.4

8
5
.0

0
0
.0

3
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

4
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

A
6
7
.9

1
9
.8

4
9
.3

6
1
.9

7
1
.5

8
9
.6

2
1
2
.5

B
8
8
.0

3
7
.2

7
3
.7

8
7
.1

9
4
.8

9
8
.8

3
1
8
.8

C
5
8
.6

2
.6

1
3
.5

3
8
.4

7
3
.8

9
4
.4

8
5
0
.0

D
5
2
.0

4
.4

2
3
.4

4
1
.2

5
9
.8

7
8
.0

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

3
1
8
.8

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

5
.6

%
1
2
.9

%
2
4
.2

%
3
2
.5

%
2
4
.8

%

5
3
1
.3

9
5
6
.3

3
1
8
.8

4
2
5
.0

1
3

8
1
.3

0
0
.0

3
1
8
.8

学
習

状
況

の
評

定
（

学
力

段
階

）

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）
■

対
象

教
科

、
校

種
・

学
年

、
出

題
範

囲
、

対
応

教
科

書

レ
ベ

ル

形
式

複
合

条
件

完
答

通
常

自
由

記
述

記
述

選
択CBAS

解
答

出
題

基
礎

活
用

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

0

読
む

こ
と

書
く

こ
と

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と

言
語

事
項

00

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度

思
考

・
判

断
・

表
現

知
識

・
技

能

領
域

別

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

結
果

平
均

正
答

率
（

％
）

小 問

指
導

内
容

の
領

域
設

問
番

号
出

題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版

設
問

校
種

・
学

年
小

学
校

第
3
学

年

出
題

範
囲

小
学

校
第

2
学

年

教
科

等
国

語
科

基
礎

／
活

用
別

観
点

別

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

思
考

・
判

断
・

表
現

言
語

事
項

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と

書
く

こ
と

読
む

こ
と

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.6

%

1
2
.9

%

2
4
.2

%

3
2
.5

%

2
4
.8

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  小
学
校
第

4
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

言 語 事 項

話 す こ と ・ 聞 く こ と

書 く こ と

読 む こ と

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
を

捉
え

る
こ

と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

話
の

中
心

を
聞

き
取

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
6
.0

4
3
.1

6
7
.1

8
5
.4

9
4
.2

9
7
.6

0
.6

8
.7

0
.8

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
質

問
し

な
が

ら
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
質

問
す

る
自

由
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
1
.3

1
9
.0

4
2
.2

6
8
.0

8
0
.4

9
1
.8

7
.0

3
3
.3

1
8
.1

5
.8

2
.4

1
.1

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

に
よ

る
ま

と
ま

り
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
反

対
の

意
味

を
表

す
語

句
の

組
み

合
わ

せ
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
0
.5

5
1
.3

8
6
.7

9
0
.8

9
2
.4

9
8
.1

0
.8

1
2
.8

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
飾

語
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
5
6
.1

1
7
.9

2
8
.7

4
2
.3

5
8
.9

8
7
.9

0
.8

1
4
.4

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

国
語

辞
典

に
出

て
く

る
語

句
の

順
序

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
5
.7

3
0
.3

5
7
.4

6
9
.2

8
0
.9

9
5
.4

0
.8

1
0
.8

0
.8

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
見

付
け

る
こ

と
文

章
の

中
か

ら
問

題
（

問
い

）
を

表
し

て
い

る
文

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
6
6
.1

1
8
.5

3
7
.6

5
5
.7

7
3
.4

9
3
.2

1
.1

1
8
.5

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
考

え
と

事
例

と
の

関
係

を
捉

え
る

こ
と

事
実

の
文

と
考

え
の

文
を

区
別

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
9
.8

2
3
.1

4
0
.7

5
8
.7

8
2
.1

9
3
.3

1
.5

2
1
.5

1
.5

0
.3

0
.0

0
.0

8
3

3
段

落
相

互
の

関
係

に
着

目
す

る
こ

と
文

と
文

の
相

互
関

係
を

表
す

接
続

語
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
6
.7

3
6
.4

6
9
.0

8
6
.8

9
5
.1

9
8
.6

1
.3

2
1
.5

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

9
3

4
中

心
と

な
る

語
や

文
を

見
付

け
て

要
約

す
る

こ
と

中
心

と
な

る
語

や
文

に
注

意
し

て
要

点
を

ま
と

め
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
8
4
.6

2
0
.0

5
7
.8

8
6
.8

9
6
.6

9
8
.9

9
.4

6
2
.1

2
5
.4

6
.6

1
.5

0
.1

1
0

3
5

文
章

を
読

ん
で

理
解

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
考

え
を

も
つ

こ
と

説
明

の
仕

方
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

と
そ

の
理

由
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
4
8
.7

4
.1

1
9
.1

3
6
.1

5
7
.7

7
6
.2

1
3
.8

6
4
.6

2
9
.3

1
4
.6

5
.5

2
.2

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

。
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
2
.3

3
7
.9

8
9
.4

9
3
.6

9
7
.1

9
9
.3

2
.1

3
6
.4

0
.2

0
.0

0
.1

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

具
体

的
に

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
2
.7

4
2
.6

8
8
.8

9
4
.6

9
7
.3

9
8
.9

2
.1

3
5
.9

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

具
体

的
に

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
気

持
ち

を
想

像
し

て
書

く
記

述
通

常
活

用
A

●
■

2
5
.3

1
.0

6
.7

1
4
.8

2
7
.0

4
7
.6

6
.8

5
6
.4

1
3
.3

4
.3

1
.5

0
.6

1
4

4
4

文
章

を
読

ん
で

理
解

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
考

え
を

も
つ

こ
と

人
物

の
行

動
の

意
味

を
考

え
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
7
3
.4

1
4
.4

5
2
.4

7
1
.3

7
9
.6

9
2
.5

5
.7

5
9
.5

1
1
.0

1
.9

0
.7

0
.0

1
5

4
5

文
章

を
読

ん
で

理
解

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
考

え
を

も
つ

こ
と

表
現

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
7
2
.0

5
.6

4
3
.9

6
9
.3

8
3
.0

9
2
.4

6
.8

6
9
.2

1
4
.1

2
.8

0
.3

0
.1

1
6

5
1

段
落

相
互

の
関

係
に

注
意

し
て

文
章

の
構

成
を

考
え

る
こ

と
「

初
め

・
中

・
終

わ
り

」
の

文
章

の
役

割
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

6
7
.6

1
3
.8

3
0
.3

5
9
.0

8
1
.7

9
3
.0

4
.4

4
7
.7

8
.3

1
.6

0
.0

0
.2

1
7

5
2

間
違

い
を

正
し

て
文

や
文

章
を

整
え

る
こ

と
文

章
の

間
違

い
を

正
し

く
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

7
9
.4

1
0
.3

4
6
.1

7
9
.1

9
3
.7

9
8
.3

9
.6

6
9
.2

2
3
.1

7
.6

1
.0

0
.2

1
8

5
3

文
章

の
よ

い
と

こ
ろ

を
見

付
け

る
こ

と
文

章
の

よ
い

と
こ

ろ
を

見
付

け
て

理
由

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
1
.9

1
.0

1
9
.8

5
1
.1

7
7
.2

9
1
.9

1
4
.2

7
5
.4

3
5
.1

1
3
.9

3
.7

0
.7

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
7
2
.2

2
1
.7

4
9
.1

6
7
.4

8
0
.5

9
1
.4

1
1

6
1
.1

7
7
.7

3
0
.3

5
8
.0

7
3
.1

8
4
.9

9
5
.2

7
3
8
.9

6
3
.6

8
.1

3
5
.1

5
8
.4

7
3
.6

8
5
.4

3
1
6
.7

1
7
4
.1

3
3
.2

5
7
.6

6
7
.5

7
7
.4

9
3
.8

1
5

8
3
.3

2
7
1
.9

1
9
.4

4
7
.4

6
7
.3

8
1
.1

9
0
.9

0
0
.0

3
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

4
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

A
7
4
.1

3
3
.2

5
7
.6

6
7
.5

7
7
.4

9
3
.8

2
1
1
.1

B
7
8
.6

3
1
.0

5
4
.6

7
6
.7

8
7
.3

9
4
.7

3
1
6
.7

C
6
9
.7

8
.4

3
2
.0

6
3
.1

8
4
.2

9
4
.4

1
0

5
5
.6

D
7
1
.2

2
0
.4

5
0
.5

6
6
.8

7
8
.9

8
9
.1

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

5
.6

%
1
5
.0

%
2
5
.5

%
2
5
.2

%
2
8
.6

%

5
2
7
.8

1
0

5
5
.6

4
2
2
.2

4
2
2
.2

1
4

7
7
.8

1
5
.6

3
1
6
.7

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

言
語

事
項

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と

書
く

こ
と

読
む

こ
と

00

校
種

・
学

年
小

学
校

第
4
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

3
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

知
識

・
技

能

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
思

考
・

判
断

・
表

現

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度

0

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

思
考

・
判

断
・

表
現

言
語

事
項

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と

書
く

こ
と

読
む

こ
と

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.6

%

1
5
.0

%

2
5
.5

%

2
5
.2

%

2
8
.6

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

言 語 事 項

話 す こ と ・ 聞 く こ と

書 く こ と

読 む こ と

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

の
中

心
を

捉
え

る
こ

と
話

の
要

点
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
7
.5

7
6
.6

9
6
.9

9
9
.2

9
9
.1

9
9
.1

0
.4

6
.1

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
質

問
し

な
が

ら
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
質

問
す

る
自

由
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
2
.6

1
6
.2

4
9
.2

6
7
.8

8
4
.4

9
0
.0

6
.2

2
9
.9

1
2
.5

6
.3

2
.6

1
.2

3
2

1
語

句
に

は
性

質
や

役
割

に
よ

る
ま

と
ま

り
が

あ
る

こ
と

を
理

解
す

る
こ

と
語

句
の

類
別

を
理

解
し

、
種

類
が

異
な

る
組

み
合

わ
せ

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
2
.5

5
8
.4

8
8
.6

9
4
.2

9
3
.8

9
9
.3

0
.6

6
.6

0
.4

0
.5

0
.0

0
.0

4
2

2
修

飾
語

・
被

修
飾

語
の

関
係

を
理

解
す

る
こ

と
文

中
の

語
句

（
被

修
飾

語
）

を
修

飾
し

て
い

る
語

を
捉

え
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
6
2
.9

1
1
.2

3
0
.2

5
1
.1

6
8
.6

9
7
.7

0
.6

1
0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
辞

書
を

利
用

し
て

調
べ

る
方

法
を

理
解

す
る

こ
と

漢
字

辞
典

の
引

き
方

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
8
.4

3
5
.5

7
2
.2

8
8
.6

9
7
.1

9
9
.9

0
.6

1
0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

1
内

容
の

中
心

と
な

る
語

や
文

を
見

付
け

る
こ

と
筆

者
の

考
え

の
中

心
的

な
内

容
を

押
さ

え
、

小
見

出
し

を
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
6
.1

3
4
.5

6
6
.3

8
7
.1

9
3
.7

9
9
.8

0
.7

9
.1

0
.8

0
.2

0
.0

0
.1

7
3

2
考

え
と

事
例

と
の

関
係

を
捉

え
る

こ
と

事
実

の
文

と
意

見
の

文
の

記
述

の
仕

方
の

違
い

に
気

付
く

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
2
.9

1
8
.3

3
8
.2

6
8
.2

8
6
.1

9
5
.0

0
.8

9
.6

1
.0

0
.2

0
.0

0
.0

8
3

3
段

落
相

互
の

関
係

に
着

目
す

る
こ

と
文

と
文

の
相

互
関

係
を

表
す

接
続

語
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
5
.2

1
7
.3

3
9
.6

7
1
.1

8
9
.2

9
7
.2

0
.7

9
.6

0
.8

0
.1

0
.0

0
.0

9
3

4
中

心
と

な
る

語
や

文
を

見
付

け
て

要
約

す
る

こ
と

中
心

と
な

る
語

や
文

に
注

意
し

て
文

章
を

要
約

す
る

記
述

通
常

活
用

A
●

■
5
8
.8

1
8
.3

4
7
.8

5
7
.0

6
2
.4

7
1
.9

4
.6

3
9
.6

1
0
.2

2
.7

0
.3

0
.0

1
0

3
5

文
章

を
読

ん
で

理
解

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
考

え
を

も
つ

こ
と

説
明

の
仕

方
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

と
そ

の
理

由
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
6
6
.2

0
.5

2
2
.0

5
9
.6

8
2
.2

9
5
.0

1
2
.0

5
6
.9

3
1
.0

1
2
.1

3
.1

0
.8

1
1

4
1

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

こ
と

場
面

の
移

り
変

わ
り

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
9
.4

3
2
.5

5
3
.5

7
5
.6

8
7
.7

9
9
.3

1
.3

1
4
.7

2
.4

0
.4

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
性

格
を

具
体

的
に

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
行

動
や

会
話

か
ら

登
場

人
物

の
性

格
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
3
.0

3
3
.0

6
4
.3

8
1
.3

9
2
.5

9
6
.2

1
.0

1
3
.2

1
.4

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
気

持
ち

の
変

化
を

具
体

的
に

想
像

す
る

こ
と

登
場

人
物

の
気

持
ち

を
想

像
し

て
書

く
記

述
完

答
活

用
A

●
■

9
1
.7

4
2
.6

8
2
.9

9
3
.7

9
7
.5

9
9
.6

3
.6

3
3
.5

6
.5

2
.2

0
.3

0
.2

1
4

4
4

文
章

を
読

ん
で

理
解

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
考

え
を

も
つ

こ
と

情
景

描
写

か
ら

人
物

の
気

持
ち

を
想

像
す

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

6
2
.7

8
.6

2
7
.6

4
9
.9

7
6
.3

9
1
.8

1
0
.0

4
6
.7

1
8
.8

1
1
.6

4
.5

1
.5

1
5

4
5

文
章

を
読

ん
で

理
解

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
考

え
を

も
つ

こ
と

表
現

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

通
常

活
用

S
●

■
3
9
.8

1
.5

7
.5

2
5
.6

5
1
.9

6
6
.8

7
.7

4
8
.7

1
5
.5

7
.6

2
.1

0
.3

1
6

5
1

段
落

相
互

の
関

係
に

注
意

し
て

文
章

の
構

成
を

考
え

る
こ

と
文

章
全

体
に

お
け

る
段

落
の

役
割

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
0
.7

3
3
.0

5
0
.4

6
5
.3

8
0
.2

8
5
.3

2
.5

2
0
.3

4
.1

2
.3

0
.5

0
.0

1
7

5
2

間
違

い
を

正
し

て
文

や
文

章
を

整
え

る
こ

と
文

章
を

よ
り

よ
い

言
葉

や
文

に
書

き
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

4
3
.8

0
.0

8
.2

2
4
.1

5
2
.6

8
2
.4

1
1
.7

5
3
.3

2
6
.9

1
3
.9

3
.7

0
.4

1
8

5
3

文
章

の
よ

い
と

こ
ろ

を
見

付
け

る
こ

と
文

章
の

よ
い

と
こ

ろ
を

見
付

け
て

理
由

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
6
.4

4
.6

2
8
.0

5
8
.3

8
0
.5

9
4
.2

1
2
.6

6
4
.0

2
9
.8

1
4
.1

3
.1

0
.2

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
7
2
.8

2
4
.6

4
8
.5

6
7
.6

8
2
.0

9
2
.3

1
1

6
1
.1

8
0
.1

3
3
.3

5
9
.0

7
7
.2

8
8
.4

9
6
.3

7
3
8
.9

6
1
.3

1
0
.9

3
2
.0

5
2
.6

7
1
.9

8
6
.0

3
1
6
.7

1
8
1
.3

3
5
.0

6
3
.7

7
8
.0

8
6
.5

9
9
.0

1
5

8
3
.3

2
7
1
.1

2
2
.5

4
5
.5

6
5
.6

8
1
.1

9
0
.9

0
0
.0

3
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

4
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

A
8
1
.3

3
5
.0

6
3
.7

7
8
.0

8
6
.5

9
9
.0

2
1
1
.1

B
8
5
.0

4
6
.4

7
3
.0

8
3
.5

9
1
.7

9
4
.6

3
1
6
.7

C
6
0
.3

1
2
.5

2
8
.9

4
9
.2

7
1
.1

8
7
.3

1
0

5
5
.6

D
7
1
.6

2
0
.7

4
5
.0

6
6
.9

8
1
.9

9
1
.3

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

5
.8

%
1
5
.1

%
2
4
.4

%
2
8
.3

%
2
6
.4

%

5
2
7
.8

1
0

5
5
.6

4
2
2
.2

4
2
2
.2

1
4

7
7
.8

2
1
1
.1

2
1
1
.1

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

言
語

事
項

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と

書
く

こ
と

読
む

こ
と

00

校
種

・
学

年
小

学
校

第
5
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

4
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

知
識

・
技

能

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
思

考
・

判
断

・
表

現

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度

0

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

思
考

・
判

断
・

表
現

言
語

事
項

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と

書
く

こ
と

読
む

こ
と

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.8

%

1
5
.1

%

2
4
.4

%

2
8
.3

%

2
6
.4

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

言 語 事 項

話 す こ と ・ 聞 く こ と

書 く こ と

読 む こ と

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
目

的
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

相
手

の
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
8
.5

4
2
.2

7
2
.3

9
0
.6

9
6
.2

9
8
.0

0
.2

2
.3

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
考

え
と

比
較

し
な

が
ら

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
話

の
内

容
に

つ
い

て
友

達
の

考
え

と
比

べ
、

自
分

の
考

え
と

理
由

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
4
.0

3
8
.7

7
4
.7

8
0
.4

9
1
.8

9
5
.8

0
.5

6
.4

0
.7

0
.1

0
.0

0
.0

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

部
首

を
正

し
く

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
6
.9

7
2
.3

9
4
.6

9
7
.8

9
9
.4

1
0
0
.0

0
.1

1
.2

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

4
2

2
文

章
の

種
類

と
そ

の
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
重

文
を

単
文

に
分

け
る

選
択

完
答

基
礎

C
●

■
9
1
.0

4
9
.1

7
8
.4

9
2
.0

9
7
.3

1
0
0
.0

0
.2

1
.7

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
を

理
解

し
使

い
慣

れ
る

こ
と

敬
語

を
正

し
く

使
う

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
7
.7

4
5
.1

7
2
.3

8
7
.1

9
4
.8

1
0
0
.0

0
.1

2
.3

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

1
文

章
全

体
の

構
成

を
把

握
す

る
こ

と
文

章
に

書
か

れ
て

い
る

話
題

を
つ

か
む

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
0
.4

2
3
.1

5
6
.1

7
6
.2

9
3
.1

1
0
0
.0

0
.2

2
.3

0
.4

0
.0

0
.1

0
.0

7
3

2
事

実
と

感
想

、
意

見
な

ど
と

の
関

係
を

押
さ

え
る

こ
と

意
見

・
感

想
の

理
由

や
根

拠
と

し
て

い
る

事
実

や
事

例
を

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
2
.3

4
6
.8

8
4
.2

9
3
.9

9
8
.5

9
8
.8

0
.1

2
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
文

章
全

体
の

構
成

を
捉

え
て

要
旨

を
把

握
す

る
こ

と
筆

者
の

最
も

言
い

た
い

こ
と

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
6
.9

3
0
.6

5
2
.1

7
3
.0

8
9
.7

9
3
.8

0
.5

4
.6

0
.7

0
.3

0
.2

0
.0

9
3

4
文

章
を

読
ん

で
理

解
し

た
こ

と
に

基
づ

い
て

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

こ
と

筆
者

の
考

え
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
書

く
（

内
容

）
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
8
.0

3
3
.5

7
4
.7

8
9
.4

9
6
.0

9
7
.9

1
.4

1
4
.5

3
.0

0
.4

0
.4

0
.1

1
0

3
5

文
章

を
読

ん
で

理
解

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
説

明
の

仕
方

や
書

き
方

の
工

夫
に

付
い

て
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
2
.9

4
.6

2
5
.3

6
2
.8

6
5
.2

9
6
.1

7
.6

3
8
.7

1
7
.3

5
.5

5
.0

0
.2

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
4
.3

1
6
.8

3
9
.3

6
6
.4

9
1
.9

1
0
0
.0

0
.7

7
.5

1
.9

0
.2

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
9
.3

3
5
.3

4
6
.4

6
4
.8

8
1
.9

8
3
.5

0
.4

6
.4

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
心

情
に

つ
い

て
描

写
を

基
に

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

9
0
.2

3
9
.3

7
5
.6

9
2
.9

9
8
.5

9
8
.6

0
.8

9
.8

1
.3

0
.2

0
.0

0
.0

1
4

4
4

文
章

を
読

ん
で

理
解

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
登

場
人

物
の

心
情

に
つ

い
て

、
自

分
の

考
え

を
書

く
 

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
4
7
.6

3
.5

1
8
.2

3
8
.0

6
6
.1

6
8
.6

2
.6

2
6
.0

6
.7

0
.4

0
.2

0
.0

1
5

4
5

表
現

の
効

果
を

考
え

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

4
8
.0

2
.3

1
7
.5

4
2
.1

4
3
.2

8
8
.0

1
1
.1

5
3
.8

2
6
.1

8
.0

6
.8

1
.1

1
6

5
1

筋
道

の
通

っ
た

文
章

に
な

る
よ

う
に

、
文

章
全

体
の

構
成

や
展

開
を

考
え

る
こ

と
文

章
の

構
成

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
5
.3

3
2
.4

5
8
.3

7
4
.1

8
6
.2

8
5
.5

1
.3

1
1
.6

3
.0

0
.6

0
.1

0
.1

1
7

5
2

構
成

や
書

き
表

し
方

に
着

目
し

て
文

や
文

章
を

整
え

る
こ

と
書

き
手

の
意

図
に

応
じ

た
文

に
書

き
直

す
記

述
通

常
活

用
A

●
■

7
2
.4

6
.9

3
8
.4

6
9
.0

9
0
.3

9
3
.6

5
.2

3
1
.2

1
4
.9

3
.4

0
.6

0
.2

1
8

5
3

構
成

や
展

開
が

明
確

か
な

ど
、

文
章

に
対

す
る

感
想

や
意

見
を

伝
え

合
う

こ
と

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
助

言
す

る
、

又
は

助
言

の
内

容
を

受
け

て
書

き
足

す
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

1
8
.8

0
.0

7
.6

1
4
.5

1
6
.8

3
6
.4

8
.0

4
6
.8

1
8
.2

5
.7

3
.2

0
.9

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
7
4
.7

2
9
.0

5
4
.8

7
2
.5

8
3
.2

9
0
.8

1
1

6
1
.1

8
3
.9

3
9
.4

6
6
.3

8
2
.6

9
3
.4

9
6
.2

7
3
8
.9

6
0
.2

1
2
.8

3
6
.6

5
6
.6

6
7
.0

8
2
.3

3
1
6
.7

1
9
1
.9

5
5
.5

8
1
.8

9
2
.3

9
7
.2

1
0
0
.0

1
5

8
3
.3

2
7
1
.3

2
3
.7

4
9
.4

6
8
.6

8
0
.4

8
9
.0

0
0
.0

3
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

4
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

A
9
1
.9

5
5
.5

8
1
.8

9
2
.3

9
7
.2

1
0
0
.0

2
1
1
.1

B
8
6
.2

4
0
.5

7
3
.5

8
5
.5

9
4
.0

9
6
.9

3
1
6
.7

C
5
5
.5

1
3
.1

3
4
.8

5
2
.5

6
4
.4

7
1
.8

1
0

5
5
.6

D
7
3
.0

2
3
.6

4
8
.9

7
0
.0

8
2
.4

9
2
.5

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

5
.1

%
1
5
.8

%
2
9
.5

%
2
4
.3

%
2
5
.2

%

5
2
7
.8

1
1

6
1
.1

1
5
.6

6
3
3
.3

1
1

6
1
.1

1
5
.6

6
3
3
.3

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

言
語

事
項

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と

書
く

こ
と

読
む

こ
と

00

校
種

・
学

年
小

学
校

第
6
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

5
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

知
識

・
技

能

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
思

考
・

判
断

・
表

現

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度

0

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

思
考

・
判

断
・

表
現

言
語

事
項

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と

書
く

こ
と

読
む

こ
と

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.1

%

1
5
.8

%

2
9
.5

%

2
4
.3

%

2
5
.2

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

言 語 事 項

話 す こ と ・ 聞 く こ と

書 く こ と

読 む こ と

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
話

し
手

の
目

的
を

捉
え

て
聞

く
こ

と
話

の
内

容
を

聞
い

て
、

相
手

の
意

図
を

聞
き

取
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
3
.7

4
8
.3

6
8
.3

8
3
.7

9
3
.9

9
7
.1

0
.2

3
.4

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
話

し
手

の
考

え
と

比
較

し
な

が
ら

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
話

し
手

の
意

見
と

比
べ

て
、

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
8
9
.5

5
0
.8

8
2
.0

9
0
.3

9
6
.5

9
8
.2

3
.3

2
4
.6

5
.6

2
.2

0
.4

0
.6

3
2

1
漢

字
の

由
来

、
特

質
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
漢

字
の

成
り

立
ち

を
押

さ
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

6
5
.8

1
8
.6

4
6
.0

6
2
.2

7
8
.1

9
3
.0

0
.8

7
.6

1
.3

0
.3

0
.2

0
.0

4
2

2
文

章
の

種
類

と
そ

の
特

徴
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
複

文
を

単
文

に
分

け
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
8
.2

8
1
.4

9
7
.4

9
9
.4

9
9
.8

1
0
0
.0

0
.3

5
.1

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

3
日

常
よ

く
使

わ
れ

る
敬

語
を

理
解

し
使

い
慣

れ
る

こ
と

謙
譲

語
と

尊
敬

語
を

正
し

く
使

う
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
3
.6

3
3
.9

5
5
.0

7
0
.6

8
5
.1

9
6
.5

0
.8

5
.9

0
.8

0
.6

0
.4

0
.0

6
3

1
文

章
全

体
の

構
成

を
把

握
す

る
こ

と
文

章
全

体
の

内
容

を
的

確
に

押
さ

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
4
2
.2

1
5
.3

2
0
.9

3
7
.9

4
6
.8

7
7
.5

1
.1

1
1
.9

1
.1

0
.4

0
.4

0
.0

7
3

2
事

実
と

感
想

、
意

見
な

ど
と

の
関

係
を

押
さ

え
る

こ
と

ど
の

よ
う

な
事

実
を

根
拠

と
し

て
感

想
や

意
見

や
主

張
し

よ
う

と
し

て
い

る
か

を
把

握
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
2
.3

3
4
.7

7
0
.4

8
1
.5

9
2
.9

9
6
.8

0
.7

1
2
.7

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
文

章
全

体
の

構
成

を
捉

え
て

要
旨

を
把

握
す

る
こ

と
文

章
の

内
容

の
中

心
と

な
る

文
を

押
さ

え
て

要
約

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
5
7
.5

1
8
.6

3
4
.7

5
3
.4

7
2
.9

8
1
.6

1
.8

1
6
.9

1
.6

1
.0

0
.6

0
.3

9
3

4
文

章
を

読
ん

で
理

解
し

た
こ

と
に

基
づ

い
て

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

こ
と

筆
者

の
考

え
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
書

く
（

内
容

）
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
2
.2

2
2
.0

6
4
.0

8
4
.4

9
5
.0

9
8
.0

5
.8

3
9
.8

1
3
.5

2
.8

0
.9

0
.0

1
0

3
5

文
章

を
読

ん
で

理
解

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
説

明
の

仕
方

や
書

き
方

の
工

夫
に

付
い

て
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

7
1
.3

1
4
.4

4
2
.6

7
2
.9

8
5
.7

9
6
.5

9
.2

5
6
.8

2
0
.9

6
.1

0
.7

0
.0

1
1

4
1

登
場

人
物

の
相

互
関

係
を

捉
え

る
こ

と
登

場
人

物
の

相
互

関
係

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
5
.3

2
4
.6

5
7
.4

7
5
.0

8
7
.5

9
3
.9

1
.5

2
3
.7

1
.3

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
2

登
場

人
物

の
心

情
を

捉
え

る
こ

と
行

動
や

会
話

か
ら

、
登

場
人

物
の

心
情

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
3
.7

3
4
.7

8
9
.4

9
7
.8

9
9
.4

1
0
0
.0

1
.6

2
6
.3

1
.1

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

4
3

登
場

人
物

の
心

情
に

つ
い

て
描

写
を

基
に

捉
え

る
こ

と
描

写
か

ら
登

場
人

物
の

内
面

に
あ

る
深

い
心

情
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
4
.0

1
4
.4

4
9
.7

7
4
.1

9
0
.1

9
5
.6

1
.9

2
8
.0

2
.1

0
.0

0
.2

0
.0

1
4

4
4

文
章

を
読

ん
で

理
解

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
こ

と
登

場
人

物
の

心
情

に
つ

い
て

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

5
3
.3

5
.1

1
6
.1

5
0
.4

6
9
.7

9
1
.5

1
5
.7

5
7
.6

3
6
.2

1
3
.0

5
.4

0
.9

1
5

4
5

表
現

の
効

果
を

考
え

る
こ

と
優

れ
た

叙
述

（
表

現
）

に
気

付
き

、
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

5
2
.8

0
.8

2
2
.8

4
8
.0

7
1
.7

8
4
.8

1
2
.8

6
6
.1

3
2
.0

8
.3

2
.2

0
.3

1
6

5
1

筋
道

の
通

っ
た

文
章

に
な

る
よ

う
に

、
文

章
全

体
の

構
成

や
展

開
を

考
え

る
こ

と
説

得
力

の
あ

る
文

章
の

構
成

を
考

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
4
.4

3
2
.2

6
1
.9

8
9
.0

9
5
.9

9
8
.5

3
.8

2
8
.8

6
.9

2
.8

0
.2

0
.0

1
7

5
2

構
成

や
書

き
表

し
方

に
着

目
し

て
文

や
文

章
を

整
え

る
こ

と
よ

り
よ

い
言

葉
や

文
に

書
き

直
す

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
1
8
.5

0
.0

2
.4

1
0
.5

2
4
.0

5
2
.3

1
7
.5

5
9
.3

3
2
.3

1
7
.4

7
.8

2
.0

1
8

5
3

 
構

成
や

展
開

が
明

確
か

な
ど

、
文

章
に

対
す

る
感

想
や

意
見

を
伝

え
合

う
こ

と
助

言
さ

れ
た

内
容

を
参

考
に

し
て

書
き

換
え

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

3
9
.4

2
.5

1
0
.3

3
1
.3

5
6
.7

7
5
.7

1
7
.2

6
8
.6

3
4
.7

1
5
.5

5
.4

2
.6

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
8

―
6
8
.8

2
5
.1

4
9
.5

6
7
.4

8
0
.1

9
0
.4

1
1

6
1
.1

7
5
.5

3
2
.4

5
9
.2

7
5
.0

8
5
.7

9
3
.7

7
3
8
.9

5
8
.1

1
3
.7

3
4
.3

5
5
.4

7
1
.3

8
5
.3

3
1
6
.7

1
7
9
.2

4
4
.6

6
6
.1

7
7
.4

8
7
.7

9
6
.5

1
5

8
3
.3

2
6
6
.7

2
1
.2

4
6
.2

6
5
.3

7
8
.6

8
9
.2

0
0
.0

3
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

4
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

A
7
9
.2

4
4
.6

6
6
.1

7
7
.4

8
7
.7

9
6
.5

2
1
1
.1

B
8
6
.6

4
9
.6

7
5
.1

8
7
.0

9
5
.2

9
7
.7

3
1
6
.7

C
4
7
.4

1
1
.6

2
4
.9

4
3
.6

5
8
.9

7
5
.5

1
0

5
5
.6

D
6
8
.4

1
8
.5

4
6
.8

6
7
.5

8
1
.2

9
1
.6

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
6
.7

4
2
2
.2

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
3
3
.3

5
.5

%
1
7
.5

%
3
6
.3

%
2
4
.9

%
1
5
.8

%

5
2
7
.8

1
1

6
1
.1

1
5
.6

6
3
3
.3

1
1

6
1
.1

0
0
.0

7
3
8
.9

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

言
語

事
項

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と

書
く

こ
と

読
む

こ
と

00

校
種

・
学

年
中

学
校

第
1
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

6
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

知
識

・
技

能

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
思

考
・

判
断

・
表

現

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度

0

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

思
考

・
判

断
・

表
現

言
語

事
項

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と

書
く

こ
と

読
む

こ
と

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.5

%

1
7
.5

%

3
6
.3

%

2
4
.9

%

1
5
.8

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
質

問
し

な
が

ら
聞

き
取

る
こ

と
相

手
が

言
い

た
い

こ
と

を
確

か
め

た
り

，
足

り
な

い
情

報
を

聞
き

出
す

た
め

に
質

問
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

6
8
.5

3
0
.4

4
7
.8

6
5
.8

8
3
.9

9
5
.7

0
.3

4
.3

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
自

分
の

考
え

と
の

共
通

点
・

相
違

点
を

整
理

す
る

こ
と

話
し

手
の

意
見

に
ふ

れ
な

が
ら

、
自

分
の

意
見

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

8
8
.4

3
9
.1

7
6
.1

9
2
.9

9
7
.4

9
9
.3

5
.2

3
3
.9

1
2
.6

1
.8

0
.2

0
.0

3
2

1
指

示
語

の
は

た
ら

き
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
指

示
語

の
示

す
も

の
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
8
.7

8
9
.6

9
8
.2

9
9
.5

9
9
.4

9
9
.6

0
.1

2
.6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
単

語
の

類
別

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

自
立

語
と

付
属

語
に

分
類

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
3
7
.7

7
.0

1
7
.9

3
1
.0

4
8
.3

7
9
.8

0
.2

3
.5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
3

1
文

脈
の

中
に

お
け

る
語

句
の

意
味

を
的

確
に

捉
え

、
理

解
す

る
こ

と
文

章
全

体
に

お
け

る
語

句
の

役
割

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
1
.7

2
8
.7

5
1
.7

7
1
.8

8
5
.1

9
5
.7

0
.3

6
.1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

2
中

心
的

な
部

分
と

付
加

的
な

部
分

を
読

み
分

け
、

目
的

や
必

要
に

応
じ

て
要

約
す

る
こ

と
中

心
的

な
部

分
を

押
さ

え
、

内
容

を
捉

え
て

要
約

す
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
9
.9

4
0
.9

5
0
.1

6
7
.4

8
5
.5

9
1
.0

0
.4

7
.0

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

3
目

的
や

必
要

に
応

じ
て

要
約

し
た

り
、

要
旨

を
捉

え
た

り
す

る
こ

と
要

旨
を

捉
え

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
5
.6

1
7
.4

5
2
.0

7
9
.5

9
1
.9

9
6
.8

1
.0

1
1
.3

0
.2

0
.7

0
.2

0
.0

8
3

4
文

章
に

表
れ

て
い

る
も

の
の

見
方

・
考

え
方

を
捉

え
て

自
分

の
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
広

く
す

る
こ

と
筆

者
の

も
の

の
見

方
に

対
す

る
自

分
の

考
え

を
書

く
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

5
5
.4

7
.8

2
7
.6

5
2
.7

7
5
.8

8
8
.8

1
4
.9

6
0
.0

3
2
.2

1
0
.8

3
.3

1
.1

9
3

5
文

章
の

構
成

や
展

開
、

表
現

の
特

徴
に

つ
い

て
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

の
種

類
に

よ
る

（
構

成
や

）
叙

述
の

特
徴

を
捉

え
る

。
そ

の
工

夫
や

効
果

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
3
8
.6

4
.3

1
5
.6

3
5
.2

5
2
.7

7
2
.2

1
3
.9

6
0
.9

2
9
.4

1
0
.2

2
.8

0
.0

1
0

4
1

場
面

の
展

開
や

登
場

人
物

の
描

写
に

注
意

し
て

読
み

、
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

行
動

・
会

話
な

ど
の

描
写

か
ら

内
容

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
6
.5

4
1
.7

7
4
.5

9
0
.8

9
3
.7

9
8
.9

0
.7

1
2
.2

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

1
1

4
2

場
面

の
展

開
や

登
場

人
物

の
描

写
に

注
意

し
て

読
み

、
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

心
情

・
情

景
な

ど
の

描
写

か
ら

内
容

を
理

解
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

7
1
.8

2
0
.0

5
7
.0

7
3
.3

8
4
.5

8
8
.8

0
.8

1
2
.2

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
3

文
章

に
表

れ
て

い
る

も
の

の
見

方
や

考
え

方
を

と
ら

え
、

自
分

の
考

え
方

を
広

く
す

る
こ

と
読

み
手

と
し

て
、

自
分

の
見

方
や

考
え

方
を

広
く

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
5
1
.8

5
.2

2
3
.9

5
0
.3

7
0
.1

8
5
.6

1
2
.2

5
8
.3

2
4
.6

8
.0

3
.9

0
.4

1
3

4
4

文
章

の
構

成
や

展
開

・
表

現
の

特
徴

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

の
表

現
の

特
徴

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
5
7
.1

5
.2

2
4
.8

5
8
.0

7
5
.2

9
3
.9

1
5
.0

6
6
.1

3
4
.7

9
.4

2
.9

0
.0

1
4

5
1

段
落

の
役

割
を

考
え

て
文

章
を

構
成

す
る

こ
と

段
落

の
役

割
を

考
え

て
小

見
出

し
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
9
.7

3
7
.4

8
4
.6

9
1
.6

9
7
.4

9
9
.6

1
.3

1
3
.0

1
.6

0
.7

0
.0

0
.0

1
5

5
2

表
記

や
語

句
の

用
法

、
叙

述
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

確
か

め
る

こ
と

表
記

や
語

句
の

用
法

、
叙

述
の

仕
方

な
ど

に
つ

い
て

適
切

に
書

き
直

す
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

2
9
.9

0
.9

1
0
.8

2
2
.6

4
2
.8

6
7
.9

1
0
.8

5
2
.2

2
2
.3

7
.3

2
.6

0
.0

1
6

5
3

題
材

の
捉

え
方

、
材

料
の

用
い

方
、

根
拠

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

こ
と

題
材

の
捉

え
方

、
資

料
の

用
い

方
、

根
拠

の
明

確
さ

な
ど

に
つ

い
て

助
言

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
3
5
.9

1
.7

9
.7

2
6
.5

5
6
.0

7
9
.4

1
9
.5

7
0
.4

3
9
.1

1
6
.0

5
.5

2
.5

1
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
6

―
6
4
.2

2
3
.6

4
5
.1

6
3
.1

7
7
.5

8
9
.6

9
5
6
.3

7
4
.4

3
4
.8

5
9
.3

7
4
.5

8
5
.5

9
4
.0

7
4
3
.8

5
1
.0

9
.2

2
6
.9

4
8
.3

6
7
.2

8
3
.9

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
1
2
.5

2
7
8
.4

3
4
.8

6
2
.0

7
9
.3

9
0
.7

9
7
.5

3
1
8
.8

3
5
1
.8

1
3
.3

3
5
.0

4
6
.9

6
5
.4

8
2
.3

9
5
6
.3

4
6
4
.3

1
9
.0

4
1
.9

6
4
.3

7
9
.4

9
0
.2

2
1
2
.5

5
6
8
.2

4
8
.3

5
8
.0

6
5
.2

7
3
.9

8
9
.7

4
2
5
.0

A
7
3
.3

4
1
.5

6
0
.0

7
2
.3

8
2
.3

9
3
.6

5
3
1
.3

B
6
2
.2

1
9
.8

3
9
.4

6
1
.3

7
8
.2

8
8
.9

4
2
5
.0

C
6
6
.8

1
8
.0

4
5
.1

6
8
.1

8
0
.9

9
1
.8

3
1
8
.8

D
5
1
.8

1
3
.3

3
5
.0

4
6
.9

6
5
.4

8
2
.3

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

3
1
8
.8

4
2
5
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
3
1
.3

5
.5

%
2
0
.9

%
3
5
.7

%
2
4
.5

%
1
3
.3

%

4
2
5
.0

9
5
6
.3

1
6
.3

6
3
7
.5

9
5
6
.3

0
0
.0

7
4
3
.8

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現 0

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

校
種

・
学

年
中

学
校

第
2
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

1
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
光

村
図

書
出

版
話

す
・

聞
く

能
力

書
く

能
力

読
む

能
力

教
科

等
国

語
科

設
問

平
均

正
答

率
（

％
）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

話
す

・
聞

く
能

力

書
く

能
力

読
む

能
力

言
語

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

・
技

能

音
声

言
語

・
言

語
事

項

説
明

的
文

章

文
学

的
文

章

表
現

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.5

%

2
0
.9

%

3
5
.7

%

2
4
.5

%

1
3
.3

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

国 語 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

話 す ・ 聞 く 能 力

書 く 能 力

読 む 能 力

言 語 に つ い て の 知 識 ・

理 解 ・ 技 能

音 声 言 語 ・ 言 語 事 項

説 明 的 文 章

文 学 的 文 章

表 現

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

て
聞

く
こ

と
ど

の
よ

う
な

構
成

や
展

開
で

話
し

て
い

る
か

を
考

え
て

聞
く

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
2
.8

3
7
.7

5
2
.4

7
5
.1

8
9
.9

9
0
.7

0
.3

3
.6

0
.0

0
.0

0
.2

0
.0

2
1

2
論

理
的

な
構

成
・

展
開

に
注

意
し

、
自

分
の

考
え

と
比

較
す

る
こ

と
話

し
手

の
考

え
と

比
較

し
、

立
場

を
明

確
に

し
て

理
由

と
共

に
考

え
を

書
く

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
9
2
.6

5
8
.1

9
0
.6

9
5
.3

9
8
.4

1
0
0
.0

3
.9

2
9
.9

4
.6

1
.5

0
.2

0
.0

3
2

1
同

音
異

義
語

や
多

義
的

な
意

味
を

表
す

語
句

な
ど

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

文
脈

に
沿

っ
て

語
句

の
意

味
を

理
解

し
、

正
し

い
漢

字
や

熟
語

を
選

ぶ
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
1
.4

5
4
.5

6
6
.1

8
4
.0

8
9
.6

1
0
0
.0

0
.2

2
.4

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

2
単

語
の

活
用

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

活
用

す
る

自
立

語
・

付
属

語
を

押
さ

え
て

、
単

語
を

分
類

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
1
.3

2
6
.3

5
3
.4

7
1
.5

8
7
.3

1
0
0
.0

0
.3

2
.4

0
.3

0
.2

0
.0

0
.0

5
3

1
抽

象
的

な
概

念
を

表
す

語
句

に
注

意
し

て
読

む
こ

と
論

の
展

開
を

追
い

な
が

ら
抽

象
的

な
表

現
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
を

文
脈

か
ら

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
0
.2

5
9
.3

8
4
.3

9
3
.4

9
5
.6

1
0
0
.0

0
.4

4
.8

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

2
文

章
全

体
と

部
分

の
関

係
を

内
容

の
理

解
に

役
立

て
る

こ
と

各
段

落
が

文
章

全
体

の
中

で
果

た
す

役
割

を
捉

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
5
.1

4
4
.3

7
3
.4

8
9
.1

9
7
.0

9
6
.5

0
.5

6
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

3
例

示
の

効
果

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
例

示
が

筆
者

の
論

の
展

開
の

中
で

果
た

し
て

い
る

役
割

を
考

え
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
8
.7

2
8
.1

4
7
.8

6
9
.9

8
8
.0

9
0
.7

0
.9

7
.2

0
.5

0
.2

0
.7

0
.0

8
3

4
文

章
に

表
れ

て
い

る
も

の
の

見
方

や
考

え
方

を
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
、

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

筆
者

の
も

の
の

見
方

や
考

え
方

に
対

し
て

、
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
て

賛
否

を
明

ら
か

に
し

た
り

、
問

題
点

を
指

摘
し

た
り

す
る

こ
と

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
4
5
.6

3
.0

1
8
.7

4
1
.8

7
0
.5

8
4
.0

1
1
.2

5
0
.3

1
8
.7

8
.1

1
.4

0
.4

9
3

5
文

章
の

構
成

・
展

開
・

表
現

の
仕

方
に

つ
い

て
、

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

文
章

の
構

成
や

表
現

の
仕

方
（

叙
述

に
関

す
る

表
現

全
般

）
に

つ
い

て
根

拠
を

明
確

に
し

て
自

分
の

考
え

を
も

つ
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

6
3
.4

7
.2

3
5
.7

6
6
.4

8
7
.1

9
3
.4

1
3
.4

6
2
.3

2
5
.8

8
.1

0
.9

0
.4

1
0

4
1

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

言
動

の
意

味
を

理
解

す
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
5
9
.2

3
5
.3

5
6
.7

5
4
.6

5
5
.3

1
0
0
.0

0
.7

7
.8

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

1
1

4
2

登
場

人
物

の
言

動
の

意
味

を
内

容
の

理
解

に
役

立
て

る
こ

と
登

場
人

物
の

言
葉

や
行

動
の

意
味

を
理

解
す

る
こ

と
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
8
.7

5
6
.3

7
8
.5

9
3
.1

9
7
.7

9
6
.1

0
.8

8
.4

0
.5

0
.1

0
.0

0
.0

1
2

4
3

文
章

に
表

れ
て

い
る

も
の

の
見

方
や

考
え

方
に

つ
い

て
知

識
や

体
験

と
関

連
付

け
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

知
識

や
体

験
を

基
に

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
3
9
.6

4
.8

1
9
.7

3
6
.3

6
1
.1

6
6
.9

1
7
.8

5
6
.3

2
6
.3

1
6
.6

5
.5

4
.7

1
3

4
4

表
現

の
し

か
た

に
つ

い
て

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

こ
と

表
現

に
つ

い
て

根
拠

を
明

確
に

し
て

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
6
1
.6

9
.6

4
1
.8

6
3
.8

8
0
.2

8
7
.2

1
5
.4

6
3
.5

2
6
.1

1
1
.3

2
.5

2
.3

1
4

5
1

立
場

、
事

実
や

事
柄

を
明

確
に

し
て

文
章

の
構

成
を

工
夫

す
る

こ
と

自
分

が
伝

え
た

い
こ

と
が

明
確

に
な

る
よ

う
な

構
成

を
考

え
る

選
択
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常

基
礎
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6
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9
.0
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6
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落
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の

関
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な
ど

に
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確
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落
相

互
の

関
係

な
ど
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い
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切
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書
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述
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条
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1
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5
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述
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領
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声
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語
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語
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識
・
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／
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用
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出
題
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事
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特定の課題に対する調査 
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Ⅲ―

２ 

算
数
・
数
学
科 

特
定
の
課
題
に
対
す
る
調
査 

教
科
等
別
結
果 



１
 
各
学
年
の
結
果
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 小
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

数 と 計 算

図 形

測 定

デ ー タ の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
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位
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の

減
法

の
計

算
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で
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こ

と
9
8
－

7
2
の

繰
り

下
が

り
の

な
い

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
3
.8

7
2
.2

9
0
.8

9
3
.6

9
6
.9

9
9
.7

0
.7

1
2
.6

0
.6

0
.2

0
.0

0
.0

2
1

2
簡

単
な

場
合

に
お

い
て

３
位

数
の

減
法

の
計

算
の

仕
方

を
知

る
こ

と
1
0
5
－

4
7
の

繰
り

下
が

り
の

あ
る

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
7
.1

4
0
.4

7
2
.7

8
9
.4

9
5
.6

9
7
.8

1
.2

1
5
.2

2
.1

0
.5

0
.1

0
.0

3
1

3
乗

法
九

九
に

つ
い

て
知

り
、

計
算
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C
●

■
7
9
.6

2
7
.2

4
9
.4

8
1
.6

9
4
.7

1
0
0
.0

0
.8

1
5
.2

0
.8

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

2
数

の
相

対
的

な
大

き
さ

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

2
4
0
0
は

1
0
0
を

何
個

集
め

た
数

か
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
9
0
.9

3
9
.1

8
0
.6

9
4
.1

9
7
.2

1
0
0
.0

1
.3

2
3
.8

1
.1

0
.2

0
.0

0
.0

6
3

1
4
位

数
ま

で
の

数
に

つ
い

て
、

数
の

大
小

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

9
9
5
, 
9
9
0
, 
9
8
9
, 
9
8
5
の

中
で

一
番

大
き

い
数

を
求

め
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
8
.1

4
5
.7

8
1
.9

8
8
.8

9
3
.4

9
8
.4

1
.4

2
9
.1

0
.5

0
.1

0
.0

0
.0

7
3

2
2
位

数
の

加
法

の
計

算
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
加

法
の

関
係

を
式

に
表

す
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
1
.7

3
1
.1

8
4
.1

9
3
.8

9
9
.0

1
0
0
.0

1
.9

3
9
.1

1
.4

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
長

さ
に

つ
い

て
単

位
を

適
切

に
選

択
し

て
測

定
す

る
こ

と
１

ｍ
よ

り
3
8
㎝

短
い

冷
蔵

庫
の

横
の

長
さ

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
8
.7

2
.6

3
2
.4

6
8
.0

8
9
.9

9
4
.9

4
.4

4
3
.0

9
.4

2
.0

0
.3

0
.3

9
4

1
乗

法
の

意
味

に
つ

い
て

理
解

し
、

そ
れ

が
用

い
ら

れ
る

場
合

に
つ

い
て

知
る

こ
と

６
×

４
の

式
に

な
る

問
題

を
見

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

5
9
.5

8
.6

3
7
.5

5
4
.0

7
4
.2

9
2
.9

2
.7

4
4
.4

2
.9

0
.6

0
.3

0
.0

1
0

4
2

簡
単

な
場

合
に

お
い

て
３

位
数

の
減

法
の

計
算

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
1
6
4
－

7
8
の

計
算

の
仕

方
を

説
明

す
る

文
に

こ
と

ば
と

数
を

当
て

は
め

る
記

述
完

答
基

礎
B

●
■

5
0
.9

2
.0

1
4
.9

4
3
.6

7
3
.6

8
8
.8

3
.9

3
8
.4

7
.5

2
.2

0
.3

0
.0

1
1

5
1

1
つ

の
数

を
２

つ
の

数
の

積
と

み
る

な
ど

、
ほ

か
の

数
と

関
連

付
け

て
み

る
こ

と
1
8
を

２
つ

の
数

の
積

と
見

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
2
.6

1
2
.6

5
7
.2

8
6
.7

9
6
.3

9
9
.0

7
.5

6
2
.3

1
6
.7

3
.8

1
.3

0
.0

1
2

5
2

三
角

形
、

四
角

形
に

つ
い

て
知

る
こ

と
三

角
形

と
四

角
形

の
判

別
を

す
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
7
1
.4

1
3
.2

4
5
.8

6
9
.2

8
8
.2

9
5
.2

3
.0

4
5
.7

4
.1

0
.6

0
.1

0
.3

1
3

6
1

簡
単

な
グ

ラ
フ

を
用

い
て

表
し

た
り

読
み

取
っ

た
り

す
る

こ
と

グ
ラ

フ
の

名
前

を
答

え
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
0
.5

2
7
.8

8
0
.1

9
5
.1

9
7
.2

9
9
.0

3
.2

4
9
.7

5
.7

0
.1

0
.0

0
.0

1
4

6
2

簡
単

な
グ

ラ
フ

を
用

い
て

表
し

た
り

読
み

取
っ

た
り

す
る

こ
と

グ
ラ

フ
を

読
み

取
り

、
グ

ラ
フ

が
表

し
て

い
る

こ
と

を
見

付
け

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

7
5
.6

6
.6

4
8
.6

7
9
.1

9
0
.4

9
3
.3

3
.3

5
1
.0

6
.0

0
.1

0
.0

0
.0

1
5

7
1

直
角

三
角

形
に

つ
い

て
知

る
こ

と
２

辺
の

長
さ

が
６

cm
、

４
cm

の
直

角
三

角
形

を
か

く
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
4
.0

3
.3

2
8
.0

6
1
.0

8
5
.8

9
4
.2

6
.5

5
6
.3

1
6
.4

2
.7

0
.5

0
.0

1
6

7
2

身
の

回
り

の
も

の
の

特
徴

に
着

目
し

、
量

の
大

き
さ

を
的

確
に

表
現

す
る

こ
と

５
Ｌ

の
バ

ケ
ツ

に
１

Ｌ
８

ｄ
Ｌ

と
３

ｄ
Ｌ

の
水

を
入

れ
た

と
き

あ
と

何
Ｌ

何
ｄ

Ｌ
入

れ
る

と
５

Ｌ
に

な
る

か
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

4
9
.2

2
.6

1
2
.2

4
0
.4

7
2
.8

8
9
.7

7
.6

6
2
.3

1
8
.4

3
.3

1
.1

0
.3

1
7

7
3

正
方

形
の

構
成

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

い
ろ

い
ろ

な
大

き
さ

の
正

方
形

を
見

付
け

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

4
1
.9

4
.6

2
1
.0

3
5
.2

5
3
.8

8
2
.4

9
.9

6
3
.6

2
4
.0

5
.9

1
.9

1
.3

1
8

8
1

計
算

の
仕

方
を

考
え

、
計

算
を

工
夫

す
る

こ
と

2
6
, 
3
8
, 
4
7
, 
5
5
の

４
枚

の
数

カ
ー

ド
で

、
□

－
□

の
答

え
が

1
0
に

最
も

近
く

な
る

よ
う

に
す

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

3
8
.6

0
.0

7
.6

2
6
.3

5
9
.7

8
6
.5

1
3
.7

7
8
.8

3
3
.4

1
1
.4

1
.1

0
.0

1
9

8
2

数
量

の
関

係
に

着
目

し
、

計
算

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
1
3
□

―
□

9
＝

5
2
の

虫
食

い
算

を
す

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

4
2
.7

2
.0

8
.4

3
0
.3

6
6
.3

8
9
.4

1
4
.3

7
8
.1

3
3
.9

1
2
.4

1
.4

0
.3

2
0

8
3

計
算

に
つ

い
て

成
り

立
つ

性
質

を
活

用
し

て
、

計
算

を
工

夫
す

る
こ

と
1
6
＋

1
7
＋

1
8
＋

1
9
＋

2
0
と

答
え

が
等

し
く

な
る

連
続

す
る

2
位

数
を

用
い

た
加

法
の

式
を

つ
く

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
2
.0

0
.7

8
.7

2
1
.1

4
6
.6

8
0
.1

2
1
.7

7
6
.8

4
4
.4

2
2
.0

7
.5

2
.2

2
1

9
正

方
形

の
面

で
構

成
さ

れ
る

箱
の

形
を

し
た

も
の

に
つ

い
て

理
解

し
、

そ
れ

ら
を

構
成

す
る

こ
と

サ
イ

コ
ロ

の
見

え
な

い
面

の
目

の
数

の
合

計
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
S

●
■

2
1
.1

0
.0

4
.5

1
0
.3

2
9
.3

7
5
.0

2
3
.9

7
5
.5

4
3
.4

2
6
.8

1
0
.0

1
.6

2
2

1
0

計
算

に
関

し
て

成
り

立
つ

性
質

を
活

用
し

て
計

算
を

工
夫

す
る

こ
と

和
が

一
定

の
場

面
（

□
＋

△
＝

3
0
）

で
□

が
△

よ
り

６
少

な
い

と
き

の
□

と
△

を
求

め
る

記
述

完
答

活
用

S
●

■
2
3
.3

0
.7

5
.9

1
4
.5

3
0
.6

7
5
.0

2
3
.4

6
6
.9

4
0
.7

2
5
.4

1
2
.4

1
.9

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
2

―
6
4
.9

1
7
.0

4
2
.9

6
2
.0

7
8
.4

9
2
.2

1
5

6
8
.2

7
8
.6

2
4
.3

5
8
.4

7
9
.0

9
1
.1

9
6
.7

7
3
1
.8

3
5
.5

1
.5

9
.8

2
5
.4

5
1
.3

8
2
.6

1
4

6
3
.6

1
8
0
.6

2
5
.9

6
1
.5

8
1
.5

9
2
.3

9
7
.3

8
3
6
.4

2
3
7
.5

1
.6

1
0
.4

2
7
.7

5
4
.1

8
3
.4

0
0
.0

3
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

4
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
3

5
9
.1

A
6
6
.7

2
2
.1

4
7
.9

6
3
.3

7
8
.7

9
2
.7

4
1
8
.2

B
4
9
.6

5
.3

2
4
.8

4
4
.0

6
4
.2

8
6
.7

3
1
3
.6

C
6
5
.8

1
0
.8

3
1
.4

6
3
.3

8
5
.8

9
4
.9

2
9
.1

D
8
3
.1

1
7
.2

6
4
.4

8
7
.1

9
3
.8

9
6
.2

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
9
.1

5
2
2
.7

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
4
0
.9

4
.3

%
1
8
.0

%
3
4
.5

%
3
4
.2

%
8
.9

%

6
2
7
.3

6
2
7
.3

1
6

7
2
.7

0
0
.0

1
6

7
2
.7

6
2
7
.3

0
0
.0

学
習

状
況

の
評

定
（

学
力

段
階

）

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）
■

対
象

教
科

、
校

種
・

学
年

、
出

題
範

囲
、

対
応

教
科

書

レ
ベ

ル

形
式

複
合

条
件

完
答

通
常

自
由

記
述

記
述

選
択CBAS

解
答

出
題

基
礎

活
用

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

0

デ
ー

タ
の

活
用

測
定

図
形

数
と

計
算

00

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度

思
考

・
判

断
・

表
現

知
識

・
技

能

領
域

別

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

結
果

平
均

正
答

率
（

％
）

小 問

指
導

内
容

の
領

域
設

問
番

号
出

題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点

対
応

教
科

書
教

育
出

版

設
問

校
種

・
学

年
小

学
校

第
3
学

年

出
題

範
囲

小
学

校
第

2
学

年

教
科

等
算

数
・

数
学

科

基
礎

／
活

用
別

観
点

別

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

思
考

・
判

断
・

表
現

数
と

計
算

図
形

測
定デ

ー
タ

の
活

用

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

4
.3

%

1
8
.0

%

3
4
.5

%

3
4
.2

%

8
.9

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  小
学
校
第

4
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

数 と 計 算

図 形

測 定

デ ー タ の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
４

位
数

の
減

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

7
0
8
4
－

1
4
7
6
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
7
.1

4
5
.7

7
5
.9

9
0
.5

9
5
.0

9
9
.2

0
.5

6
.9

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
３

位
数

に
2
位

数
を

か
け

る
乗

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

5
7
8
×

3
1
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
5
.8

2
4
.9

5
5
.8

7
9
.8

9
0
.0

9
0
.3

0
.7

1
0
.4

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

3
1

3
除

数
と

商
が

共
に

1
位

数
の

除
法

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
7
2
÷

８
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

9
1
.8

5
0
.9

8
6
.8

9
4
.2

9
7
.5

9
9
.2

5
.9

3
4
.7

9
.1

4
.3

2
.2

0
.0

4
2

1
重

さ
の

単
位

に
つ

い
て

知
る

こ
と

１
ｋ

ｇ
は

何
ｇ

か
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
3
.4

6
9
.9

8
7
.3

9
4
.6

9
8
.7

1
0
0
.0

0
.4

6
.9

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

2
数

の
相

対
的

な
大

き
さ

に
つ

い
て

知
る

こ
と

2
4
0
,0

0
0
は

1
0
,0

0
0
を

何
個

集
め

た
数

か
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
3
.0

4
7
.4

8
7
.1

9
5
.8

9
9
.4

1
0
0
.0

0
.6

1
0
.4

0
.1

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

1
小

数
の

意
味

と
表

し
方

を
知

る
こ

と
0
.8

, 
7
/1

0
, 
0
.6

, 
9
/1

0
の

中
で

一
番

大
き

い
数

を
求

め
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
4
.8

4
7
.4

7
1
.3

8
6
.5

9
5
.1

9
9
.6

0
.8

1
3
.9

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
数

量
を

□
な

ど
を

用
い

て
表

し
、

そ
の

関
係

を
式

に
表

す
こ

と
4
倍

の
長

さ
が

１
２

㎝
の

消
し

ゴ
ム

の
長

さ
を

式
に

表
す

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
7
8
.7

1
7
.3

5
4
.7

8
3
.1

9
5
.5

1
0
0
.0

2
.4

3
1
.2

3
.0

0
.5

0
.0

0
.0

8
3

3
円

に
つ

い
て

、
直

径
を

知
る

こ
と

方
形

に
並

ん
だ

6
個

の
円

に
外

接
す

る
長

方
形

の
縦

の
長

さ
と

横
の

長
さ

を
求

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
8
1
.7

1
8
.5

6
2
.0

8
8
.6

9
3
.7

9
7
.9

2
.6

3
0
.6

3
.9

0
.6

0
.1

0
.0

9
4

1
乗

法
の

計
算

が
確

実
に

で
き

、
そ

れ
を

適
切

に
用

い
る

こ
と

1
5
×

2
3
の

式
に

な
る

問
題

を
見

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
2
.2

2
3
.1

6
5
.8

8
6
.1

9
5
.5

9
6
.6

2
.7

4
1
.0

2
.4

0
.5

0
.0

0
.0

1
0

4
2

２
位

数
に

2
位

数
を

か
け

る
乗

法
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

1
4
×

3
2
の

計
算

の
仕

方
を

説
明

す
る

文
に

数
を

当
て

は
め

る
記

述
完

答
基

礎
B

●
■

6
8
.3

4
.0

3
9
.1

7
0
.5

9
0
.1

9
6
.2

2
.3

3
0
.1

2
.9

0
.5

0
.0

0
.0

1
1

5
1

除
法

の
意

味
に

つ
い

て
理

解
し

、
余

り
に

つ
い

て
知

る
こ

と
3
8
人

が
5
人

が
け

の
椅

子
に

座
る

と
き

の
余

り
の

処
理

を
明

ら
か

に
し

て
立

式
し

答
え

を
求

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
7
3
.3

5
.2

3
8
.8

7
9
.7

9
5
.5

9
6
.2

3
.3

3
7
.0

5
.1

0
.9

0
.0

0
.0

1
2

5
2

二
等

辺
三

角
形

、
正

三
角

形
に

つ
い

て
知

る
こ

と
二

等
辺

三
角

形
と

正
三

角
形

の
判

別
を

す
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
7
0
.6

1
1
.0

4
2
.4

7
3
.3

9
1
.1

9
5
.4

2
.2

3
4
.7

1
.9

0
.1

0
.0

0
.0

1
3

6
1

棒
グ

ラ
フ

の
特

徴
を

理
解

す
る

こ
と

棒
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
4
.4

4
9
.1

9
1
.0

9
7
.6

9
9
.0

1
0
0
.0

1
.7

3
0
.6

0
.8

0
.0

0
.1

0
.0

1
4

6
2

棒
グ

ラ
フ

の
特

徴
を

読
み

取
る

こ
と

棒
グ

ラ
フ

を
読

み
取

り
、

グ
ラ

フ
が

表
し

て
い

る
こ

と
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
9
2
.7

4
7
.4

8
7
.8

9
6
.1

9
8
.1

9
8
.7

1
.8

3
1
.8

1
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
5

7
1

二
等

辺
三

角
形

に
つ

い
て

知
る

こ
と

辺
が

５
ｃ

ｍ
、

４
ｃ

ｍ
、

４
ｃ

ｍ
の

二
等

辺
三

角
形

を
か

く
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
2
.4

2
0
.2

6
6
.3

8
6
.9

9
5
.3

9
6
.2

4
.2

4
1
.0

6
.6

1
.8

0
.2

0
.4

1
6

7
2

身
の

回
り

の
も

の
の

特
徴

に
着

目
し

、
重

さ
の

大
小

を
考

え
る

こ
と

４
つ

の
野

菜
の

重
さ

の
順

番
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
2
.3

2
.3

9
.1

2
2
.2

5
5
.7

7
7
.7

5
.7

4
6
.8

9
.0

3
.8

0
.3

0
.4

1
7

7
3

図
形

を
構

成
す

る
要

素
に

着
目

し
、

構
成

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
正

三
角

形
と

二
等

辺
三

角
形

の
合

成
図

形
か

ら
二

等
辺

三
角

形
を

見
付

け
そ

の
わ

け
も

説
明

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
3
8
.8

0
.0

1
0
.7

3
3
.2

6
1
.2

8
6
.1

1
7
.2

6
4
.7

3
5
.2

1
5
.0

3
.5

0
.4

1
8

8
1

数
の

ま
と

ま
り

に
着

目
し

、
計

算
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

2
7
.5

, 
3
8
.6

, 
4
9
.1

, 
5
8
.1

の
４

枚
の

数
カ

ー
ド

で
、

□
－

□
の

答
え

が
1
0
に

最
も

近
く

な
る

よ
う

に
す

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

3
7
.6

1
.2

1
0
.7

2
8
.5

6
3
.8

8
0
.7

8
.0

5
4
.3

1
6
.9

4
.5

0
.2

0
.0

1
9

8
2

数
量

の
関

係
に

着
目

し
、

計
算

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
□

7
4
×

□
8
の

筆
算

形
式

の
虫

食
い

算
を

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
3
6
.1

0
.6

5
.4

2
4
.2

6
5
.7

9
0
.8

1
2
.8

5
9
.0

2
4
.8

9
.6

3
.3

1
.3

2
0

8
3

数
量

の
関

係
に

着
目

し
、

計
算

を
日

常
生

活
に

生
か

す
こ

と
3
4
人

の
子

ど
も

を
赤

,青
,白

,緑
の

順
に

繰
り

返
し

て
4
グ

ル
ー

プ
に

分
け

た
と

き
、

赤
の

グ
ル

ー
プ

の
人

数
を

求
め

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

3
9
.2

0
.6

6
.9

2
9
.1

6
9
.4

8
9
.1

2
0
.4

7
1
.7

3
8
.8

1
9
.7

4
.3

1
.3

2
1

9
図

形
を

構
成

す
る

要
素

に
着

目
し

、
構

成
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

同
じ

大
き

さ
の

２
つ

の
円

の
中

に
で

き
る

正
三

角
形

と
二

等
辺

三
角

形
を

見
付

け
る

記
述

完
答

活
用

S
●

■
1
6
.6

0
.6

3
.0

7
.6

2
4
.2

8
5
.7

1
2
.8

5
5
.5

2
4
.1

1
1
.6

2
.3

0
.0

2
2

1
0

数
量

の
関

係
に

着
目

し
て

、
計

算
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

兄
が

９
才

、
妹

が
1
才

で
、

兄
が

妹
の

２
倍

の
年

齢
に

な
る

と
き

の
兄

の
年

齢
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
S

●
■

2
3
.4

0
.6

1
.9

1
1
.7

4
0
.1

9
5
.8

1
8
.3

6
1
.3

3
0
.7

1
9
.0

5
.7

0
.4

2
3

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
2

―
6
7
.0

2
2
.2

4
8
.2

6
6
.4

8
2
.2

9
4
.2

1
5

6
8
.2

8
3
.4

3
2
.1

6
7
.5

8
6
.9

9
5
.3

9
7
.7

7
3
1
.8

3
2
.0

0
.8

6
.8

2
2
.3

5
4
.3

8
6
.6

1
4

6
3
.6

1
8
4
.4

3
4
.1

6
9
.5

8
8
.1

9
5
.7

9
7
.8

8
3
6
.4

2
3
6
.5

1
.2

1
0
.9

2
8
.4

5
8
.8

8
7
.8

0
0
.0

3
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

4
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
3

5
9
.1

A
6
7
.0

2
0
.7

4
6
.2

6
6
.1

8
4
.0

9
4
.9

5
2
2
.7

B
5
8
.0

1
0
.1

3
6
.9

5
7
.9

7
3
.1

9
2
.3

2
9
.1

C
6
2
.9

3
6
.1

4
8
.2

5
8
.4

7
7
.2

8
8
.9

2
9
.1

D
9
3
.6

4
8
.3

8
9
.4

9
6
.9

9
8
.6

9
9
.4

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
9
.1

5
2
2
.7

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
4
0
.9

5
.0

%
2
0
.9

%
3
7
.4

%
2
9
.9

%
6
.9

%

6
2
7
.3

6
2
7
.3

1
6

7
2
.7

0
0
.0

1
3

5
9
.1

9
4
0
.9

0
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

計
算

図
形

測
定

デ
ー

タ
の

活
用

00

校
種

・
学

年
小

学
校

第
4
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

3
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

知
識

・
技

能

対
応

教
科

書
教

育
出

版
思

考
・

判
断

・
表

現

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度

0

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

思
考

・
判

断
・

表
現

数
と

計
算

図
形

測
定デ

ー
タ

の
活

用

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

5
.0

%

2
0
.9

%

3
7
.4

%

2
9
.9

%

6
.9

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

数 と 計 算

図 形

変 化 と 関 係

デ ー タ の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
同

分
母

分
数

の
減

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

6
 4

/7
ー

4
 2

/7
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
5
.7

6
8
.4

9
4
.4

9
7
.0

9
8
.2

9
9
.3

0
.8

1
5
.2

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
乗

数
が

整
数

で
あ

る
場

合
の

小
数

の
乗

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

1
6
.2

×
3
4
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
1
.7

2
9
.7

5
0
.3

7
2
.9

8
4
.1

9
1
.4

0
.5

8
.2

0
.3

0
.2

0
.0

0
.0

3
1

3
除

数
が

整
数

で
あ

る
場

合
の

小
数

の
除

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

5
5
.2

÷
1
6
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
1
.0

7
.6

4
1
.8

7
4
.5

8
8
.1

9
2
.1

6
.1

5
1
.9

1
3
.3

2
.6

0
.5

0
.3

4
2

1
長

方
形

の
面

積
の

計
算

に
よ

る
求

め
方

を
理

解
す

る
こ

と
長

方
形

の
面

積
の

公
式

を
答

え
る

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
9
2
.9

3
7
.3

8
7
.8

9
6
.2

9
8
.7

9
9
.3

2
.4

3
6
.1

3
.2

0
.2

0
.0

0
.0

5
2

2
数

の
相

対
的

な
大

き
さ

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

6
.2

5
は

0
.0

1
を

何
個

集
め

た
数

か
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
6
.8

6
3
.3

9
5
.7

9
8
.5

9
9
.6

1
0
0
.0

0
.9

1
7
.7

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

1
簡

単
な

場
合

に
つ

い
て

、
大

き
さ

の
等

し
い

分
数

が
あ

る
こ

と
を

知
る

こ
と

３
, 
３

 1
/7

, 
9
/7

, 
２

 6
/7

の
中

で
一

番
大

き
い

数
を

求
め

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
9
.1

2
4
.1

5
7
.1

8
2
.0

9
3
.0

9
5
.5

0
.7

1
3
.3

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
数

量
を

○
や

△
を

用
い

て
表

し
、

そ
の

関
係

を
式

に
表

す
こ

と
正

方
形

の
1
辺

の
長

さ
を

○
、

周
り

の
長

さ
を

△
と

し
て

関
係

を
式

に
表

す
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
0
.9

3
9
.2

7
8
.0

9
5
.3

9
8
.8

9
9
.0

1
.7

3
1
.0

1
.4

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

3
正

方
形

と
長

方
形

の
面

積
の

計
算

に
よ

る
求

め
方

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

辺
の

長
さ

が
５

㎝
, 
７

㎝
の

長
方

形
か

ら
１

辺
２

㎝
の

正
方

形
を

ひ
い

た
面

積
を

実
測

し
て

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
7
.3

3
.2

4
2
.5

8
4
.0

9
5
.6

9
8
.6

4
.5

5
5
.7

8
.8

0
.8

0
.0

0
.0

9
3

4
平

行
四

辺
形

に
つ

い
て

知
る

こ
と

平
行

四
辺

形
の

辺
の

長
さ

と
角

の
大

き
さ

を
求

め
る

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
9
3
.5

4
4
.9

8
9
.3

9
6
.4

9
8
.8

9
7
.6

1
.2

2
2
.8

1
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
0

4
1

乗
数

が
整

数
で

あ
る

場
合

の
小

数
の

乗
法

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
1
.2

×
６

の
式

に
な

る
問

題
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
4
.7

1
5
.8

5
7
.7

9
2
.1

9
8
.3

9
9
.7

1
.6

2
9
.1

1
.4

0
.0

0
.0

0
.0

1
1

4
2

乗
数

が
整

数
で

あ
る

場
合

の
小

数
の

乗
法

の
計

算
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

3
.6

×
８

の
計

算
の

仕
方

を
説

明
す

る
文

に
数

を
当

て
は

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
8
5
.2

1
5
.8

6
2
.3

9
1
.6

9
7
.7

9
9
.0

2
.3

3
6
.7

3
.2

0
.1

0
.0

0
.0

1
2

4
3

図
形

を
構

成
要

素
に

着
目

し
、

構
成

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
同

じ
形

の
三

角
形

を
4
枚

使
っ

て
ひ

し
形

が
で

き
る

三
角

形
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
0
.4

1
5
.2

3
9
.1

7
0
.9

9
0
.7

9
4
.5

2
.0

3
1
.6

2
.4

0
.2

0
.0

0
.3

1
3

5
1

変
化

の
特

徴
を

読
み

取
る

こ
と

正
三

角
形

の
周

り
の

長
さ

か
ら

１
辺

の
長

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
4
.0

2
.5

3
0
.3

8
1
.4

9
5
.6

9
8
.3

7
.0

4
7
.5

1
7
.0

4
.0

0
.5

0
.0

1
4

5
2

平
行

四
辺

形
、

台
形

に
つ

い
て

知
る

こ
と

平
行

四
辺

形
と

台
形

を
判

別
す

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

4
6
.5

3
.2

1
2
.0

3
8
.4

7
4
.6

8
2
.1

1
.8

2
9
.7

2
.1

0
.0

0
.0

0
.0

1
5

6
1

折
れ

線
グ

ラ
フ

の
特

徴
を

理
解

す
る

こ
と

折
れ

線
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
4
.3

5
7
.6

9
1
.0

9
6
.4

9
8
.1

9
9
.0

1
.2

2
4
.7

0
.3

0
.0

0
.1

0
.0

1
6

6
2

変
化

の
様

子
を

折
れ

線
グ

ラ
フ

に
表

し
、

変
化

の
特

徴
を

読
み

取
る

こ
と

折
れ

線
グ

ラ
フ

を
読

み
取

り
,グ

ラ
フ

が
表

し
て

い
る

こ
と

を
見

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

8
6
.5

2
9
.7

7
1
.0

9
1
.0

9
6
.2

9
6
.6

1
.3

2
5
.3

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

1
7

7
1

ひ
し

形
に

つ
い

て
知

る
こ

と
三

角
定

規
、

分
度

器
、

コ
ン

パ
ス

な
ど

を
用

い
て

１
辺

が
３

㎝
、

１
つ

の
角

が
6
0
°の

ひ
し

形
を

か
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
6
.5

7
.0

3
1
.1

6
7
.3

8
9
.2

9
2
.1

1
2
.2

5
1
.9

2
4
.8

1
1
.0

2
.8

1
.7

1
8

7
2

長
方

形
の

面
積

の
計

算
に

よ
る

求
め

方
を

工
夫

す
る

こ
と

長
方

形
か

ら
2
本

の
道

を
除

い
た

残
り

の
面

積
を

求
め

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

4
2
.0

1
.9

9
.6

2
8
.5

7
2
.0

8
9
.7

9
.8

5
3
.8

2
3
.1

7
.3

0
.9

0
.0

1
9

7
3

図
形

を
構

成
要

素
や

位
置

関
係

に
着

目
し

、
構

成
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

２
本

の
対

角
線

の
関

係
か

ら
四

角
形

を
求

め
る

選
択

完
答

活
用

A
●

■
3
5
.9

0
.0

3
.0

1
8
.9

7
0
.5

8
2
.1

4
.4

4
3
.0

9
.8

1
.5

0
.2

0
.0

2
0

8
1

計
算

に
関

し
て

成
り

立
つ

性
質

を
用

い
て

計
算

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
２

, 
４

, 
６

, 
８

の
４

枚
の

数
カ

ー
ド

か
ら

3
枚

を
選

ん
で

、
□

×
（

□
－

□
）

の
答

え
が

１
番

大
き

く
な

る
よ

う
に

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
2
.3

3
.2

1
5
.9

3
3
.5

6
6
.7

7
4
.6

4
.8

4
5
.6

1
0
.3

2
.1

0
.1

0
.0

2
1

8
2

乗
数

が
整

数
で

あ
る

場
合

の
小

数
の

乗
法

の
計

算
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

□
.□

×
□

4
の

筆
算

形
式

の
虫

食
い

算
を

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
4
.2

1
.9

8
.0

3
1
.4

7
6
.9

8
8
.7

1
0
.6

5
3
.8

2
6
.9

7
.7

0
.6

0
.0

2
2

8
3

数
量

の
関

係
に

着
目

し
、

計
算

の
仕

方
を

工
夫

す
る

こ
と

2
5
×

1
2
の

答
え

を
工

夫
し

て
求

め
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
8
.6

1
.3

8
.5

3
7
.8

8
2
.5

9
0
.7

1
6
.6

7
0
.9

4
1
.5

1
3
.4

1
.5

0
.0

2
3

8
4

デ
ー

タ
の

分
類

整
理

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
犬

と
ね

こ
を

か
っ

て
い

る
人

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

２
次

元
表

に
ま

と
め

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

4
6
.0

0
.6

8
.3

3
5
.0

7
8
.2

8
9
.3

6
.2

3
4
.2

1
1
.4

6
.2

0
.4

0
.3

2
4

9
図

形
を

構
成

す
る

要
素

に
着

目
し

、
図

形
の

面
積

の
求

め
方

を
考

え
る

こ
と

対
角

線
の

交
点

を
通

る
直

線
を

用
い

て
複

合
図

形
の

面
積

を
２

等
分

す
る

記
述

通
常

活
用

S
●

■
2
1
.8

0
.0

0
.5

8
.5

3
3
.1

1
0
0
.0

2
2
.9

6
7
.7

3
8
.1

2
6
.7

8
.2

0
.0

2
5

1
0

数
を

構
成

す
る

単
位

に
着

目
し

、
計

算
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

同
じ

重
さ

の
鉄

の
棒

７
本

の
重

さ
が

8
.7

5
㎏

の
と

き
の

2
4
0
0
本

の
重

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
S

●
■

2
3
.3

2
.5

2
.9

1
3
.1

3
0
.3

1
0
0
.0

2
3
.9

6
6
.5

4
4
.9

2
7
.5

6
.7

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
6
7
.2

1
9
.0

4
3
.5

6
5
.3

8
4
.2

9
4
.0

1
7

6
8
.0

8
1
.0

2
7
.3

6
0
.7

8
3
.9

9
3
.9

9
6
.1

8
3
2
.0

3
8
.0

1
.4

7
.1

2
5
.8

6
3
.8

8
9
.4

1
5

6
0
.0

1
8
1
.4

2
8
.9

6
2
.0

8
4
.2

9
3
.8

9
6
.0

1
0

4
0
.0

2
4
6
.0

4
.2

1
5
.8

3
6
.9

6
9
.9

9
0
.9

0
0
.0

3
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

4
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
2

4
8
.0

A
6
9
.5

2
2
.7

4
7
.7

6
8
.3

8
4
.5

9
4
.2

9
3
6
.0

B
6
0
.8

1
2
.5

3
5
.0

5
6
.6

8
0
.4

9
2
.9

1
4
.0

C
7
4
.0

2
.5

3
0
.3

8
1
.4

9
5
.6

9
8
.3

3
1
2
.0

D
7
5
.6

2
9
.3

5
6
.8

7
4
.1

9
0
.9

9
5
.0

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0

4
0
.0

4
.7

%
1
8
.4

%
3
8
.5

%
2
9
.8

%
8
.6

%

7
2
8
.0

8
3
2
.0

1
7

6
8
.0

0
0
.0

1
5

6
0
.0

1
0

4
0
.0

0
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

計
算

図
形

変
化

と
関

係

デ
ー

タ
の

活
用

00

校
種

・
学

年
小

学
校

第
5
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

4
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

知
識

・
技

能

対
応

教
科

書
教

育
出

版
思

考
・

判
断

・
表

現

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度

0

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

思
考

・
判

断
・

表
現

数
と

計
算

図
形

変
化

と
関

係デ
ー

タ
の

活
用

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

4
.7

%

1
8
.4

%

3
8
.5

%

2
9
.8

%

8
.6

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

数 と 計 算

図 形

変 化 と 関 係

デ ー タ の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
異

分
母

分
数

の
減

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

2
 2

/3
ー

1
 4

/5
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

7
6
.7

1
3
.5

5
3
.3

8
3
.1

9
2
.7

9
7
.7

3
.9

3
5
.3

7
.9

0
.3

0
.1

0
.0

2
1

2
小

数
の

乗
法

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
2
.8

4
×

0
.7

5
の

筆
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
5
.6

3
0
.4

6
1
.2

7
9
.0

8
6
.6

9
2
.6

0
.4

6
.3

0
.1

0
.0

0
.1

0
.0

3
1

3
小

数
の

除
法

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
1
2
.4

÷
2
.4

8
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
9
.3

1
4
.5

5
9
.9

8
7
.7

9
2
.5

9
3
.1

4
.7

3
4
.8

9
.1

1
.5

0
.4

0
.0

4
2

1
平

行
四

辺
形

の
面

積
の

計
算

に
よ

る
求

め
方

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

平
行

四
辺

形
の

面
積

の
公

式
を

答
え

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

7
8
.3

2
6
.6

6
1
.9

8
1
.0

9
2
.4

9
5
.4

1
.6

1
9
.3

1
.5

0
.2

0
.0

0
.0

5
2

2
あ

る
数

の
1
0
倍

、
１

/１
０

の
大

き
さ

の
数

を
、

小
数

点
の

位
置

を
移

し
て

つ
く

る
こ

と
6
.5

を
1
0
倍

、
1
/1

0
に

し
た

数
を

求
め

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

9
6
.2

6
1
.4

9
4
.4

9
9
.4

9
9
.7

1
0
0
.0

0
.8

1
1
.6

0
.3

0
.0

0
.0

0
.0

6
3

1
分

数
の

相
等

及
び

大
小

に
つ

い
て

知
り

、
大

小
を

比
べ

る
こ

と
2
/3

, 
2
/5

, 
2
/7

, 
2
/9

の
中

で
一

番
大

き
い

数
を

求
め

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
4
.7

2
4
.2

6
6
.5

9
1
.7

9
7
.7

9
9
.1

1
.3

8
.2

2
.7

0
.6

0
.2

0
.0

7
3

2
簡

単
な

場
合

に
つ

い
て

、
比

例
の

関
係

が
あ

る
こ

と
を

知
る

こ
と

１
ｍ

の
重

さ
が

1
0
ｇ

の
針

金
の

長
さ

を
○

ｍ
、

重
さ

を
△

ｇ
と

し
て

そ
の

比
例

の
関

係
を

式
に

表
す

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
1
.7

5
4
.1

8
8
.2

9
3
.0

9
8
.1

9
9
.1

0
.8

1
0
.6

0
.4

0
.1

0
.0

0
.0

8
3

3
台

形
の

面
積

の
計

算
に

よ
る

求
め

方
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
上

底
が

５
㎝

、
下

底
が

９
㎝

、
高

さ
が

４
㎝

の
台

形
の

面
積

を
実

測
し

て
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
1
.2

1
0
.6

4
1
.5

7
7
.6

9
0
.3

9
4
.9

3
.3

2
8
.0

6
.9

0
.3

0
.0

0
.0

9
3

4
三

角
形

に
つ

い
て

簡
単

な
性

質
を

理
解

す
る

こ
と

三
角

形
の

1
つ

の
角

の
大

き
さ

を
計

算
で

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
9
.4

4
1
.1

8
0
.9

9
4
.2

9
7
.4

9
7
.7

1
.6

2
0
.3

1
.7

0
.1

0
.0

0
.0

1
0

4
1

乗
数

が
小

数
で

あ
る

場
合

の
小

数
の

乗
法

の
意

味
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
2
.6

×
1
.8

の
式

に
な

る
問

題
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
8
4
.2

4
1
.5

6
9
.7

8
8
.9

9
4
.0

9
7
.2

1
.0

1
2
.6

1
.0

0
.1

0
.1

0
.0

1
1

4
2

小
数

の
乗

法
の

計
算

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
5
.2

×
1
.7

の
計

算
の

仕
方

を
説

明
す

る
式

に
数

を
当

て
は

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
6
3
.9

9
.7

3
4
.5

6
7
.0

8
4
.7

9
0
.3

0
.9

1
4
.0

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
3

円
と

関
連

さ
せ

て
正

多
角

形
の

基
本

的
な

性
質

を
見

い
だ

す
こ

と
時

計
の

文
字

盤
の

２
時

間
ご

と
の

目
盛

り
を

結
ん

で
で

き
る

正
多

角
形

を
考

え
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
4
.5

2
1
.3

6
2
.0

7
7
.8

8
5
.9

9
0
.8

2
.2

2
4
.6

2
.9

0
.1

0
.0

0
.0

1
3

5
1

伴
っ

て
変

わ
る

二
つ

の
数

量
を

見
い

だ
し

、
変

化
の

規
則

性
か

ら
問

題
を

解
決

す
る

こ
と

ス
ト

ロ
ー

を
使

っ
て

正
方

形
を

横
に

つ
な

げ
た

形
を

つ
く

り
、

正
方

形
を

3
0
こ

作
る

と
き

の
ス

ト
ロ

ー
の

本
数

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
7
.6

3
.4

1
8
.1

5
8
.7

8
4
.6

9
5
.4

2
.0

1
7
.4

2
.5

1
.1

0
.0

0
.0

1
4

5
2

基
本

的
な

角
柱

、
円

柱
に

つ
い

て
知

る
こ

と
角

柱
と

円
柱

を
判

別
す

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

5
4
.0

6
.3

2
1
.6

5
6
.1

7
4
.3

9
1
.2

0
.8

1
3
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
5

6
1

帯
グ

ラ
フ

の
特

徴
を

知
る

こ
と

帯
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

9
1
.9

6
1
.8

8
9
.8

9
2
.7

9
6
.9

9
7
.2

0
.7

1
1
.6

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

1
6

6
2

円
グ

ラ
フ

の
特

徴
と

用
い

方
を

理
解

す
る

こ
と

円
グ

ラ
フ

を
読

み
取

り
、

グ
ラ

フ
が

表
し

て
い

る
こ

と
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
6
8
.0

7
.7

2
9
.7

7
2
.8

9
3
.1

9
7
.2

2
.0

1
5
.0

3
.2

1
.0

0
.3

0
.0

1
7

7
1

円
と

関
連

さ
せ

て
正

多
角

形
の

基
本

的
な

性
質

を
知

る
こ

と
円

と
コ

ン
パ

ス
、

三
角

定
規

を
使

っ
て

正
六

角
形

を
か

く
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
3
.2

3
3
.3

6
9
.7

8
6
.8

9
4
.9

9
5
.9

6
.1

3
1
.9

1
0
.7

3
.9

1
.7

0
.0

1
8

7
2

立
方

体
、

直
方

体
の

体
積

の
計

算
に

よ
る

求
め

方
を

工
夫

す
る

こ
と

複
合

図
形

の
体

積
を

求
め

る
式

を
考

え
る

選
択

完
答

活
用

A
●

■
6
0
.9

1
.9

1
8
.4

6
0
.9

9
2
.1

9
7
.7

4
.5

3
6
.2

9
.3

1
.0

0
.0

0
.0

1
9

7
3

図
形

を
構

成
要

素
に

着
目

し
、

図
形

の
性

質
を

見
い

だ
す

こ
と

立
方

体
の

展
開

図
を

完
成

さ
せ

る
た

め
に

決
め

ら
れ

た
５

個
の

正
方

形
に

６
個

目
の

正
方

形
の

付
け

方
を

見
付

け
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
9
.2

3
.4

1
9
.1

4
4
.3

7
4
.5

8
8
.5

5
.8

3
6
.7

1
3
.0

2
.0

0
.4

0
.0

2
0

8
1

小
数

の
減

法
と

小
数

の
乗

法
を

用
い

た
問

題
を

考
え

る
こ

と
0
.2

, 
0
.4

, 
0
.6

, 
0
.8

の
４

枚
の

数
カ

ー
ド

か
ら

3
枚

を
選

ん
で

、
□

×
（

□
－

□
）

の
答

え
が

１
番

大
き

く
な

る
よ

う
に

す
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
8
.4

6
.3

1
9
.5

4
0
.3

7
6
.1

8
5
.3

3
.2

2
5
.1

4
.8

1
.8

0
.0

0
.0

2
1

8
2

異
分

母
分

数
の

減
法

の
計

算
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

1
/○

－
1
/△

＝
1
/□

の
○

、
△

、
□

に
あ

て
は

ま
る

数
を

１
～

1
0
の

整
数

の
中

か
ら

選
ぶ

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
3
.7

0
.0

9
.3

3
1
.0

7
7
.5

9
4
.0

2
0
.1

5
0
.2

2
9
.7

2
3
.9

7
.9

1
.4

2
2

8
3

観
点

を
決

め
て

整
数

を
類

別
す

る
仕

方
を

考
え

る
こ

と
7
×

7
と

等
し

く
な

る
奇

数
の

加
法

の
式

と
1
+

3
+

7
+

9
+

1
1
+

1
3
+

1
5
+

1
7
+

1
9
と

等
し

く
な

る
乗

法
の

式
を

求
め

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

5
0
.8

5
.3

2
0
.1

4
1
.6

8
1
.7

8
5
.7

7
.4

4
0
.1

1
4
.6

5
.7

0
.0

0
.0

2
3

8
4

数
量

の
関

係
に

着
目

し
、

あ
る

二
つ

の
数

量
の

関
係

と
別

の
数

量
の

関
係

と
の

比
べ

方
を

考
察

す
る

こ
と

割
合

の
情

報
か

ら
、

一
番

安
い

店
を

見
付

け
る

記
述

完
答

活
用

A
●

■
4
8
.1

0
.5

8
.3

3
6
.4

8
5
.4

9
6
.3

1
3
.0

3
7
.2

2
6
.1

1
3
.9

1
.8

0
.0

2
4

9
図

形
を

構
成

す
る

要
素

及
び

図
形

間
の

関
係

に
着

目
し

、
筋

道
を

立
て

て
考

え
る

こ
と

本
立

て
を

作
る

と
き

に
最

も
短

く
て

済
む

板
の

切
り

方
を

考
え

る
記

述
完

答
活

用
S

●
■

1
7
.8

0
.0

0
.4

8
.6

2
5
.7

1
0
0
.0

1
1
.2

3
8
.6

2
2
.3

1
0
.8

1
.5

0
.0

2
5

1
0

数
量

の
関

係
に

着
目

し
、

あ
る

二
つ

の
数

量
の

関
係

と
別

の
数

量
の

関
係

と
の

比
べ

方
を

考
察

す
る

こ
と

A
か

ら
B
に

5
0
0
円

渡
す

と
等

し
く

な
り

、
B
か

ら
A
に

5
0
0
円

渡
す

と
A
が

B
の

1
.2

倍
に

な
る

A
の

所
持

金
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
S

●
■

1
0
.0

0
.0

0
.1

2
.1

8
.8

1
0
0
.0

2
9
.2

5
3
.6

3
8
.6

3
4
.1

1
9
.4

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
6
6
.0

1
9
.1

4
3
.9

6
6
.1

8
3
.1

9
4
.9

1
7

6
8
.0

7
7
.7

2
7
.1

5
9
.0

8
1
.6

9
1
.5

9
5
.6

8
3
2
.0

4
1
.1

2
.2

1
1
.9

3
3
.1

6
5
.2

9
3
.4

1
5

6
0
.0

1
7
8
.8

2
8
.7

6
0
.4

8
2
.8

9
2
.3

9
6
.3

1
0

4
0
.0

2
4
6
.7

4
.8

1
9
.2

4
1
.0

6
9
.3

9
2
.9

0
0
.0

3
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

4
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
0

4
0
.0

A
7
0
.3

2
0
.7

4
8
.8

7
0
.9

8
8
.3

9
3
.5

9
3
6
.0

B
6
4
.3

1
6
.0

4
1
.7

6
5
.2

8
0
.9

9
4
.7

4
1
6
.0

C
5
1
.8

1
4
.5

2
8
.7

4
7
.6

6
9
.2

9
7
.7

2
8
.0

D
7
9
.9

3
4
.8

5
9
.7

8
2
.7

9
5
.0

9
7
.2

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0

4
0
.0

6
.1

%
2
1
.0

%
3
3
.9

%
3
2
.6

%
6
.4

%

7
2
8
.0

7
2
8
.0

1
8

7
2
.0

0
0
.0

1
4

5
6
.0

1
1

4
4
.0

0
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

計
算

図
形

変
化

と
関

係

デ
ー

タ
の

活
用

00

校
種

・
学

年
小

学
校

第
6
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

5
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

知
識

・
技

能

対
応

教
科

書
教

育
出

版
思

考
・

判
断

・
表

現

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度

0

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

思
考

・
判

断
・

表
現

数
と

計
算

図
形

変
化

と
関

係デ
ー

タ
の

活
用

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.1

%

2
1
.0

%

3
3
.9

%

3
2
.6

%

6
.4

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

数 と 計 算

図 形

変 化 と 関 係

デ ー タ の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
分

数
の

乗
法

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
1
－

１
/2

×
0
.5

の
計

算
を

す
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
5
1
.2

2
.7

1
5
.7

4
9
.0

7
9
.1

9
3
.0

5
.0

3
3
.6

1
2
.1

1
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
分

数
の

乗
法

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
1
 1

/9
×

5
 2

/5
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
0
.2

1
9
.2

6
0
.6

8
5
.1

9
6
.6

9
9
.4

4
.5

3
8
.4

8
.5

0
.7

0
.2

0
.0

3
1

3
分

数
の

除
法

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
0
.7

÷
7
/1

2
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
5
.8

2
3
.3

7
2
.2

9
2
.4

9
7
.5

9
8
.7

5
.6

4
7
.3

1
0
.6

1
.0

0
.0

0
.0

4
2

1
円

の
面

積
の

計
算

に
よ

る
求

め
方

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

円
の

面
積

を
求

め
る

公
式

を
答

え
る

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
7
3
.8

3
2
.2

6
7
.1

7
3
.7

8
4
.6

8
9
.2

1
.4

1
7
.8

0
.7

0
.2

0
.0

0
.0

5
2

2
分

数
の

乗
法

及
び

除
法

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
3
/5

の
逆

数
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

9
0
.1

4
8
.6

8
3
.1

9
2
.5

9
8
.9

1
0
0
.0

6
.1

3
5
.6

1
0
.6

4
.1

0
.2

0
.0

6
3

1
起

こ
り

得
る

場
合

を
順

序
良

く
整

理
す

る
た

め
の

図
や

表
な

ど
の

用
い

方
を

知
る

こ
と

正
し

く
求

め
ら

れ
た

場
合

の
数

を
見

付
け

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

8
0
.9

3
3
.6

5
9
.7

8
6
.5

9
4
.4

9
8
.7

0
.8

1
0
.3

0
.7

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

2
数

量
を

Ⅹ
な

ど
を

用
い

て
表

し
、

数
量

の
関

係
を

式
に

表
せ

る
こ

と
に

つ
い

て
知

る
こ

と
5
0
0
円

出
し

て
1
本

Ⅹ
円

の
鉛

筆
を

5
本

買
っ

た
と

き
の

鉛
筆

の
値

段
と

お
つ

り
の

関
係

を
式

に
表

す
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
9
.1

2
2
.6

5
1
.2

8
6
.4

9
6
.2

1
0
0
.0

0
.8

1
0
.3

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

8
3

3
基

本
的

な
角

柱
の

体
積

の
計

算
に

よ
る

求
め

方
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
底

面
積

が
９

㎠
、

高
さ

が
４

㎝
の

角
柱

の
体

積
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
1
.9

3
7
.7

6
4
.3

8
4
.4

9
6
.4

9
9
.4

3
.2

2
8
.1

5
.1

1
.0

0
.0

0
.0

9
3

4
縮

図
や

拡
大

図
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
1
/1

0
0
0
の

縮
図

か
ら

実
際

の
長

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

7
3
.7

2
1
.9

5
4
.8

7
4
.5

9
1
.8

9
7
.5

4
.7

3
1
.5

8
.9

2
.2

0
.0

0
.0

1
0

4
1

乗
数

が
整

数
や

分
数

で
あ

る
場

合
も

含
め

て
分

数
の

乗
法

の
意

味
に

つ
い

て
知

る
こ

と
5
/6

×
3
/4

の
式

に
な

る
問

題
を

見
付

け
る

選
択

通
常

基
礎

B
●

■
7
3
.3

2
8
.8

5
3
.1

7
3
.8

9
1
.3

9
4
.9

1
.4

1
2
.3

1
.9

0
.2

0
.3

0
.0

1
1

4
2

分
数

の
除

法
の

計
算

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
2
/5

÷
3
/4

の
計

算
の

仕
方

を
説

明
す

る
式

に
数

を
当

て
は

め
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
7
9
.2

2
4
.0

5
7
.0

8
4
.7

9
5
.6

9
6
.8

1
.5

1
5
.1

1
.9

0
.2

0
.0

0
.0

1
2

4
3

図
形

を
構

成
す

る
要

素
に

着
目

し
、

図
形

の
構

成
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

正
多

角
形

が
線

対
称

な
図

形
か

、
点

対
称

な
図

形
か

を
調

べ
る

記
述

完
答

基
礎

B
●

■
6
5
.2

1
5
.8

4
2
.8

6
2
.9

8
8
.5

9
1
.1

1
.2

1
4
.4

1
.0

0
.0

0
.2

0
.0

1
3

5
1

比
例

の
関

係
の

意
味

や
性

質
を

理
解

す
る

こ
と

比
例

の
関

係
か

ら
、

き
ま

り
を

見
付

け
高

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
3
.2

3
9
.0

7
6
.6

8
6
.0

9
1
.7

9
4
.3

2
.3

2
6
.7

1
.9

0
.2

0
.0

0
.0

1
4

5
2

対
称

な
図

形
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
線

対
称

な
図

形
、

点
対

称
な

図
形

の
判

別
を

す
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
5
8
.5

6
.2

3
1
.9

5
9
.4

8
0
.2

8
8
.5

1
.9

2
0
.5

1
.4

0
.6

0
.0

0
.0

1
5

6
1

柱
状

グ
ラ

フ
の

特
徴

を
知

る
こ

と
柱

状
グ

ラ
フ

の
名

前
を

答
え

る
選

択
通

常
基

礎
C

●
■

7
5
.7

4
1
.1

5
7
.5

7
8
.1

8
9
.9

8
8
.5

0
.8

1
1
.0

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

1
6

6
2

度
数

分
布

を
表

す
表

や
グ

ラ
フ

の
特

徴
及

び
そ

れ
ら

の
用

い
方

を
理

解
す

る
こ

と
柱

状
グ

ラ
フ

を
読

み
取

り
、

グ
ラ

フ
が

表
し

て
い

る
こ

と
を

見
付

け
る

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
7
0
.4

1
7
.8

4
3
.0

7
3
.9

9
0
.2

9
6
.2

0
.9

1
3
.0

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

1
7

7
1

縮
図

や
拡

大
図

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

１
つ

の
頂

点
を

共
有

し
、

２
倍

に
拡

大
し

た
三

角
形

を
か

く
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
8
.1

3
9
.7

8
0
.9

9
1
.4

9
7
.4

9
8
.1

3
.1

2
8
.8

3
.6

0
.7

0
.5

0
.0

1
8

7
2

基
本

的
な

角
柱

及
び

円
柱

の
体

積
の

計
算

に
よ

る
求

め
方

を
工

夫
す

る
こ

と
立

方
体

か
ら

円
柱

を
く

り
抜

い
た

残
り

の
体

積
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
5
.5

0
.7

6
.0

2
7
.8

6
2
.2

8
2
.8

6
.9

4
9
.3

1
3
.5

2
.3

0
.3

0
.0

1
9

7
3

二
つ

の
図

形
の

関
係

に
着

目
し

、
拡

大
、

縮
小

の
関

係
に

つ
い

て
考

察
す

る
こ

と
3
倍

に
拡

大
し

た
正

方
形

の
面

積
か

ら
も

と
の

正
方

形
の

1
辺

の
長

さ
を

求
め

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

2
5
.0

0
.7

2
.2

1
0
.4

4
9
.9

8
8
.5

2
2
.3

5
5
.5

2
6
.6

2
2
.5

1
6
.0

3
.2

2
0

8
1

分
数

の
乗

法
に

つ
い

て
も

整
数

の
場

合
と

同
じ

関
係

や
法

則
が

成
り

立
つ

こ
と

を
考

え
る

こ
と

1
/8

, 
1
/4

,1
/2

の
３

枚
の

数
カ

ー
ド

使
っ

て
、

□
×

（
□

－
□

）
の

答
え

が
１

番
大

き
く

な
る

よ
う

に
す

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

3
0
.3

0
.0

7
.7

2
5
.4

4
9
.4

7
0
.1

4
.5

2
7
.4

8
.5

2
.1

1
.0

0
.0

2
1

8
2

計
算

に
つ

い
て

成
り

立
つ

性
質

に
着

目
し

、
計

算
の

仕
方

を
多

面
的

に
捉

え
考

え
る

こ
と

1
/Ａ

×
1
/Ｂ

＝
1
/Ａ

－
1
/Ｂ

で
Ａ

、
Ｂ

に
あ

て
は

ま
る

数
を

2
組

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
3
7
.8

4
.1

1
1
.6

2
5
.7

6
6
.0

9
3
.0

3
1
.3

6
3
.0

4
7
.1

3
5
.9

1
4
.2

1
.9

2
2

8
3

分
数

の
除

法
の

計
算

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
1
, 
2
, 
3
, 
4
, 
5
, 
6
の

数
カ

ー
ド

か
ら

４
枚

を
選

ん
で

、
□

/□
÷

□
/□

＝
１

に
な

る
組

み
合

わ
せ

を
3
組

書
く

記
述

完
答

活
用

A
●

■
3
4
.0

0
.0

5
.6

2
6
.7

6
0
.1

7
7
.1

1
8
.1

5
6
.2

3
2
.9

1
7
.3

4
.6

1
.3

2
3

8
4

順
序

良
く

整
理

す
る

観
点

を
決

め
て

、
落

ち
や

重
な

り
な

く
調

べ
る

方
法

を
考

察
す

る
こ

と
５

チ
ー

ム
の

リ
ー

グ
戦

の
表

を
完

成
す

る
記

述
完

答
活

用
A

●
■

4
5
.4

4
.1

1
9
.3

4
0
.0

6
8
.9

8
9
.8

1
5
.5

4
7
.9

3
0
.2

1
4
.3

3
.6

0
.0

2
4

9
図

形
を

構
成

す
る

要
素

に
着

目
し

、
図

形
の

構
成

の
仕

方
を

考
え

る
こ

と
正

方
形

を
３

回
折

り
し

た
直

角
二

等
辺

三
角

形
の

一
部

を
切

り
取

っ
て

で
き

る
図

形
を

か
く

記
述

通
常

活
用

S
●

■
2
4
.9

2
.1

5
.1

1
6
.5

3
7
.2

9
4
.9

1
5
.4

3
9
.0

2
2
.9

1
5
.6

8
.0

0
.6

2
5

1
0

伴
っ

て
変

わ
る

二
つ

の
数

量
を

見
い

だ
し

て
、

変
化

や
対

応
の

特
徴

を
見

い
だ

す
こ

と
５

ｍ
の

重
さ

が
1
5
0
ｇ

の
針

金
６

ｇ
で

作
っ

た
縦

の
長

さ
４

㎝
の

長
方

形
の

横
の

長
さ

を
求

め
る

記
述

通
常

活
用

S
●

■
1
9
.7

2
.1

2
.7

8
.2

3
1
.6

9
4
.9

2
2
.5

5
6
.8

3
8
.9

2
3
.2

8
.2

0
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
6
1
.7

1
8
.7

4
1
.3

6
0
.6

7
9
.4

9
2
.6

1
7

6
8
.0

7
5
.9

2
6
.7

5
7
.1

7
8
.5

9
1
.8

9
5
.5

8
3
2
.0

3
1
.6

1
.7

7
.5

2
2
.6

5
3
.2

8
6
.4

1
5

6
0
.0

1
7
6
.4

2
7
.6

5
8
.1

7
9
.1

9
1
.7

9
5
.8

1
0

4
0
.0

2
3
9
.7

5
.3

1
6
.0

3
2
.8

6
0
.9

8
7
.9

0
0
.0

3
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

4
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
0

4
0
.0

A
6
4
.1

1
7
.3

4
1
.8

6
4
.2

8
3
.1

9
2
.3

9
3
6
.0

B
5
8
.5

1
7
.4

3
9
.5

5
5
.7

7
6
.5

9
2
.2

2
8
.0

C
5
1
.4

2
0
.5

3
9
.6

4
7
.1

6
1
.6

9
4
.6

4
1
6
.0

D
6
8
.1

2
4
.1

4
4
.9

6
9
.6

8
5
.8

9
3
.3

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0

4
0
.0

6
.8

%
1
9
.2

%
3
8
.4

%
2
8
.3

%
7
.3

%

7
2
8
.0

6
2
4
.0

1
9

7
6
.0

0
0
.0

1
6

6
4
.0

9
3
6
.0

0
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

計
算

図
形

変
化

と
関

係

デ
ー

タ
の

活
用

00

校
種

・
学

年
中

学
校

第
1
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

小
学

校
第

6
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

知
識

・
技

能

対
応

教
科

書
教

育
出

版
思

考
・

判
断

・
表

現

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度

0

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

思
考

・
判

断
・

表
現

数
と

計
算

図
形

変
化

と
関

係デ
ー

タ
の

活
用

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

6
.8

%

1
9
.2

%

3
8
.4

%

2
8
.3

%

7
.3

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

数 学 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 見 方 や 考 え 方

数 学 的 な 技 能

数 量 や 図 形 な ど に つ い

て の 知 識 ・ 理 解

数 と 式

図 形

関 数

資 料 の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
数

の
大

小
を

知
る

こ
と

正
の

数
と

負
の

数
の

大
小

関
係

，
絶

対
値

の
意

味
を

理
解

し
て

い
る

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
9
4
.8

8
1
.3

9
0
.5

9
7
.2

9
9
.8

1
0
0
.0

0
.6

6
.8

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
正

負
の

数
の

加
法

・
減

法
の

混
合

算
が

で
き

る
こ

と
（

－
４

）
ー

（
＋

５
）

－
（

－
３

）
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
1
.5

2
1
.9

7
3
.0

9
0
.6

9
5
.8

9
7
.0

0
.9

9
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
正

負
の

数
の

乗
法

の
計

算
が

で
き

る
こ

と
1
5
×

（
－

6
/5

）
×

（
－

4
.5

）
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
2
.0

1
7
.7

5
8
.2

7
8
.7

9
2
.5

9
4
.0

5
.2

3
6
.5

6
.3

0
.7

0
.0

0
.0

4
1

4
正

負
の

数
の

四
則

混
合

算
が

で
き

る
こ

と
（

－
２

）
³＋

2
0
÷

（
－

５
）

の
計

算
を

す
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
6
.3

1
0
.4

4
7
.5

7
2
.7

9
1
.9

9
7
.0

3
.5

3
1
.8

2
.0

0
.2

0
.0

0
.0

5
1

5
正

負
の

数
の

計
算

を
活

用
し

て
問

題
を

解
く

こ
と

が
で

き
る

こ
と

資
料

の
平

均
を

正
負

の
数

の
計

算
で

求
め

る
方

法
を

説
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
3
7
.6

0
.5

7
.7

3
7
.5

7
4
.6

8
8
.0

2
2
.5

6
2
.5

4
2
.0

1
6
.2

0
.9

1
.0

6
2

1
文

字
式

の
表

し
方

を
知

っ
て

い
る

こ
と

正
し

く
表

さ
れ

た
文

字
式

を
選

ぶ
選

択
完

答
基

礎
C

●
■

8
4
.2

4
7
.9

7
5
.3

8
8
.8

9
7
.1

1
0
0
.0

0
.7

6
.3

0
.0

0
.4

0
.0

0
.0

7
2

2
一

次
式

の
減

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

（
５

X
＋

３
）

－
（

－
２

X
＋

７
）

の
計

算
を

す
る

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
7
7
.8

1
6
.7

6
5
.9

8
6
.5

9
6
.1

9
9
.0

1
.4

1
4
.6

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

8
2

3
式

の
値

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

複
数

の
文

字
を

含
む

式
の

値
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

6
5
.9

1
0
.4

4
5
.0

7
3
.1

9
1
.7

9
8
.0

4
.4

3
7
.5

3
.9

0
.0

0
.0

0
.0

9
2

4
数

量
の

関
係

を
等

式
で

表
す

こ
と

が
で

き
る

こ
と

速
さ

の
関

係
を

含
ん

だ
数

量
の

関
係

を
等

式
で

表
す

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
3
.0

2
.1

3
2
.0

7
4
.7

9
3
.2

9
8
.0

1
6
.5

6
8
.2

3
2
.7

5
.9

0
.4

0
.0

1
0

2
5

一
元

一
次

方
程

式
を

解
く

こ
と

が
で

き
る

こ
と

一
元

一
次

方
程

式
7
X
＋

９
＝

５
X
－

３
を

解
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
8
0
.5

1
7
.2

6
8
.0

9
1
.1

9
7
.1

9
9
.0

4
.5

3
4
.4

4
.9

0
.4

0
.0

0
.0

1
1

2
6

比
例

式
を

解
く

こ
と

が
で

き
る

こ
と

比
例

式
X
：

(4
0
－

X
)＝

３
：

５
を

解
く

こ
と

が
で

き
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
7
.8

2
.1

2
6
.8

6
6
.3

9
0
.8

9
7
.0

1
6
.8

6
5
.1

3
0
.4

8
.4

0
.7

0
.0

1
2

3
1

角
の

表
し

方
を

理
解

し
て

い
る

こ
と

角
を

記
号

を
用

い
て

表
す

記
述

通
常

基
礎

C
●

■
7
9
.8

1
8
.2

6
2
.5

9
2
.1

9
7
.6

1
0
0
.0

9
.8

5
0
.0

1
6
.6

2
.8

0
.4

0
.0

1
3

3
2

基
本

的
な

作
図

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
直

線
上

の
１

点
を

通
る

垂
線

を
作

図
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

8
4
.2

3
3
.9

7
1
.4

9
4
.1

9
7
.8

9
9
.0

4
.2

2
5
.0

5
.5

1
.1

0
.7

1
.0

1
4

3
3

図
形

を
移

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
移

動
さ

れ
た

図
形

が
、

ど
の

よ
う

な
移

動
を

２
回

行
っ

た
か

考
え

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

7
2
.7

2
1
.4

5
8
.8

7
9
.0

9
2
.8

9
6
.0

2
.0

1
0
.9

2
.2

1
.1

0
.2

0
.0

1
5

4
1

空
間

図
形

を
直

線
や

平
面

図
形

の
運

動
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
理

解
し

て
い

る
こ

と
長

方
形

，
直

角
三

角
形

，
半

円
を

一
辺

,直
角

を
は

さ
む

一
辺

,半
径

を
軸

と
し

て
１

回
転

さ
せ

て
で

き
た

立
体

の
名

称
を

答
え

る
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

5
6
.9

8
.9

3
5
.3

6
3
.5

8
0
.7

9
2
.0

1
.1

1
1
.5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
6

4
2

 
複

合
回

転
体

の
体

積
を

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
複

合
回

転
体

の
体

積
の

求
め

方
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
記

述
通

常
活

用
A

●
■

3
4
.6

0
.0

6
.3

3
3
.7

7
0
.6

8
3
.0

1
9
.9

6
4
.6

3
4
.5

1
3
.5

1
.1

0
.0

1
7

4
3

投
影

図
か

ら
も

と
の

立
体

を
考

え
る

こ
と

投
影

図
に

表
さ

れ
た

も
と

の
立

体
を

選
ぶ

選
択

完
答

活
用

A
●

■
4
1
.7

1
2
.0

2
4
.1

4
3
.2

6
1
.6

8
2
.0

2
.3

1
8
.2

2
.0

0
.2

0
.0

0
.0

1
8

5
1

比
例

の
グ

ラ
フ

か
ら

式
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
比

例
の

グ
ラ

フ
（

y
＝

１
/２

X
）

か
ら

そ
の

式
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

5
0
.0

2
.6

1
5
.4

5
5
.6

8
7
.5

9
4
.0

6
.7

3
9
.6

1
0
.8

1
.3

0
.0

0
.0

1
9

5
2

比
例

を
活

用
し

た
問

題
を

考
え

る
こ

と
1
0
0
0
枚

の
紙

の
束

か
ら

枚
数

を
数

え
る

こ
と

な
く

約
6
0
0
枚

の
紙

を
取

り
出

す
方

法
を

2
通

り
説

明
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

1
0
.0

0
.0

1
.2

7
.2

1
6
.2

6
7
.0

2
4
.0

5
5
.2

3
6
.9

2
0
.6

8
.1

1
.0

2
0

6
1

最
頻

値
を

知
っ

て
い

る
こ

と
正

し
い

最
頻

値
の

説
明

文
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
9
.2

4
3
.8

8
4
.0

9
6
.3

9
8
.5

1
0
0
.0

1
.7

1
4
.6

1
.2

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

6
2

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
 

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

を
読

み
取

り
、

正
し

い
説

明
文

を
選

ぶ
選

択
完

答
基

礎
B

●
■

6
0
.7

1
3
.0

4
0
.2

6
7
.7

8
3
.1

9
2
.0

2
.5

1
5
.6

3
.0

0
.8

0
.0

0
.0

2
2

6
3

中
央

値
を

用
い

て
問

題
を

考
え

る
こ

と
 

資
料

か
ら

分
布

の
様

子
を

中
央

値
を

用
い

て
考

え
説

明
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

2
3
.0

0
.5

5
.1

2
0
.7

4
6
.1

6
9
.0

2
2
.4

6
8
.2

4
0
.2

1
4
.6

2
.9

0
.0

2
3

7
1

方
程

式
の

活
用

問
題

を
考

え
る

こ
と

過
不

足
の

問
題

を
方

程
式

を
活

用
し

て
解

く
記

述
通

常
活

用
A

●
■

2
5
.6

0
.0

2
.0

1
6
.8

6
4
.5

8
7
.0

1
6
.9

6
0
.9

2
8
.0

1
0
.7

1
.5

0
.0

2
4

7
2

数
量

の
関

係
や

法
則

な
ど

の
式

の
考

え
方

を
読

み
取

る
こ

と
碁

石
を

規
則

的
に

並
べ

て
、

そ
の

周
り

に
あ

る
碁

石
の

数
の

式
の

考
え

方
を

説
明

す
る

自
由

記
述

通
常

活
用

A
●

■
2
5
.3

0
.0

3
.2

1
8
.8

5
6
.8

9
2
.0

4
0
.5

8
0
.2

6
3
.1

3
8
.4

1
2
.1

1
.0

2
5

8
円

錐
の

側
面

で
あ

る
お

う
ぎ

形
の

中
心

角
と

弧
の

長
さ

の
関

係
を

考
え

る
こ

と
円

錐
の

側
面

の
お

う
ぎ

形
の

中
心

角
を

求
め

る
方

程
式

を
つ

く
り

、
そ

れ
で

求
め

ら
れ

る
理

由
を

説
明

す
る

 
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
S

●
■

1
5
.8

0
.5

0
.6

8
.0

3
6
.6

9
0
.0

5
7
.5

7
7
.1

8
0
.3

6
3
.3

2
6
.5

1
.0

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
5
8
.0

1
5
.3

4
0
.0

6
2
.2

8
0
.4

9
2
.4

1
7

6
8
.0

7
2
.8

2
1
.7

5
5
.9

8
0
.5

9
3
.2

9
7
.2

8
3
2
.0

2
6
.7

1
.7

6
.3

2
3
.2

5
3
.4

8
2
.3

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
3
6
.0

2
3
1
.8

3
.9

1
2
.1

2
9
.4

5
7
.7

8
3
.8

1
1

4
4
.0

3
6
9
.1

1
3
.4

4
9
.4

7
7
.4

9
2
.5

9
6
.7

5
2
0
.0

4
8
1
.0

4
0
.0

6
9
.5

8
7
.6

9
4
.7

9
8
.4

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
3

5
2
.0

A
6
4
.0

1
7
.5

4
5
.8

6
8
.7

8
7
.8

9
5
.8

7
2
8
.0

B
5
5
.1

1
3
.5

3
7
.0

5
9
.1

7
6
.8

9
1
.7

2
8
.0

C
3
0
.0

1
.3

8
.3

3
1
.4

5
1
.9

8
0
.5

3
1
2
.0

D
5
7
.6

1
9
.1

4
3
.1

6
1
.6

7
5
.9

8
7
.0

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1

4
4
.0

9
.3

%
2
3
.8

%
4
0
.2

%
2
2
.0

%
4
.8

%

6
2
4
.0

7
2
8
.0

1
3

5
2
.0

5
2
0
.0

1
6

6
4
.0

5
2
0
.0

4
1
6
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

式

図
形

関
数

資
料

の
活

用

00

校
種

・
学

年
中

学
校

第
2
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

1
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

数
学

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
見

方
や

考
え

方

数
学

的
な

技
能

数
量

や
図

形
な

ど
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

見
方

や
考

え

方

数
学

的
な

技
能

数
量

や
図

形
な

ど
に

つ

い
て

の
知

識
・

理
解

数
と

式

図
形

関
数

資
料

の
活

用

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

9
.3

%

2
3
.8

%

4
0
.2

%

2
2
.0

%

4
.8

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学

習
指

導
要

領
に

準
拠

し
た

趣
旨

内
容

形
式

数 学 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・

態 度

数 学 的 な 見 方 や 考 え 方

数 学 的 な 技 能

数 量 や 図 形 な ど に つ い

て の 知 識 ・ 理 解

数 と 式

図 形

関 数

資 料 の 活 用
全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
単

項
式

、
多

項
式

、
同

類
項

の
に

つ
い

て
知

る
こ

と
単

項
式

、
多

項
式

、
同

類
項

に
つ

い
て

の
正

し
い

文
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
1
.5

4
2
.4

6
9
.9

8
9
.7

9
5
.4

9
8
.9

0
.1

1
.4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
同

類
項

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
 

2
X
＋

7
y
＋

3
X
－

5
y
の

同
類

項
を

ま
と

め
る

 
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
3
.7

3
7
.3

7
9
.5

9
1
.4

9
4
.4

9
6
.7

0
.9

6
.5

0
.8

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
多

項
式

の
減

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

(5
X
－

9
y
)－

(3
X
－

2
y
)の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
C

●
■

8
7
.6

3
6
.9

8
5
.8

9
5
.1

9
8
.3

9
8
.9

1
.0

8
.3

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

4
1

4
単

項
式

の
乗

法
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

 
1
2
X
²y

×
（

－
３

）
×

4
y
の

計
算

を
す

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
0
.5

1
7
.1

5
5
.6

8
0
.6

8
9
.6

9
8
.9

3
.0

2
4
.4

1
.7

0
.0

0
.0

0
.0

5
1

5
四

則
混

合
の

計
算

が
で

き
る

こ
と

 
（

a
＋

2
b
）

/３
－

（
a
－

b
）

/６
の

計
算

を
す

る
 

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
7
.3

4
.1

3
1
.6

6
7
.9

8
5
.0

9
6
.7

3
.3

2
4
.4

2
.7

0
.1

0
.0

0
.0

6
1

6
四

則
混

合
計

算
を

含
む

式
の

値
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
式

を
簡

単
に

し
て

、
二

つ
の

文
字

の
値

を
代

入
し

て
式

の
値

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
1
.7

7
.4

5
4
.6

8
6
.2

9
1
.1

1
0
0
.0

4
.7

3
9
.2

2
.1

0
.1

0
.0

0
.0

7
1

7
等

式
を

変
形

で
き

る
こ

と
5
a
－

b
＝

７
を

変
形

し
て

b
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

7
0
.6

6
.0

4
3
.3

8
7
.4

9
7
.3

1
0
0
.0

7
.8

4
3
.8

1
1
.7

0
.7

0
.0

0
.0

8
1

8
連

立
二

元
一

次
方

程
式

を
解

く
こ

と
が

で
き

る
こ

と
連

立
二

元
一

次
方

程
式

y
＝

4
－

X
 

3
X
－

y
＝

1
6
を

解
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
7
4
.3

1
1
.5

5
5
.6

8
8
.9

9
5
.0

1
0
0
.0

6
.6

4
5
.6

6
.9

0
.1

0
.0

0
.0

9
1

9
 

割
合

を
含

ん
だ

数
量

の
関

係
を

式
に

表
す

こ
と

が
で

き
る

こ
と

割
合

を
含

ん
だ

数
量

の
関

係
を

X
と

y
を

使
っ

た
式

に
表

す
 

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
5
9
.6

1
.8

2
6
.6

7
5
.1

8
9
.2

1
0
0
.0

1
5
.7

5
9
.0

2
9
.7

4
.5

1
.5

0
.0

1
0

2
1

確
率

の
意

味
を

知
る

こ
と

確
率

の
意

味
を

誤
っ

て
表

し
て

い
る

文
を

選
ぶ

選
択

通
常

基
礎

C
●

■
8
5
.3

5
4
.4

7
8
.2

9
0
.1

9
6
.9

9
8
.9

0
.8

5
.5

0
.4

0
.1

0
.2

1
.1

1
1

2
2

確
率

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

サ
イ

コ
ロ

の
出

目
の

数
の

確
率

を
求

め
る

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
5
.0

1
1
.5

4
7
.1

7
5
.0

8
6
.1

1
0
0
.0

3
.1

2
0
.7

3
.3

0
.4

0
.0

0
.0

1
2

2
3

日
常

生
活

に
お

け
る

事
象

を
確

率
を

基
に

し
て

、
分

類
整

理
し

考
え

る
こ

と
二

人
が

く
じ

を
引

く
と

き
に

後
先

で
の

損
得

が
あ

る
か

を
考

え
、

説
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
2
8
.8

0
.9

1
0
.5

2
5
.1

5
6
.3

8
4
.8

2
4
.6

6
2
.7

3
9
.1

1
8
.3

6
.0

2
.2

1
3

3
1

 
一

次
関

数
の

グ
ラ

フ
に

つ
い

て
知

る
こ

と
一

次
関

数
の

グ
ラ

フ
（

y
＝

１
/２

X
+

２
）

の
傾

き
と

y
軸

上
の

切
片

を
求

め
る

記
述

完
答

基
礎

C
●

■
7
8
.0

1
3
.8

6
1
.9

9
2
.6

9
7
.5

1
0
0
.0

6
.0

3
8
.7

7
.1

0
.3

0
.2

0
.0

1
4

3
2

 
2
点

を
通

る
直

線
の

式
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
2
点

（
１

，
－

１
）

，
（

５
，

７
）

を
通

る
直

線
の

式
を

求
め

る
記

述
通

常
基

礎
B

●
■

5
7
.6

1
.4

1
8
.4

7
5
.3

8
9
.6

1
0
0
.0

2
0
.6

7
4
.2

4
1
.2

5
.6

1
.5

0
.0

1
5

3
3

二
元

一
次

方
程

式
の

グ
ラ

フ
を

か
く

こ
と

が
で

き
る

こ
と

２
X
＋

y
＝

４
の

グ
ラ

フ
を

か
く

記
述

通
常

基
礎

B
●

■
6
2
.1

6
.0

2
9
.1

7
9
.2

8
9
.4

9
8
.9

8
.6

3
6
.9

1
6
.3

1
.5

0
.4

0
.0

1
6

4
1

平
行

線
の

性
質

に
つ

い
て

知
る

こ
と

平
行

線
の

性
質

を
用

い
て

大
き

さ
の

等
し

い
角

を
見

付
け

る
記

述
完

答
基

礎
C

●
■

8
1
.6

3
5
.0

7
1
.1

9
0
.9

9
6
.0

9
8
.9

1
.2

1
0
.1

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

1
7

4
2

 
平

行
四

辺
形

の
性

質
を

も
つ

図
形

に
つ

い
て

知
る

こ
と

平
行

四
辺

形
の

性
質

を
も

つ
図

形
を

選
ぶ

選
択

完
答

基
礎

B
●

■
7
6
.6

3
4
.6

6
0
.7

8
4
.5

9
6
.3

9
7
.8

1
.0

8
.3

0
.6

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

4
3

 
三

角
形

の
合

同
を

証
明

す
る

こ
と

を
考

え
る

こ
と

三
角

形
の

合
同

を
証

明
す

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

4
2
.9

0
.0

1
2
.6

4
3
.7

8
3
.4

9
7
.8

1
5
.0

5
9
.4

2
6
.8

5
.2

0
.4

0
.0

1
9

5
1

二
等

辺
三

角
形

の
性

質
を

合
同

条
件

か
ら

考
え

る
こ

と
二

等
辺

三
角

形
の

性
質

を
三

角
形

の
合

同
条

件
を

使
っ

て
証

明
す

る
選

択
通

常
基

礎
B

●
■

6
4
.9

4
4
.7

5
7
.5

6
4
.2

7
6
.9

9
7
.8

1
.0

7
.8

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

2
0

5
2

平
行

四
辺

形
の

性
質

を
活

用
し

て
考

え
る

こ
と

平
行

四
辺

形
の

性
質

を
活

用
し

て
、

長
さ

を
求

め
る

こ
と

を
考

え
る

選
択

完
答

活
用

A
●

■
3
7
.8

5
.1

1
0
.0

3
3
.1

7
8
.6

9
8
.9

3
.2

1
1
.5

3
.4

2
.6

0
.6

0
.0

2
1

5
3

等
積

変
形

を
用

い
て

考
え

る
こ

と
等

積
変

形
を

用
い

て
等

し
い

面
積

の
三

角
形

を
見

つ
け

る
選

択
完

答
活

用
A

●
■

4
7
.9

2
4
.4

3
7
.0

4
1
.0

7
2
.8

9
1
.3

6
.1

1
2
.9

5
.0

7
.5

3
.3

0
.0

2
2

6
 

 
数

の
性

質
を

文
字

式
を

用
い

て
説

明
を

考
え

る
こ

と
奇

数
の

和
の

性
質

を
文

字
式

を
用

い
て

説
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

A
●

■
3
3
.5

0
.0

6
.1

2
8
.3

7
4
.0

9
7
.8

2
7
.6

7
4
.2

5
0
.6

1
7
.5

2
.7

0
.0

2
3

7
 

具
体

的
場

面
で

連
立

方
程

式
を

活
用

し
て

考
え

る
こ

と
連

立
方

程
式

の
活

用
問

題
を

、
変

数
を

明
ら

か
に

し
て

、
答

え
を

求
め

る
自

由
記

述
複

合
条

件
活

用
A

●
■

5
1
.9

0
.9

1
3
.4

6
1
.0

9
3
.1

1
0
0
.0

1
5
.6

5
6
.2

2
8
.9

6
.2

0
.4

0
.0

2
4

8
一

次
関

数
を

活
用

し
て

、
具

体
的

な
事

象
を

捉
え

考
え

る
こ

と
一

次
関

数
を

活
用

し
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

消
費

量
が

同
じ

に
な

る
時

刻
を

考
え

る
記

述
完

答
活

用
S

●
■

6
.6

0
.0

0
.2

3
.4

1
0
.4

6
4
.1

1
8
.8

4
1
.5

2
8
.0

1
6
.8

5
.4

0
.0

2
5

9
 

直
角

三
角

形
の

合
同

の
証

明
を

考
え

る
こ

と
直

角
三

角
形

の
合

同
を

証
明

す
る

自
由

記
述

複
合

条
件

活
用

S
●

■
2
.9

0
.0

0
.0

1
.9

4
.0

3
0
.4

3
6
.4

7
6
.0

5
4
.6

3
1
.3

1
3
.5

1
.1

2
6

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D

IV
/0

!
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
5
9
.2

1
5
.9

4
0
.7

6
6
.1

8
1
.5

9
3
.9

1
7

6
8
.0

7
2
.2

2
1
.5

5
4
.5

8
3
.2

9
2
.0

9
9
.0

8
3
2
.0

3
1
.5

3
.9

1
1
.2

2
9
.7

5
9
.1

8
3
.2

0
0
.0

1
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

9
3
6
.0

2
3
5
.2

8
.4

1
6
.4

3
3
.5

6
1
.1

8
4
.8

1
1

4
4
.0

3
6
9
.1

1
2
.8

4
7
.9

8
2
.0

9
1
.4

9
9
.1

5
2
0
.0

4
8
0
.6

3
6
.0

6
8
.4

8
9
.6

9
6
.4

9
8
.9

0
0
.0

5
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

1
1

4
4
.0

A
6
7
.5

1
5
.0

4
7
.5

7
7
.4

9
1
.1

9
8
.9

7
2
8
.0

B
5
0
.7

2
0
.5

3
5
.6

5
1
.3

7
2
.6

8
7
.6

4
1
6
.0

C
5
1
.1

5
.3

2
7
.4

6
2
.6

7
1
.7

9
0
.8

3
1
2
.0

D
5
9
.7

2
2
.3

4
5
.3

6
3
.4

7
9
.8

9
4
.6

0
0
.0

E
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!
#

D
IV

/0
!

#
D

IV
/0

!

2
8
.0

6
2
4
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1

4
4
.0

1
0
.5

%
2
5
.2

%
3
6
.6

%
2
3
.3

%
4
.4

%

6
2
4
.0

6
2
4
.0

1
4

5
6
.0

5
2
0
.0

1
4

5
6
.0

6
2
4
.0

5
2
0
.0

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由

記
述

解
答

通
常

完
答

複
合

条
件

レ
ベ

ル

活
用

S
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

A

基
礎

B C

領
域

別

数
と

式

図
形

関
数

資
料

の
活

用

00

校
種

・
学

年
中

学
校

第
3
学

年
全

体

基
礎

／
活

用
別

基
礎

B
・

C

出
題

範
囲

中
学

校
第

2
学

年
活

用
S
・

A

観
点

別

数
学

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

対
応

教
科

書
教

育
出

版
数

学
的

な
見

方
や

考
え

方

数
学

的
な

技
能

数
量

や
図

形
な

ど
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

教
科

等
算

数
・

数
学

科
設

問
平

均
正

答
率

（
％

）

結
果

（
準

）
通

過
率

（
％

）
無

答
率

（
％

）

小 問

■
対

象
教

科
、

校
種

・
学

年
、

出
題

範
囲

、
対

応
教

科
書

■
学

習
状

況
の

評
定

（
学

力
段

階
）

、
段

階
別

の
平

均
正

答
率

（
％

）

設
問

番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習

評
価

の
観

点
指

導
内

容
の

領
域

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎

B
・

C

活
用

S
・

A

数
学

的
な

見
方

や
考

え

方

数
学

的
な

技
能

数
量

や
図

形
な

ど
に

つ

い
て

の
知

識
・

理
解

数
と

式

図
形

関
数

資
料

の
活

用

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0
.5

%

2
5
.2

%

3
6
.6

%

2
3
.3

%

4
.4

%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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Ⅲ―３ 理科 

 

特定の課題に対する調査 

教科等別結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅲ―

３ 

理
科 

特
定
の
課
題
に
対
す
る
調
査 

教
科
等
別
結
果 



１
 
各
学
年
の
結
果
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 小
学
校
第

4
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
植
物
の
育
ち
方
に
は
一
定
の
順
序
が
あ
り
、
そ
の
体
は
根
、
茎
、
及
び
葉
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と

ヒ
マ
ワ
リ
と
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
体
の
つ
く
り
で
、
根
、
く
き
、
葉
の
部
分
を
特
定
す
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
3
.0

6
6
.8

8
7
.7

9
4
.7

9
8
.4

9
9
.7

0
.7

9
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
虫
眼
鏡
を
正
し
く
使
う
こ
と
が
で
き
る

虫
眼
鏡
の
使
い
方
に
つ
い
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
1
.3

3
7
.7

6
5
.6

8
2
.7

9
4
.0

9
7
.6

2
.4

2
6
.1

1
.1

0
.6

0
.0

0
.0

3
1

3
身
近
に
見
ら
れ
る
植
物
を
探
し
た
り
育
て
た
り
し
て
比
較
し
な
が
ら
調
べ
、
植
物
の
育
ち
方
や
体
の
つ
く
り
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
こ
と
ヒ
マ
ワ
リ
と
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
育
ち
方
を
比
較
し
、
育
つ
順
序
に
つ
い
て
共
通
点
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
4
.7

2
2
.4

5
1
.0

6
4
.0

7
6
.1

8
8
.8

3
.1

3
1
.0

3
.3

0
.3

0
.1

0
.0

4
2

1
昆
虫
の
育
ち
方
に
は
一
定
の
順
序
が
あ
り
、
そ
の
体
は
頭
、
胸
、
及
び
腹
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と

ア
リ
の
あ
し
は
、
頭
、
胸
、
腹
の
ど
の
部
分
に
ど
の
よ
う
に
つ
い
て
い
る
か
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
7
.0

3
6
.9

5
2
.5

7
9
.3

9
1
.3

9
6
.3

1
.2

1
0
.4

1
.2

0
.4

0
.0

0
.0

5
2

2
身
近
に
見
ら
れ
る
昆
虫
を
探
し
た
り
育
て
た
り
す
る
こ
と

チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
や
カ
イ
コ
に
つ
い
て
飼
育
の
方
法
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
3
.7

3
7
.3

6
8
.7

8
6
.4

9
5
.6

9
8
.6

1
.6

1
6
.4

1
.8

0
.2

0
.0

0
.0

6
2

3
昆
虫
の
育
ち
方
に
は
一
定
の
順
序
が
あ
り
、
そ
の
体
は
頭
、
胸
、
及
び
腹
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
育
つ
順
序
に
つ
い
て
完
全
変
態
と
不
完
全
変
態
の
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

7
8
.1

2
6
.1

6
5
.7

7
6
.9

9
2
.8

9
8
.0

2
.5

2
5
.4

2
.5

0
.3

0
.0

0
.0

7
3

1
日
陰
は
太
陽
の
光
を
遮
る
と
で
き
、
日
陰
の
位
置
は
太
陽
の
動
き
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と

あ
る
時
刻
の
か
げ
の
で
き
方
で
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
ぶ
 

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
9
.9

5
0
.0

7
8
.2

9
4
.0

9
8
.4

9
9
.7

1
.8

2
0
.9

0
.7

0
.2

0
.0

0
.0

8
3

2
方
位
磁
針
で
方
位
を
測
る
こ
と

か
げ
の
記
録
の
問
題
と
関
連
し
て
、
方
位
磁
針
の
使
い
方
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
9
.1

1
9
.4

3
4
.4

5
4
.5

7
6
.8

9
3
.6

1
.7

1
5
.7

1
.1

0
.7

0
.1

0
.0

9
3

3
日
陰
の
位
置
と
太
陽
の
位
置
を
比
較
し
な
が
ら
調
べ
、
太
陽
の
動
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
こ
と

午
前
1
0
時
、
正
午
1
2
時
、
午
後
2
時
の
か
げ
の
記
録
を
基
に
、
太
陽
の
動
き
方
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

3
0
.5

3
.0

1
0
.9

2
2
.0

4
3
.4

7
9
.3

1
0
.0

5
0
.4

1
8
.5

6
.6

2
.2

0
.0

1
0

4
1

温
度
計
を
正
し
く
使
う
こ
と

温
度
計
の
使
い
方
に
つ
い
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

2
8
.7

1
.9

8
.3

2
1
.2

4
3
.0

6
8
.5

4
.0

3
2
.8

4
.2

1
.9

0
.4

0
.0

1
1

4
2

日
な
た
と
日
陰
の
地
面
の
様
子
の
違
い
に
つ
い
て
比
較
し
な
が
ら
調
べ
、
地
面
の
様
子
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
こ
と

地
面
の
温
度
の
記
録
を
基
に
日
な
た
の
地
面
を
選
び
、
選
ん
だ
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
3
.7

1
.5

1
1
.4

2
1
.7

5
2
.7

8
3
.1

5
.1

4
0
.3

8
.3

1
.9

0
.0

0
.0

1
2

5
1

物
に
は
、
電
気
を
通
す
物
と
通
さ
な
い
物
、
磁
石
に
引
き
付
け
ら
れ
る
物
と
引
き
付
け
ら
れ
な
い
物
が
あ
る
こ
と

提
示
し
た
身
の
回
り
の
物
か
ら
、
電
気
を
通
す
も
の
を
全
て
選
ぶ

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
5
.0

2
4
.3

5
4
.0

7
7
.9

8
9
.0

9
5
.9

2
.6

2
9
.9

1
.2

0
.2

0
.0

0
.0

1
3

5
2

電
気
を
通
す
つ
な
ぎ
方
、
電
気
を
通
す
物
を
比
較
し
な
が
ら
調
べ
、
電
気
の
回
路
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
こ
と

豆
電
球
の
あ
か
り
が
つ
か
な
い
時
、
回
路
の
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
た
ら
よ
い
か
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
2
.7

1
.1

6
.9

1
5
.0

3
0
.6

7
4
.2

7
.9

5
5
.2

1
3
.5

3
.9

0
.3

0
.0

1
4

6
物
に
は
、
電
気
を
通
す
物
と
通
さ
な
い
物
、
磁
石
に
引
き
付
け
ら
れ
る
物
と
引
き
付
け
ら
れ
な
い
物
が
あ
る
こ
と

身
の
回
り
の
物
か
ら
磁
石
に
つ
く
も
の
を
全
て
選
ぶ

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
6
.4

3
9
.2

7
3
.6

9
0
.2

9
6
.7

9
9
.0

3
.1

3
2
.8

3
.0

0
.2

0
.0

0
.0

1
5

7
1

ゴ
ム
の
力
は
、
物
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
風
ま
た
は
ゴ
ム
の
ど
ち
ら
か
で
）

ゴ
ム
の
伸
ば
す
長
さ
に
よ
っ
て
動
く
車
の
実
験
の
記
録
を
何
回
も
測
定
す
る
理
由
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
7
.8

1
4
.6

5
8
.7

8
1
.9

9
3
.1

9
7
.3

7
.8

5
9
.7

1
1
.2

2
.6

1
.4

0
.0

1
6

7
2

物
を
動
か
す
に
は
色
々
な
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

ゴ
ム
以
外
の
力
で
動
く
車
を
作
る
た
め
、
ゴ
ム
以
外
に
車
を
動
か
す
方
法
を
考
え
、
設
計
図
を
か
く

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
1
.0

2
.6

2
0
.2

4
2
.7

7
6
.2

9
2
.5

1
2
.9

6
6
.0

2
5
.1

8
.7

1
.8

0
.3

1
7

8
1

音
の
大
き
さ
が
変
わ
る
と
も
の
の
ふ
る
え
方
が
変
わ
る
こ
と

音
の
大
き
さ
を
変
え
て
た
い
こ
を
た
た
い
た
と
き
の
様
子
で
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
ぶ

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
7
.6

2
4
.3

7
6
.6

9
4
.1

9
7
.9

1
0
0
.0

7
.2

5
9
.3

1
0
.4

2
.1

0
.5

0
.0

1
8

8
2

音
が
つ
た
わ
る
と
き
、
も
の
は
ふ
る
え
て
い
る
こ
と

糸
電
話
で
一
部
の
人
に
だ
け
聞
こ
え
る
よ
う
に
す
る
方
法
を
選
び
、
選
ん
だ
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

1
6
.9

0
.4

2
.1

6
.1

2
7
.7

6
3
.7

9
.0

5
8
.2

1
6
.0

4
.4

1
.0

0
.3

1
9

9
1

物
は
、
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と

も
の
の
重
さ
比
べ
の
方
法
に
関
連
し
て
、
は
か
り
の
正
し
い
使
い
方
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
7
.4

3
4
.0

7
3
.8

9
3
.1

9
8
.0

9
8
.6

7
.0

4
9
.6

1
1
.1

3
.1

0
.6

0
.7

2
0

9
2

物
は
、
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と

折
り
紙
を
①
折
っ
て
い
な
い
と
き
②
折
り
鶴
を
折
っ
た
と
き
③
小
さ
く
分
け
た
と
き
の
重
さ
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
2
.9

1
4
.6

6
4
.3

8
9
.5

9
7
.2

9
9
.3

8
.5

5
9
.7

1
4
.1

3
.6

0
.9

0
.3

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
6
5
.4

2
2
.9

4
8
.2

6
4
.4

7
8
.5

9
1
.2

1
4

7
0
.0

7
6
.7

3
0
.2

6
0
.5

7
8
.8

8
9
.0

9
5
.2

6
3
0
.0

3
8
.8

5
.8

1
9
.5

3
0
.7

5
3
.9

8
1
.8

1
4

7
0
.0

1
7
6
.7

3
0
.2

6
0
.5

7
8
.8

8
9
.0

9
5
.2

6
3
0
.0

2
3
8
.8

5
.8

1
9
.5

3
0
.7

5
3
.9

8
1
.8

0
0
.0

3
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

0
0
.0

4
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
3
5
.0

A
5
9
.6

1
5
.2

4
1
.7

5
8
.3

7
3
.0

8
9
.0

2
1
0
.0

B
8
5
.2

2
4
.3

6
9
.1

9
1
.3

9
7
.6

9
9
.0

6
3
0
.0

C
7
9
.6

3
7
.9

6
5
.2

8
0
.7

9
1
.4

9
6
.5

5
2
5
.0

D
4
8
.4

1
5
.1

2
8
.6

4
2
.7

6
2
.9

8
4
.8

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

7
.7
%

1
6
.4
%

3
4
.9
%

3
2
.4
%

8
.5
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

0

校
種
・
学
年

小
学
校
第
4
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
3
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

知
識
・
技
能

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

0

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 0

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

思
考
・
判
断
・
表
現

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
.7
%

1
6
.4
%

3
4
.9
%

3
2
.4
%

8
.5
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  小
学
校
第

5
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
気
温
や
水
温
を
正
し
く
測
る
こ
と

温
度
計
を
使
っ
た
正
し
い
気
温
の
測
り
方
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
5
.9

1
0
.9

3
7
.6

7
0
.8

8
9
.5

9
1
.1

2
.2

1
9
.5

2
.5

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
植
物
や
動
物
の
活
動
は
、
暖
か
い
季
節
、
寒
い
季
節
な
ど
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と

植
物
や
動
物
の
冬
を
越
す
様
子
に
つ
い
て
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
1
.9

3
5
.6

6
9
.7

8
8
.2

9
2
.9

9
3
.6

2
.1

1
8
.2

1
.0

0
.5

0
.3

0
.0

3
2

1
人
の
体
に
は
骨
と
筋
肉
が
あ
る
こ
と

人
の
体
の
骨
、
筋
肉
、
関
節
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
2
.2

5
5
.1

8
8
.7

9
6
.6

9
8
.4

9
9
.4

1
.5

1
6
.2

0
.3

0
.1

0
.0

0
.0

4
2

2
人
が
体
を
動
か
す
こ
と
で
き
る
の
は
、
骨
と
筋
肉
の
働
き
に
よ
る
こ
と

腕
を
曲
げ
る
と
き
、
腕
を
伸
ば
す
と
き
の
筋
肉
の
動
き
を
、
「
ち
ぢ
む
・
ゆ
る
む
」
を
使
い
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
6
.5

3
1
.4

4
6
.1

6
9
.8

8
1
.5

8
6
.3

2
.1

2
0
.1

1
.5

0
.1

0
.1

0
.0

5
3

1
１
日
の
気
温
の
変
化
を
グ
ラ
フ
を
用
い
て
表
す
、
変
化
の
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と

折
れ
線
グ
ラ
フ
の
傾
き
の
大
き
さ
か
ら
、
気
温
が
上
が
っ
た
・
変
わ
ら
な
い
・
下
が
っ
た
時
間
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
6
.3

3
6
.0

7
6
.1

9
2
.4

9
8
.4

9
6
.8

2
.2

2
2
.4

1
.0

0
.1

0
.0

0
.0

6
3

2
天
気
に
よ
っ
て
１
日
の
気
温
の
変
化
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と

１
日
の
気
温
の
変
化
を
記
録
し
た
折
れ
線
グ
ラ
フ
か
ら
、
晴
れ
の
日
の
変
わ
り
方
を
選
び
、
選
ん
だ
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
4
.3

8
.9

2
9
.2

4
9
.4

8
4
.6

9
1
.4

3
.6

2
9
.4

4
.2

0
.5

0
.0

0
.0

7
4

1
月
は
日
に
よ
っ
て
形
が
変
わ
っ
て
見
え
、
１
日
の
う
ち
で
も
時
刻
に
よ
っ
て
位
置
が
変
わ
る
こ
と

午
後
1
0
時
の
満
月
の
位
置
を
表
し
た
図
か
ら
、
２
時
間
後
の
午
前
0
時
の
満
月
の
位
置
を
選
ん
で
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
4
.7

4
.6

1
7
.0

3
8
.2

7
6
.5

8
5
.3

4
.0

2
8
.1

6
.2

0
.9

0
.1

0
.0

8
4

2
空
に
は
明
る
さ
や
色
の
違
う
星
が
あ
る
こ
と

星
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
0
.7

5
0
.5

8
6
.1

9
5
.3

9
8
.6

9
8
.4

2
.2

1
9
.8

1
.5

0
.4

0
.0

0
.0

9
4

3
星
の
集
ま
り
は
、
１
日
の
う
ち
で
も
時
刻
に
よ
っ
て
、
並
び
方
は
変
わ
ら
な
い
が
、
位
置
が
変
わ
る
こ
と

オ
リ
オ
ン
座
の
観
察
記
録
か
ら
、
更
に
時
間
が
た
つ
と
星
座
の
位
置
や
星
の
並
び
方
は
ど
う
な
る
の
か
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
7
.5

2
.3

2
1
.5

3
2
.2

6
0
.4

6
7
.4

1
2
.4

5
5
.1

2
2
.4

7
.8

1
.3

0
.3

1
0

5
1

記
号
を
使
っ
た
回
路
図
か
ら
実
際
の
回
路
を
読
み
取
る
こ
と

3
つ
の
回
路
図
（
乾
電
池
１
個
、
直
列
２
個
、
並
列
２
個
と
ス
イ
ッ
チ
と
検
流
計
と
モ
ー
タ
ー
の
回
路
）
と
実
際
の
回
路
と
を
結
び
付
け
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
8
.7

4
4
.9

7
7
.5

9
5
.1

9
8
.2

1
0
0
.0

2
.6

2
0
.1

3
.2

0
.4

0
.3

0
.0

1
1

5
2

乾
電
池
や
光
電
池
の
働
き
と
乾
電
池
の
数
や
光
の
強
さ
と
を
関
係
付
け
な
が
ら
調
べ
、
電
気
の
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
こ
と

乾
電
池
１
個
と
並
列
２
個
と
直
列
２
個
の
３
つ
の
回
路
で
、
モ
ー
タ
ー
が
最
も
速
く
回
る
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
9
.2

2
7
.7

4
9
.1

7
4
.7

8
3
.3

8
6
.9

2
.2

2
1
.8

1
.0

0
.1

0
.1

0
.0

1
2

5
3

簡
易
検
流
計
を
使
っ
て
回
路
を
流
れ
る
電
流
の
量
を
計
測
す
る
こ
と

簡
易
検
流
計
の
使
い
方
に
つ
い
て
正
し
い
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
4
.2

3
1
.4

5
7
.6

7
8
.4

9
0
.8

8
6
.6

3
.5

3
1
.7

3
.4

0
.2

0
.1

0
.0

1
3

6
1

閉
じ
込
め
ら
れ
た
空
気
は
圧
し
縮
め
ら
れ
る
が
、
水
は
圧
し
縮
め
ら
れ
な
い
こ
と

空
気
を
閉
じ
込
め
て
力
を
加
え
た
結
果
と
比
較
し
て
、
水
を
閉
じ
込
め
て
力
を
加
え
た
結
果
と
そ
の
理
由
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
5
.1

2
9
.0

7
1
.4

9
2
.6

9
8
.1

9
9
.4

2
.6

2
4
.8

1
.5

0
.2

0
.0

0
.0

1
4

6
2

閉
じ
込
め
た
空
気
を
圧
す
と
、
体
積
は
小
さ
く
な
る
が
、
圧
し
返
す
力
は
大
き
く
な
る
こ
と

つ
つ
に
空
気
を
入
れ
押
し
縮
め
た
と
き
の
変
化
に
つ
い
て
、
空
気
の
体
積
と
手
ご
た
え
の
関
係
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
3
.3

0
.3

4
.0

2
1
.7

1
9
.1

1
0
0
.0

1
3
.0

5
5
.4

2
5
.0

8
.1

1
.5

0
.0

1
5

7
1

金
属
、
水
及
び
空
気
は
、
温
め
た
り
冷
や
し
た
り
す
る
と
、
そ
の
体
積
が
変
わ
る
こ
と

空
気
・
水
・
金
属
を
あ
た
た
め
た
時
の
体
積
の
変
わ
り
方
に
つ
い
て
、
正
し
い
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
8
.3

1
4
.2

3
6
.5

6
0
.7

7
9
.1

7
9
.2

3
.5

2
9
.4

4
.0

0
.3

0
.0

0
.0

1
6

7
2

金
属
の
温
ま
り
方
、
水
や
空
気
の
温
ま
り
方
を
実
験
に
よ
っ
て
調
べ
る
こ
と

空
気
・
水
・
金
属
の
あ
た
た
ま
り
方
を
調
べ
る
実
験
方
法
に
つ
い
て
、
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
9
.4

1
7
.5

4
7
.7

7
4
.1

8
9
.8

8
8
.2

4
.3

3
4
.3

4
.5

0
.7

0
.4

0
.0

1
7

7
3

金
属
は
熱
せ
ら
れ
た
部
分
か
ら
順
に
温
ま
る
が
、
水
や
空
気
は
熱
せ
ら
れ
た
部
分
が
移
動
し
て
全
体
が
温
ま
る
こ
と

暖
房
し
て
い
る
部
屋
で
せ
ん
風
機
を
回
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
空
気
・
せ
ん
風
機
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
7
.0

1
0
.2

3
8
.0

5
2
.5

8
3
.6

9
1
.1

1
0
.3

5
5
.8

1
7
.1

5
.3

0
.5

0
.3

1
8

8
1

水
は
温
度
に
よ
っ
て
水
蒸
気
に
変
わ
る
こ
と
、
沸
騰
し
た
水
の
中
か
ら
盛
ん
に
泡
が
出
て
く
る
こ
と

水
を
あ
た
た
め
た
時
の
温
度
の
変
化
と
水
の
様
子
を
調
べ
る
実
験
方
法
に
つ
い
て
、
正
し
い
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
1
.8

9
.9

4
8
.1

7
9
.4

9
0
.9

9
5
.2

5
.4

3
9
.3

7
.4

1
.2

0
.4

0
.0

1
9

8
2

水
は
温
度
に
よ
っ
て
水
（
液
体
）
水
蒸
気
（
気
体
）
氷
（
固
体
）
に
状
態
が
変
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
こ
と

水
を
冷
や
し
て
い
き
、
そ
の
後
あ
た
た
め
た
時
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
温
度
で
の
水
の
様
子
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
8
.1

7
.6

2
2
.7

4
8
.1

7
0
.7

7
8
.6

6
.2

4
1
.3

1
0
.3

1
.4

0
.5

0
.0

2
0

8
3

水
は
温
度
に
よ
っ
て
氷
に
変
わ
る
こ
と
ま
た
、
水
が
氷
に
な
る
と
体
積
が
増
え
る
こ
と

も
ち
を
焼
く
と
膨
ら
む
の
は
な
ぜ
か
、
水
・
水
じ
ょ
う
気
の
言
葉
を
使
い
、
状
態
変
化
と
関
係
付
け
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

6
2
.6

8
.9

3
7
.8

6
8
.8

7
6
.4

1
0
0
.0

1
6
.3

5
9
.4

2
9
.9

1
1
.6

4
.3

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
6
6
.4

2
1
.8

4
8
.1

6
8
.9

8
3
.0

9
0
.7

1
4

7
0
.0

7
4
.9

2
8
.7

5
8
.2

7
9
.7

9
0
.0

9
1
.4

6
3
0
.0

4
6
.6

5
.9

2
4
.6

4
3
.8

6
6
.8

8
9
.2

1
4

7
0
.0

1
7
4
.9

2
8
.7

5
8
.2

7
9
.7

9
0
.0

9
1
.4

6
3
0
.0

2
4
6
.6

5
.9

2
4
.6

4
3
.8

6
6
.8

8
9
.2

0
0
.0

3
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

0
0
.0

4
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

3
1
5
.0

A
7
7
.3

3
4
.7

6
1
.4

8
2
.7

9
0
.8

9
1
.2

8
4
0
.0

B
5
9
.5

1
2
.2

3
8
.3

6
2
.2

7
5
.9

9
1
.5

4
2
0
.0

C
7
6
.6

3
3
.3

6
0
.5

8
1
.4

9
0
.6

9
2
.6

5
2
5
.0

D
6
2
.7

2
0
.5

4
6
.0

6
1
.5

8
3
.7

8
7
.9

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

8
.9
%

1
7
.6
%

4
0
.9
%

2
3
.3
%

9
.2
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

0

校
種
・
学
年

小
学
校
第
5
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
4
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

知
識
・
技
能

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

0

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 0

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

思
考
・
判
断
・
表
現

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

8
.9
%

1
7
.6
%

4
0
.9
%

2
3
.3
%

9
.2
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  小
学
校
第

6
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
植
物
の
発
芽
に
は
、
水
、
温
度
及
び
空
気
が
関
係
し
て
い
る
こ
と

発
芽
実
験
に
つ
い
て
、
必
要
条
件
を
調
べ
る
時
の
条
件
統
一
の
意
味
を
考
え
、
温
度
が
関
係
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
時
の
条
件
設
定
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
8
.3

6
1
.6

5
3
.9

8
2
.1

8
9
.4

9
4
.4

0
.2

1
.3

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
ヨ
ウ
素
液
で
で
ん
ぷ
ん
を
検
出
で
き
る
こ
と

イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
の
種
子
の
切
り
口
に
ヨ
ウ
素
液
を
か
け
た
時
の
結
果
と
，
そ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
5
.9

7
6
.1

9
6
.6

9
8
.3

9
9
.2

1
0
0
.0

0
.4

3
.3

0
.2

0
.1

0
.0

0
.0

3
1

3
植
物
の
成
長
に
は
、
日
光
、
肥
料
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
こ
と

日
光
あ
り
+
肥
料
あ
り
/日
光
あ
り
+
肥
料
な
し
/日
光
な
し
+
肥
料
あ
り
の
育
ち
方
の
違
い
か
ら
、
植
物
の
成
長
に
必
要
な
要
素
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

6
8
.1

2
2
.9

5
6
.7

5
0
.0

9
2
.2

9
5
.6

3
.0

1
7
.8

2
.3

2
.0

0
.0

0
.0

4
2

1
顕
微
鏡
を
適
切
に
操
作
す
る
こ
と

顕
微
鏡
の
操
作
の
順
序
と
方
法
に
つ
い
て
、
（
 
）
に
入
る
正
し
い
言
葉
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
9
.9

2
3
.4

1
9
.3

4
9
.9

6
6
.5

8
2
.2

0
.2

1
.3

0
.2

0
.0

0
.1

0
.0

5
2

2
顕
微
鏡
を
適
切
に
操
作
し
、
花
粉
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と

ツ
ル
レ
イ
シ
、
ヘ
チ
マ
、
サ
ザ
ン
カ
、
ア
サ
ガ
オ
の
花
粉
の
顕
微
鏡
写
真
か
ら
、
ア
サ
ガ
オ
の
花
粉
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
3
.9

4
3
.5

4
1
.4

7
1
.9

7
3
.3

7
7
.2

8
.1

1
8
.3

1
3
.3

6
.3

4
.6

2
.8

6
2

3
お
し
べ
の
花
粉
が
め
し
べ
の
先
に
付
く
こ
と
を
受
粉
と
い
う
こ
と

植
物
の
実
が
で
き
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
、
（
 
）
に
入
る
正
し
い
言
葉
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
1
.4

3
3
.4

6
3
.1

7
6
.0

8
1
.0

8
8
.9

0
.3

1
.5

0
.0

0
.3

0
.1

0
.0

7
3

1
日
本
付
近
の
天
気
は
お
よ
そ
西
か
ら
東
へ
変
化
し
て
い
く
と
い
う
規
則
性
が
あ
る
こ
と

1
2
時
間
前
と
現
在
の
気
象
衛
星
の
雲
画
像
や
ア
メ
ダ
ス
の
雨
量
情
報
等
か
ら
、
天
気
の
変
化
の
規
則
性
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
5
.5

2
8
.4

6
6
.7

7
3
.8

9
0
.8

9
6
.1

0
.6

3
.8

0
.2

0
.4

0
.1

0
.0

8
3

2
天
気
の
変
化
を
、
映
像
な
ど
の
気
象
情
報
を
用
い
て
予
想
す
る
こ
と

気
象
衛
星
の
雲
画
像
や
ア
メ
ダ
ス
の
雨
量
情
報
か
ら
、
東
京
の
1
2
時
間
後
の
天
気
を
予
想
し
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

6
4
.6

1
9
.3

5
6
.2

4
4
.9

8
8
.6

9
1
.1

1
.9

1
1
.8

1
.1

1
.2

0
.1

0
.0

9
4

1
川
を
流
れ
る
水
の
量
が
変
わ
る
と
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
が
変
わ
り
、
川
の
様
子
の
違
い
を
つ
く
る
こ
と

流
水
実
験
で
川
の
水
の
量
が
変
わ
る
と
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
を
調
べ
る
と
き
の
条
件
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
5
.3

2
7
.6

5
0
.8

8
2
.7

9
2
.4

9
7
.8

1
.1

8
.5

0
.5

0
.1

0
.0

0
.0

1
0

4
2

上
流
で
は
侵
食
、
下
流
で
は
堆
積
の
働
き
な
ど
流
れ
る
水
の
働
き
の
違
い
に
よ
る
川
の
様
子
の
違
い
を
捉
え
る
こ
と

V
字
谷
、
扇
状
地
、
三
角
州
が
川
の
ど
の
部
分
に
で
き
る
の
か
、
川
の
上
流
か
ら
下
流
へ
の
流
れ
の
図
か
ら
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
1
.4

4
0
.7

7
7
.4

8
7
.1

9
0
.1

9
2
.2

1
.2

9
.0

0
.3

0
.3

0
.0

0
.0

1
1

4
3

雨
の
降
り
方
に
よ
っ
て
流
れ
る
水
の
速
さ
や
量
が
変
わ
り
、
増
水
に
よ
っ
て
土
地
の
様
子
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

災
害
を
防
ぐ
た
め
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
置
く
べ
き
場
所
と
、
そ
の
場
所
に
置
く
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

3
9
.8

1
0
.8

2
8
.1

3
8
.1

4
6
.4

1
0
0
.0

2
.4

1
3
.8

1
.8

1
.4

0
.4

0
.0

1
2

5
1

電
流
に
は
磁
力
を
発
生
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
、
電
流
の
向
き
が
変
わ
る
と
、
電
磁
石
の
極
が
変
わ
る
こ
と

電
流
の
流
れ
る
向
き
を
変
え
る
と
方
位
磁
針
の
針
の
ふ
れ
方
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
言
え
る
か
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
8
.4

3
9
.2

8
7
.5

9
3
.1

9
8
.6

1
0
0
.0

1
.4

8
.3

1
.3

0
.5

0
.1

0
.0

1
3

5
2

電
磁
石
の
強
さ
は
、
電
流
の
大
き
さ
や
導
線
の
巻
数
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と

乾
電
池
の
数
や
導
線
の
長
さ
を
変
え
た
電
磁
石
を
使
い
、
コ
イ
ル
の
巻
き
数
と
磁
力
の
関
係
を
調
べ
る
方
法
を
選
び
、
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

1
3
.8

3
.8

6
.8

1
0
.4

1
0
.5

1
0
0
.0

2
.3

1
3
.3

2
.3

1
.4

0
.1

0
.0

1
4

5
3

金
属
の
分
別
や
運
搬
す
る
ク
レ
ー
ン
で
は
、
電
磁
石
の
性
質
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と

金
属
の
分
別
工
場
で
ク
レ
ー
ン
に
電
磁
石
を
使
っ
て
い
る
理
由
を
、
電
磁
石
の
性
質
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

7
4
.8

2
7
.6

6
0
.2

6
5
.2

9
6
.5

9
8
.9

7
.2

3
1
.2

1
0
.9

6
.3

0
.3

0
.0

1
5

6
1

振
り
子
が
１
往
復
す
る
時
間
は
、
お
も
り
の
重
さ
、
振
れ
幅
で
は
変
わ
ら
ず
、
糸
の
長
さ
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と

振
り
子
の
１
往
復
す
る
時
間
に
関
係
す
る
条
件
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
2
.4

4
0
.7

7
6
.6

8
7
.9

9
2
.0

9
5
.6

0
.9

6
.8

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

1
6

6
2

振
り
子
が
１
往
復
す
る
時
間
を
調
べ
る
た
め
の
、
よ
り
正
確
な
方
法
を
理
解
し
て
計
測
す
る
こ
と

振
り
子
が
１
往
復
す
る
時
間
を
調
べ
る
実
験
の
方
法
に
つ
い
て
、
適
切
な
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
7
.0

6
0
.3

7
4
.0

9
3
.6

9
5
.1

9
8
.3

1
.2

9
.3

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

1
7

7
1

物
が
水
に
溶
け
て
も
、
水
と
物
と
を
合
わ
せ
た
重
さ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
捉
え
る
こ
と

溶
か
す
前
と
溶
か
し
た
後
の
全
体
の
重
さ
に
つ
い
て
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
0
.3

5
6
.5

8
8
.3

9
4
.2

9
7
.5

9
7
.8

1
.1

8
.0

0
.3

0
.1

0
.1

0
.0

1
8

7
2

液
量
計
を
適
切
に
操
作
す
る
こ
と

水
5
0
m
lを
は
か
り
と
る
と
き
の
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
の
適
切
な
使
い
方
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
4
.3

6
4
.1

7
0
.5

8
9
.4

9
1
.8

9
5
.6

1
.5

1
1
.3

0
.6

0
.1

0
.0

0
.0

1
9

7
3

物
が
水
に
溶
け
る
量
は
水
の
温
度
や
量
、
溶
け
る
物
に
よ
っ
て
違
う
こ
と

水
の
温
度
と
と
け
る
量
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
食
塩
と
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
溶
け
方
の
違
い
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
3
.5

4
5
.5

6
5
.7

9
0
.3

9
6
.3

9
7
.8

1
.7

1
2
.3

1
.5

0
.1

0
.0

0
.0

2
0

7
4

水
溶
液
の
水
を
蒸
発
さ
せ
る
と
溶
け
て
い
た
物
が
出
て
く
る
こ
と
、
又
は
物
は
水
に
溶
け
た
後
も
重
さ
が
変
わ
ら
な
い
こ
と

コ
ッ
プ
に
入
っ
た
水
と
食
塩
水
の
判
別
方
法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
か
に
触
れ
な
が
ら
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
3
.8

1
1
.8

3
0
.7

1
9
.7

6
7
.7

7
6
.7

9
.9

3
9
.9

1
4
.3

8
.6

1
.6

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
7
0
.6

3
6
.9

5
8
.5

6
9
.9

8
2
.8

9
3
.8

1
4

7
0
.0

7
9
.1

4
5
.8

6
6
.6

8
3
.6

8
9
.6

9
3
.8

6
3
0
.0

5
0
.8

1
6
.0

3
9
.8

3
8
.0

6
7
.0

9
3
.7

1
4

7
0
.0

1
7
9
.1

4
5
.8

6
6
.6

8
3
.6

8
9
.6

9
3
.8

6
3
0
.0

2
5
0
.8

1
6
.0

3
9
.8

3
8
.0

6
7
.0

9
3
.7

0
0
.0

3
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

0
0
.0

4
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

5
2
5
.0

A
6
9
.3

3
4
.3

6
1
.0

7
0
.0

7
8
.6

9
8
.6

4
2
0
.0

B
7
5
.5

4
4
.5

6
3
.8

7
3
.4

8
8
.3

9
1
.9

6
3
0
.0

C
7
1
.2

4
3
.5

5
5
.2

7
1
.4

8
3
.6

8
9
.7

5
2
5
.0

D
6
7
.3

2
5
.4

5
5
.8

6
5
.3

8
1
.7

9
5
.4

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

1
1
.7
%

1
8
.1
%

2
3
.0
%

4
1
.8
%

5
.3
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

0

校
種
・
学
年

小
学
校
第
6
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
5
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

知
識
・
技
能

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

0

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 0

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

思
考
・
判
断
・
表
現

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1
.7
%

1
8
.1
%

2
3
.0
%

4
1
.8
%

5
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  中
学
校
第

1
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

知 識 ・ 技 能

思 考 ・ 判 断 ・ 表 現

主 体 的 に 学 習 に 取 り 組

む 態 度

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
植
物
の
体
内
の
水
な
ど
の
行
方
や
葉
で
で
ん
ぷ
ん
を
つ
く
る
働
き
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
植
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
つ
こ
と

葉
の
光
合
成
を
調
べ
る
実
験
に
つ
い
て
、
葉
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
箔
を
か
ぶ
せ
る
理
由
を
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

7
4
.3

4
1
.7

6
3
.2

7
8
.5

8
9
.1

9
7
.7

2
.6

1
2
.9

3
.9

0
.1

0
.0

0
.0

2
1

2
植
物
の
体
内
の
水
な
ど
の
行
方
や
葉
で
で
ん
ぷ
ん
を
つ
く
る
働
き
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
植
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
つ
こ
と

植
物
と
日
光
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
実
験
か
ら
、
分
か
る
こ
と
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
5
.9

8
2
.8

9
5
.3

9
8
.4

9
9
.0

1
0
0
.0

0
.4

2
.6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
根
、
茎
及
び
葉
に
は
、
水
の
通
り
道
が
あ
り
、
根
か
ら
吸
い
上
げ
た
水
は
主
に
葉
か
ら
蒸
散
し
て
い
る
こ
と

染
色
し
た
水
の
通
り
道
を
表
し
た
図
か
ら
、
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
く
き
の
横
と
縦
の
よ
う
す
を
あ
ら
わ
す
も
の
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
3
.6

3
7
.1

4
6
.5

6
6
.3

8
1
.0

9
1
.5

0
.7

5
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

4
2

1
体
内
に
酸
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
体
外
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

吸
気
と
呼
気
の
酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
結
果
か
ら
、
人
の
呼
吸
に
つ
い
て
分
か
る
こ
と
を
考
察
し
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

1
6
.9

2
.6

6
.5

1
2
.1

3
1
.1

5
6
.2

2
.9

1
4
.6

3
.9

0
.5

0
.0

0
.0

5
2

2
食
べ
物
は
、
口
、
胃
、
腸
な
ど
を
通
る
間
に
消
化
、
吸
収
さ
れ
、
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
物
は
排
出
さ
れ
る
こ
と

唾
液
の
実
験
で
4
0
℃
く
ら
い
の
湯
に
５
分
間
入
れ
て
お
く
理
由
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
6
.1

4
3
.7

8
1
.7

9
4
.0

9
8
.0

1
0
0
.0

0
.6

4
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
2

3
食
べ
物
は
、
口
、
胃
、
腸
な
ど
を
通
る
間
に
消
化
、
吸
収
さ
れ
、
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
物
は
排
出
さ
れ
る
こ
と

唾
液
の
は
た
ら
き
の
実
験
の
結
果
か
ら
、
唾
液
の
は
た
ら
き
で
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
6
.4

2
9
.5

5
8
.5

8
6
.5

9
5
.4

1
0
0
.0

0
.7

5
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

7
2

4
血
液
は
、
心
臓
の
働
き
で
体
内
を
巡
り
、
養
分
、
酸
素
及
び
二
酸
化
炭
素
な
ど
を
運
ん
で
い
る
こ
と

体
を
め
ぐ
る
血
液
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
6
.9

2
3
.8

3
1
.1

5
8
.3

8
4
.0

9
5
.4

1
.3

7
.3

0
.3

0
.5

0
.2

0
.0

8
3

1
土
地
は
、
礫
、
砂
、
粘
土
、
火
山
灰
及
び
岩
石
か
ら
で
き
て
お
り
、
層
を
つ
く
っ
て
広
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と

ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
の
デ
ー
タ
を
基
に
正
し
く
作
成
さ
れ
た
柱
状
図
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
7
.1

2
3
.2

5
1
.2

7
1
.9

9
0
.1

9
6
.2

0
.8

5
.0

0
.3

0
.0

0
.2

0
.0

9
3

2
土
地
は
、
礫
、
砂
、
粘
土
、
火
山
灰
及
び
岩
石
か
ら
で
き
て
お
り
、
層
を
つ
く
っ
て
広
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と

砂
の
層
や
れ
き
と
砂
の
層
に
含
ま
れ
る
れ
き
や
砂
の
粒
が
丸
み
を
も
っ
て
い
る
理
由
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
9
.2

5
6
.0

8
9
.3

9
3
.3

9
9
.4

1
0
0
.0

0
.8

5
.0

0
.0

0
.1

0
.2

0
.0

1
0

3
3

地
層
は
、
流
れ
る
水
の
働
き
や
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
、
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と

地
層
の
モ
デ
ル
実
験
の
結
果
か
ら
、
実
際
の
砂
や
ど
ろ
の
層
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
で
き
た
か
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
8
.1

0
.7

6
.8

2
1
.4

5
6
.2

8
7
.7

1
2
.7

4
0
.4

2
0
.1

7
.7

2
.0

0
.0

1
1

4
1

月
の
輝
い
て
い
る
側
に
太
陽
が
あ
る
こ
と
月
の
形
は
、
太
陽
と
月
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と

同
じ
時
刻
に
観
察
し
た
三
日
月
、
半
月
、
満
月
の
記
録
か
ら
太
陽
の
位
置
を
予
想
し
て
、
観
察
し
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
6
.1

2
7
.8

2
8
.2

4
1
.9

6
6
.5

8
8
.5

1
.8

7
.0

1
.6

1
.0

0
.6

0
.0

1
2

4
2

月
の
輝
い
て
い
る
側
に
太
陽
が
あ
る
こ
と
月
の
形
は
、
太
陽
と
月
の
位
置
関
係
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と

月
の
見
え
方
を
調
べ
る
モ
デ
ル
実
験
に
つ
い
て
、
ボ
ー
ル
、
電
灯
、
自
分
を
何
に
見
立
て
て
い
る
か
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
8
.4

4
9
.7

8
6
.2

9
5
.1

9
9
.0

1
0
0
.0

2
.0

1
1
.9

1
.3

0
.2

0
.0

0
.0

1
3

5
1

電
気
は
、
つ
く
り
だ
し
た
り
蓄
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

手
回
し
発
電
機
や
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の
使
い
方
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
8
.2

3
5
.4

6
8
.9

8
5
.0

9
4
.1

9
8
.5

1
.2

7
.3

0
.5

0
.1

0
.0

0
.0

1
4

5
2

電
気
は
、
光
、
音
、
熱
な
ど
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

明
か
り
の
つ
い
て
い
た
時
間
の
デ
ー
タ
よ
り
、
豆
電
球
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
性
能
を
比
較
す
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
5
.9

5
3
.6

7
4
.4

9
3
.2

9
8
.0

1
0
0
.0

0
.9

5
.6

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

1
5

6
1

石
灰
水
と
気
体
検
知
管
の
目
的
と
使
い
方
を
知
り
、
二
酸
化
炭
素
や
気
体
の
濃
度
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る

気
体
検
知
管
の
値
を
読
み
取
り
、
正
し
い
も
の
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

8
0
.9

4
2
.7

7
0
.5

8
7
.2

9
6
.4

9
9
.2

1
.9

1
0
.3

2
.3

0
.2

0
.0

0
.0

1
6

6
2

植
物
体
が
燃
え
る
と
き
に
は
、
空
気
中
の
酸
素
が
使
わ
れ
て
二
酸
化
炭
素
が
で
き
る
こ
と

複
数
の
実
験
の
結
果
か
ら
、
空
気
中
の
酸
素
と
物
の
燃
焼
や
動
物
、
植
物
と
の
関
わ
り
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

3
1
.6

2
.0

7
.0

3
0
.3

5
5
.4

8
9
.2

1
6
.1

4
7
.4

2
7
.4

1
0
.5

2
.4

0
.0

1
7

7
1

い
ろ
い
ろ
な
水
溶
液
の
性
質
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
水
溶
液
の
性
質
や
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

3
つ
の
水
溶
液
を
い
ろ
い
ろ
な
実
験
の
結
果
よ
り
推
論
し
て
特
定
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

基
礎
C

●
■

5
0
.9

4
.0

2
0
.1

5
3
.5

8
6
.5

9
6
.2

4
.3

2
0
.9

5
.5

1
.1

0
.0

0
.0

1
8

7
2

い
ろ
い
ろ
な
水
溶
液
の
性
質
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
水
溶
液
の
性
質
や
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

未
知
の
水
溶
液
を
特
定
す
る
た
め
の
実
験
を
計
画
し
、
結
果
を
推
定
し
て
特
定
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
6
.8

2
.3

1
4
.1

4
6
.9

8
4
.8

9
7
.7

1
8
.6

5
1
.3

3
0
.3

1
5
.2

0
.6

0
.0

1
9

7
3

い
ろ
い
ろ
な
水
溶
液
の
性
質
や
金
属
を
変
化
さ
せ
る
様
子
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
水
溶
液
の
性
質
や
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

塩
酸
に
溶
け
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
粉
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

3
4
.8

1
1
.3

1
2
.0

2
8
.1

6
2
.6

9
2
.3

2
.6

1
3
.9

2
.3

0
.4

0
.2

0
.0

2
0

7
4

い
ろ
い
ろ
な
水
溶
液
の
性
質
や
金
属
を
変
化
さ
せ
る
様
子
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
水
溶
液
の
性
質
や
働
き
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
の
な
べ
を
洗
う
時
に
使
わ
な
い
方
が
よ
い
洗
剤
を
選
び
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

8
.1

1
.0

1
.3

5
.9

1
1
.5

4
6
.2

4
.9

2
3
.2

5
.5

1
.4

0
.4

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
6
0
.3

2
8
.5

4
5
.6

6
2
.4

7
8
.9

9
1
.6

1
4

7
0
.0

7
1
.5

3
7
.2

5
8
.1

7
5
.2

8
9
.3

9
7
.0

6
3
0
.0

3
4
.3

8
.4

1
6
.5

3
2
.5

5
4
.7

7
9
.1

1
4

7
0
.0

1
7
1
.5

3
7
.2

5
8
.1

7
5
.2

8
9
.3

9
7
.0

6
3
0
.0

2
3
4
.3

8
.4

1
6
.5

3
2
.5

5
4
.7

7
9
.1

0
0
.0

3
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

0
0
.0

4
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

A
8
2
.0

4
4
.5

7
1
.7

8
9
.1

9
6
.0

9
9
.2

6
3
0
.0

B
4
2
.2

1
0
.5

2
0
.8

4
2
.0

6
6
.2

8
6
.8

7
3
5
.0

C
6
7
.2

3
7
.3

5
4
.7

7
0
.6

8
2
.5

9
1
.5

5
2
5
.0

D
6
3
.8

3
1
.5

5
2
.3

6
4
.7

8
2
.3

9
4
.5

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

1
4
.0
%

1
7
.8
%

3
8
.8
%

2
3
.4
%

6
.0
%

7
3
5
.0

1
3

6
5
.0

0
0
.0

7
3
5
.0

1
3

6
5
.0

0
0
.0

7
3
5
.0

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

0

校
種
・
学
年

中
学
校
第
1
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

小
学
校
第
6
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

知
識
・
技
能

対
応
教
科
書

大
日
本
図
書

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

0

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 0

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

思
考
・
判
断
・
表
現

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
4
.0
%

1
7
.8
%

3
8
.8
%

2
3
.4
%

6
.0
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

自 然 事 象 へ の 関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

科 学 的 な 思 考 ・ 表 現

観 察 ・ 実 験 の 技 能

自 然 事 象 に つ い て の 知

識 ・ 理 解

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
植
物
の
花
や
葉
、
茎
、
根
の
特
徴
を
捉
え
、
分
類
す
る
こ
と

分
類
条
件
か
ら
単
子
葉
類
の
な
か
ま
で
あ
る
こ
と
を
導
き
、
単
子
葉
類
の
特
徴
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

3
1
.1

2
.4

9
.6

3
0
.3

6
8
.8

9
5
.4

4
.6

1
1
.2

6
.8

2
.6

0
.0

0
.0

2
1

2
合
弁
花
類
と
離
弁
花
類
を
分
類
す
る
た
め
の
条
件
を
捉
え
る
こ
と

合
弁
花
類
に
は
あ
て
は
ま
る
が
、
離
弁
花
類
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
植
物
の
特
徴
を
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

基
礎
B

●
■

1
4
.6

1
.2

2
.7

9
.9

3
3
.4

7
1
.0

3
4
.3

6
2
.1

4
6
.5

3
0
.0

9
.0

0
.0

3
1

3
種
子
植
物
と
種
子
を
つ
く
ら
な
い
植
物
の
違
い
を
捉
え
、
分
類
す
る
こ
と

分
類
条
件
か
ら
、
裸
子
植
物
、
シ
ダ
植
物
、
コ
ケ
植
物
を
判
別
し
、
分
類
さ
れ
る
植
物
を
答
え
る

選
択

選
択

基
礎
B

●
■

3
6
.1

3
.2

1
3
.2

3
8
.0

7
5
.6

9
6
.9

4
.5

1
2
.2

6
.4

2
.0

0
.0

0
.0

4
2

1
生
物
の
観
察
と
の
関
連
で
観
察
器
具
の
操
作
な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と

顕
微
鏡
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
真
横
か
ら
見
な
が
ら
近
付
け
、
接
眼
レ
ン
ズ
を
見
な
が
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

8
2
.5

6
0
.4

8
0
.6

8
7
.7

9
3
.3

9
9
.2

1
.3

4
.6

0
.9

0
.4

0
.0

0
.0

5
2

2
動
物
を
体
の
つ
く
り
や
子
の
生
ま
れ
方
な
ど
か
ら
分
類
す
る
た
め
の
条
件
を
捉
え
る
こ
と

動
物
を
分
類
す
る
た
め
、
表
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
条
件
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

活
用
A

●
■

4
6
.8

1
0
.8

3
5
.8

5
2
.6

7
3
.0

9
1
.6

1
.9

7
.3

1
.4

0
.5

0
.0

0
.0

6
2

3
動
物
の
体
の
つ
く
り
や
子
の
生
ま
れ
方
な
ど
の
特
徴
を
捉
え
、
分
類
す
る
こ
と

分
類
条
件
や
具
体
的
な
動
物
名
を
も
と
に
、
魚
類
、
ハ
チ
ュ
ウ
類
、
ホ
ニ
ュ
ウ
類
の
分
類
名
を
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

基
礎
C

●
■

4
8
.9

1
7
.1

3
0
.1

5
6
.3

7
7
.8

9
0
.8

8
.1

2
7
.9

9
.1

1
.6

0
.3

0
.0

7
3

1
火
山
の
形
、
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
、
マ
グ
マ
の
粘
性
と
関
連
付
け
な
が
ら
捉
え
る
こ
と

火
山
の
形
、
溶
岩
の
色
、
噴
火
の
様
子
に
つ
い
て
、
マ
グ
マ
の
ね
ば
り
け
な
ど
の
性
質
と
関
連
付
け
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
2
.8

2
5
.7

5
0
.8

7
2
.5

8
6
.8

9
9
.2

0
.8

3
.7

0
.5

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

2
地
震
の
大
き
さ
や
伝
わ
り
方
の
規
則
性
を
捉
え
る
こ
と

震
源
か
ら
の
距
離
と
地
震
に
つ
い
て
、
P
波
と
S
波
の
特
徴
と
関
連
付
け
、
主
要
動
、
初
期
微
動
継
続
時
間
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
6
.0

6
.4

2
2
.1

5
4
.0

8
5
.4

9
8
.5

3
5
.3

6
9
.4

5
4
.4

2
5
.7

5
.3

0
.0

9
4

1
地
層
を
構
成
す
る
堆
積
岩
の
特
徴
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で
堆
積
し
た
か
捉
え
る
こ
と

れ
き
岩
、
砂
岩
、
泥
岩
と
石
灰
岩
と
チ
ャ
ー
ト
の
特
徴
か
ら
、
石
灰
岩
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で
堆
積
し
た
か
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
1
.3

4
4
.5

6
5
.8

7
7
.8

8
9
.3

8
7
.0

1
.3

5
.1

0
.7

0
.4

0
.0

0
.0

1
0

4
2

示
相
化
石
や
示
準
化
石
か
ら
過
去
の
環
境
や
地
質
年
代
を
推
定
す
る
こ
と

凝
灰
岩
の
層
に
挟
ま
れ
た
ビ
カ
リ
ア
（
示
準
化
石
）
か
ら
当
時
起
こ
っ
た
こ
と
と
地
質
年
代
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

2
9
.3

1
2
.2

2
6
.0

3
1
.5

3
7
.1

5
9
.5

3
1
.8

6
1
.1

4
0
.8

2
5
.4

1
0
.7

3
.8

1
1

5
1

光
が
水
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
物
質
の
境
界
面
で
反
射
、
屈
折
す
る
と
き
の
規
則
性
に
つ
い
て
捉
え
る
こ
と

半
円
形
ガ
ラ
ス
を
通
り
ぬ
け
る
光
の
道
筋
を
調
べ
、
光
の
屈
折
に
つ
い
て
作
図
し
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
4
.7

2
9
.8

4
4
.9

5
9
.0

7
3
.9

8
8
.5

5
.0

1
8
.8

3
.9

1
.2

0
.0

0
.0

1
2

5
2

凸
レ
ン
ズ
の
働
き
に
つ
い
て
、
物
体
の
位
置
と
像
の
位
置
及
び
像
の
大
き
さ
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と

花
び
ん
を
通
し
て
向
こ
う
に
あ
る
物
体
を
見
る
と
上
下
左
右
が
反
対
に
見
え
る
理
由
を
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
4
.9

2
.4

1
0
.7

2
2
.9

5
1
.7

8
0
.9

3
2
.3

6
3
.6

4
3
.5

2
6
.1

6
.7

0
.8

1
3

5
3

音
は
も
の
が
振
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
、
音
の
高
さ
や
大
き
さ
と
発
音
体
の
振
動
の
仕
方
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と

オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
等
の
波
形
か
ら
同
じ
高
さ
の
音
を
示
す
波
形
と
高
く
て
大
き
な
音
を
示
す
波
形
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

3
8
.3

7
.6

1
8
.2

4
1
.9

6
9
.1

9
6
.9

2
.8

1
1
.5

1
.4

0
.4

0
.6

0
.0

1
4

6
1

重
さ
（
物
体
に
働
く
重
力
の
お
お
き
さ
）
と
質
量
（
場
所
に
よ
っ
て
変
わ
ら
な
い
量
）
の
違
い
に
つ
い
て
捉
え
る
こ
と

地
球
上
と
月
面
上
の
重
力
と
質
量
の
違
い
に
つ
い
て
、
ば
ね
の
伸
び
を
測
定
し
た
値
と
上
皿
て
ん
び
ん
の
図
か
ら
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
9
.2

3
9
.6

7
3
.8

9
1
.5

9
8
.3

1
0
0
.0

2
.2

1
0
.0

0
.7

0
.3

0
.0

0
.0

1
5

6
2

ば
ね
の
か
た
さ
や
本
数
の
違
い
に
よ
る
、
ば
ね
の
伸
び
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と

ば
ね
の
条
件
を
か
え
て
行
っ
た
実
験
の
結
果
を
も
と
に
、
お
も
り
の
質
量
と
ば
ね
の
伸
び
の
関
係
を
表
す
グ
ラ
フ
を
作
図
す
る

選
択

通
常

活
用
A

●
■

4
5
.8

4
.9

2
2
.8

5
4
.1

8
5
.1

9
6
.2

2
7
.8

6
9
.9

3
9
.2

1
5
.6

0
.8

0
.8

1
6

7
1

身
の
回
り
の
物
質
に
つ
い
て
密
度
や
加
熱
し
た
と
き
の
変
化
な
ど
固
有
の
性
質
が
あ
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と

い
ろ
い
ろ
な
物
質
の
体
積
と
質
量
の
デ
ー
タ
か
ら
密
度
を
求
め
、
そ
の
物
質
を
特
定
し
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
5
.5

1
3
.0

4
9
.0

8
3
.6

9
6
.1

1
0
0
.0

1
0
.9

3
5
.2

1
3
.7

3
.0

0
.3

0
.0

1
7

7
2

加
熱
器
具
と
し
て
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
目
的
、
構
造
、
使
い
方
を
知
り
、
操
作
で
き
る
こ
と

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
に
火
を
つ
け
て
炎
を
調
節
す
る
と
き
の
、
正
し
い
操
作
の
手
順
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
1
.3

3
6
.2

6
8
.1

7
9
.4

8
8
.5

9
8
.5

1
.7

8
.1

0
.7

0
.0

0
.0

0
.0

1
8

7
3

気
体
を
発
生
さ
せ
る
方
法
、
気
体
の
捕
集
法
な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と

水
上
置
換
法
・
上
方
置
換
法
・
下
方
置
換
法
に
つ
い
て
、
水
へ
の
溶
け
や
す
さ
と
密
度
の
大
き
さ
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
ぶ

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
0
.4

2
0
.0

4
8
.3

6
9
.0

8
9
.6

9
9
.2

4
.4

1
7
.1

4
.1

0
.4

0
.0

0
.0

1
9

8
1

水
溶
液
か
ら
溶
質
を
取
り
出
す
こ
と
に
つ
い
て
溶
解
度
曲
線
と
関
連
付
け
て
捉
え
る
こ
と

8
0
℃
の
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
の
飽
和
水
溶
液
を
2
0
℃
に
冷
や
す
と
何
ｇ
が
再
結
晶
し
て
出
て
く
る
か
、
溶
解
度
曲
線
を
も
と
に
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
0
.6

1
3
.4

2
4
.6

6
0
.8

8
7
.1

9
7
.7

4
.1

1
4
.7

5
.0

0
.5

0
.0

0
.0

2
0

8
2

状
態
変
化
に
よ
っ
て
物
質
の
体
積
は
変
化
す
る
が
質
量
は
変
化
し
な
い
こ
と
を
捉
え
る
こ
と

液
体
の
エ
タ
ノ
ー
ル
に
固
体
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
入
れ
る
と
ど
う
な
る
か
、
実
験
の
結
果
を
質
量
、
体
積
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
3
.5

0
.5

2
.3

1
9
.9

5
7
.6

9
3
.9

3
2
.6

6
8
.9

4
8
.3

2
3
.4

2
.5

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
4
9
.2

1
7
.6

3
5
.0

5
4
.6

7
5
.9

9
2
.1

1
4

7
0
.0

5
4
.8

2
2
.4

4
1
.4

6
1
.3

8
0
.5

9
4
.3

6
3
0
.0

3
6
.0

6
.2

1
9
.9

3
9
.2

6
5
.0

8
6
.8

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

6
3
0
.0

2
3
6
.0

6
.2

1
9
.9

3
9
.2

6
5
.0

8
6
.8

5
2
5
.0

3
6
3
.9

3
2
.0

5
3
.3

7
1
.2

8
6
.5

9
6
.6

9
4
5
.0

4
4
9
.8

1
7
.1

3
4
.8

5
5
.8

7
7
.2

9
3
.0

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

5
2
5
.0

A
4
8
.6

1
6
.9

3
4
.1

5
3
.9

7
5
.6

9
2
.5

5
2
5
.0

B
5
4
.3

1
6
.6

3
8
.5

6
2
.5

8
3
.8

9
7
.9

6
3
0
.0

C
4
3
.3

1
5
.9

2
8
.7

4
5
.8

7
0
.3

9
0
.8

4
2
0
.0

D
5
2
.4

2
2
.2

4
1
.2

5
9
.0

7
4
.6

8
6
.1

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

1
9
.7
%

2
1
.2
%

3
5
.6
%

1
7
.2
%

6
.3
%

7
3
5
.0

1
4

7
0
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

1
3

6
5
.0

0
0
.0

6
3
0
.0

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

0

校
種
・
学
年

中
学
校
第
2
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

中
学
校
第
1
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

東
京
書
籍

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 0

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
9
.7
%

2
1
.2
%

3
5
.6
%

1
7
.2
%

6
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

自 然 事 象 へ の 関 心 ・ 意

欲 ・ 態 度

科 学 的 な 思 考 ・ 表 現

観 察 ・ 実 験 の 技 能

自 然 事 象 に つ い て の 知

識 ・ 理 解

エ ネ ル ギ ー

粒 子

生 命

地 球

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
染
色
し
た
り
顕
微
鏡
の
倍
率
を
変
え
た
り
し
て
観
察
を
行
い
、
植
物
と
動
物
の
細
胞
の
つ
く
り
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と

酢
酸
オ
ル
セ
イ
ン
で
染
色
す
る
と
よ
く
見
え
る
部
分
を
選
ん
で
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
8
.9

4
6
.9

7
6
.3

9
2
.5

9
6
.3

1
0
0
.0

0
.4

1
.7

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

2
植
物
の
維
管
束
に
つ
い
て
、
観
察
の
結
果
と
関
連
付
け
て
捉
え
る
こ
と

染
色
し
た
根
茎
葉
の
観
察
を
基
に
、
道
管
・
師
管
の
役
割
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
3
.0

4
8
.0

6
4
.7

8
5
.2

9
0
.8

9
9
.0

0
.4

1
.9

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

3
植
物
と
呼
吸
に
つ
い
て
、
実
験
結
果
と
関
連
付
け
て
捉
え
る
こ
と

植
物
の
呼
吸
で
出
入
り
す
る
気
体
に
つ
い
て
、
石
灰
水
を
使
っ
た
実
験
の
結
果
か
ら
考
察
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

7
6
.4

4
0
.3

7
7
.7

8
8
.5

9
5
.7

9
7
.9

5
.3

2
0
.9

1
.9

0
.2

0
.0

0
.0

4
2

1
動
物
の
消
化
・
吸
収
に
つ
い
て
、
観
察
・
実
験
を
行
い
、
観
察
・
実
験
の
結
果
と
関
連
付
け
て
捉
え
る
こ
と

だ
液
に
よ
る
で
ん
ぷ
ん
の
変
化
の
実
験
で
、
ヨ
ウ
素
液
及
び
ベ
ネ
ジ
ク
ト
液
で
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
9
.0

3
0
.5

6
6
.8

8
1
.8

9
3
.4

9
9
.0

1
.1

4
.5

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

5
2

2
動
物
の
血
液
の
循
環
に
つ
い
て
、
観
察
・
実
験
を
行
い
、
観
察
・
実
験
の
結
果
と
関
連
付
け
て
捉
え
る
こ
と

肺
循
環
・
体
循
環
の
図
か
ら
、
酸
素
を
多
く
含
ん
だ
血
液
（
動
脈
血
）
と
二
酸
化
炭
素
を
多
く
ふ
く
む
血
液
（
静
脈
血
）
が
流
れ
る
血
管
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

4
6
.0

1
5
.8

3
0
.8

5
6
.3

7
8
.5

9
4
.8

1
.5

5
.8

0
.6

0
.2

0
.3

0
.0

6
2

3
動
物
が
外
界
の
刺
激
に
適
切
に
反
応
し
て
い
る
こ
と
を
感
覚
器
官
、
神
経
系
の
仕
組
み
と
関
連
し
て
捉
え
る
こ
と

無
意
識
の
う
ち
に
明
る
い
と
こ
ろ
で
は
瞳
が
小
さ
く
、
暗
い
と
こ
ろ
で
は
瞳
が
大
き
く
変
化
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
6
.2

2
0
.3

4
3
.4

7
2
.7

8
3
.7

9
6
.9

0
.3

1
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

7
3

1
霧
や
雲
の
発
生
に
つ
い
て
、
気
温
に
よ
る
飽
和
水
蒸
気
量
の
変
化
、
湿
度
の
変
化
と
関
連
付
け
て
捉
え
る
こ
と

雲
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
水
蒸
気
、
上
昇
、
膨
張
、
気
温
、
露
点
の
言
葉
を
選
び
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
1
.9

2
1
.3

4
0
.3

6
1
.3

8
4
.2

8
7
.6

0
.7

2
.8

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

8
3

2
前
線
の
通
過
に
伴
う
天
気
の
変
化
に
つ
い
て
、
観
測
結
果
に
基
づ
い
て
、
暖
気
、
寒
気
と
関
連
付
け
て
捉
え
る
こ
と

寒
冷
前
線
の
通
過
に
伴
う
天
気
の
特
徴
的
な
変
化
に
つ
い
て
、
気
温
、
湿
度
、
風
向
、
風
力
の
気
象
デ
ー
タ
か
ら
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
4
.0

2
3
.9

4
8
.4

6
0
.2

8
1
.1

9
3
.8

0
.9

3
.6

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

9
3

3
日
本
の
気
象
を
大
気
の
動
き
関
連
付
け
て
、
海
洋
の
影
響
に
関
連
付
け
て
捉
え
る
こ
と

１
日
の
海
陸
風
、
夏
と
冬
の
季
節
風
に
つ
い
て
大
陸
と
海
洋
の
気
温
の
変
化
の
違
い
か
ら
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

6
7
.4

3
5
.2

6
2
.7

8
0
.2

8
8
.3

9
2
.8

0
.8

3
.4

0
.2

0
.0

0
.0

0
.0

1
0

3
4

気
象
情
報
や
天
気
図
を
も
と
に
天
気
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
予
想
す
る
こ
と

低
気
圧
や
前
線
の
天
気
図
と
気
温
・
湿
度
・
気
圧
・
風
向
・
風
力
な
ど
の
気
象
情
報
か
ら
翌
日
の
天
気
を
予
想
し
根
拠
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
1
.1

0
.6

8
.3

2
9
.4

3
4
.7

8
9
.7

1
8
.3

4
5
.4

2
0
.2

7
.6

2
.9

0
.0

1
1

4
1

電
流
は
電
子
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と

図
を
見
て
、
電
流
が
流
れ
る
と
は
－
の
電
気
を
帯
び
た
小
さ
な
粒
子
（
電
子
）
が
－
極
か
ら
＋
極
へ
移
動
す
る
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

5
4
.3

1
7
.9

4
4
.7

6
7
.5

8
4
.5

9
1
.8

0
.5

2
.3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

4
2

電
流
計
・
電
圧
計
・
電
源
装
置
の
使
い
方
を
知
り
、
計
測
す
る
こ
と

回
路
に
計
器
を
つ
な
い
だ
２
つ
の
図
か
ら
、
電
流
計
と
電
圧
計
の
正
し
い
つ
な
ぎ
方
を
選
び
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

6
1
.0

1
3
.0

5
1
.0

8
0
.5

9
6
.0

9
9
.0

3
.1

1
1
.9

1
.3

0
.2

0
.0

0
.0

1
3

5
1

金
属
線
に
加
わ
る
電
圧
と
電
流
の
測
定
を
行
い
、
電
圧
と
電
流
の
関
係
及
び
抵
抗
と
の
規
則
性
を
捉
え
る
こ
と

電
圧
と
電
流
の
グ
ラ
フ
を
読
み
取
り
、
電
圧
2
.0
V
、
電
流
0
.1
0
A
時
の
抵
抗
の
大
き
さ
、
電
圧
6
.0
V
時
の
電
圧
の
大
き
さ
を
求
め
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
2
.3

1
4
.1

5
5
.5

7
9
.5

9
7
.1

9
9
.0

1
.8

6
.0

1
.9

0
.0

0
.0

0
.0

1
4

5
2

電
流
に
よ
る
発
熱
実
験
に
よ
り
、
電
力
の
違
い
に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
の
量
に
違
い
が
あ
る
こ
と

3
つ
の
電
熱
線
に
よ
る
発
熱
量
の
グ
ラ
フ
か
ら
デ
ー
タ
を
読
み
取
り
、
発
熱
量
＝
電
力
×
時
間
で
あ
る
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
6
.4

4
1
.8

7
5
.9

8
8
.5

9
6
.3

9
7
.9

1
.6

6
.2

0
.9

0
.0

0
.0

0
.0

1
5

5
3

コ
イ
ル
や
磁
石
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
電
磁
誘
導
に
よ
る
電
流
が
得
ら
れ
る
こ
と

棒
磁
石
の
N
極
の
下
か
ら
コ
イ
ル
を
近
づ
け
た
と
き
の
検
流
計
の
針
の
よ
う
に
つ
い
て
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

2
9
.5

7
.7

1
6
.3

3
2
.4

6
2
.2

7
3
.2

1
3
.9

4
1
.4

1
2
.4

3
.7

1
.1

0
.0

1
6

6
1

炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
加
熱
す
る
と
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
二
酸
化
炭
素
、
水
に
分
解
す
る
こ
と

発
生
し
た
気
体
を
石
灰
水
で
、
液
体
を
塩
化
コ
バ
ル
ト
紙
で
、
個
体
を
水
に
溶
か
し
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
溶
液
で
調
べ
た
結
果
か
ら
分
か
る
こ
と
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

7
7
.4

3
4
.1

7
5
.7

9
5
.8

9
9
.4

1
0
0
.0

2
.1

7
.9

0
.9

0
.2

0
.0

0
.0

1
7

6
2

物
質
は
原
子
や
分
子
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
、
原
子
は
記
号
で
、
化
合
物
の
組
成
は
化
学
式
で
表
さ
れ
る
こ
と

水
、
二
酸
化
炭
素
、
食
塩
に
つ
い
て
、
分
子
モ
デ
ル
か
ら
化
学
式
を
答
え
る

自
由
記
述

複
合
条
件

基
礎
C

●
■

5
8
.0

2
3
.9

4
6
.6

7
4
.0

8
6
.0

8
5
.6

2
.3

8
.7

1
.1

0
.2

0
.0

0
.0

1
8

7
1

鉄
な
ど
の
金
属
の
酸
化
と
酸
化
物
に
つ
い
て
性
質
の
違
い
を
捉
え
る
こ
と

酸
化
銅
か
ら
酸
素
を
と
る
実
験
で
、
反
応
が
終
わ
っ
た
ら
石
灰
水
か
ら
ガ
ラ
ス
管
を
取
り
出
し
、
ピ
ン
チ
コ
ッ
ク
で
ゴ
ム
管
を
と
め
冷
や
す
理
由
を
答
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
3
.8

3
2
.6

3
8
.2

5
9
.3

8
4
.5

9
6
.9

2
.2

7
.9

1
.1

0
.3

0
.0

0
.0

1
9

7
2

金
属
の
酸
化
物
か
ら
酸
素
を
と
っ
て
金
属
を
取
り
出
す
還
元
の
し
く
み
を
捉
え
る
こ
と

黒
色
の
酸
化
銅
に
炭
素
を
加
え
熱
す
る
と
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
赤
色
の
銅
が
で
き
る
「
銅
の
還
元
の
仕
組
み
」
を
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

1
3
.3

0
.4

3
.7

1
6
.9

1
9
.5

8
4
.5

1
3
.8

4
6
.5

1
0
.4

1
.6

0
.3

0
.0

2
0

7
3

鉄
粉
の
酸
化
を
利
用
し
た
カ
イ
ロ
を
自
作
す
る
な
ど
の
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
、
化
学
変
化
に
よ
る
発
熱
に
つ
い
て
捉
え
る
こ
と

化
学
カ
イ
ロ
が
密
閉
性
の
高
い
外
袋
を
あ
け
内
袋
を
ふ
る
と
暖
か
く
な
る
仕
組
み
を
、
鉄
粉
、
空
気
、
酸
化
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
す
る

自
由
記
述

複
合
条
件

活
用
A

●
■

4
0
.9

5
.5

2
5
.2

5
0
.7

8
1
.4

9
0
.7

1
2
.5

3
6
.9

1
1
.3

3
.7

0
.6

0
.0

2
1

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
3

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
4

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
5

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
0

―
5
6
.0

2
3
.7

4
7
.6

6
7
.7

8
1
.7

9
3
.5

1
4

7
0
.0

6
2
.8

2
9
.0

5
5
.0

7
5
.3

8
8
.9

9
5
.4

6
3
0
.0

4
0
.4

1
1
.3

3
0
.4

4
9
.7

6
4
.9

8
9
.2

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

6
3
0
.0

2
4
0
.4

1
1
.3

3
0
.4

4
9
.7

6
4
.9

8
9
.2

5
2
5
.0

3
6
7
.8

3
0
.6

6
2
.4

8
1
.0

9
4
.2

9
8
.6

9
4
5
.0

4
6
0
.0

2
8
.1

5
0
.9

7
2
.2

8
5
.9

9
3
.6

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

5
2
5
.0

A
5
6
.7

1
8
.9

4
8
.7

6
9
.7

8
7
.2

9
2
.2

5
2
5
.0

B
4
8
.7

1
9
.3

3
7
.9

5
9
.3

7
4
.2

9
1
.5

6
3
0
.0

C
6
6
.6

3
3
.6

6
0
.0

7
9
.5

8
9
.7

9
7
.9

4
2
0
.0

D
4
8
.6

2
0
.3

3
9
.9

5
7
.8

7
2
.1

9
1
.0

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

2
1
0
.0

4
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

7
3
5
.0

2
2
.7
%

2
6
.1
%

2
9
.7
%

1
6
.9
%

4
.7
%

7
3
5
.0

1
3

6
5
.0

0
0
.0

7
3
5
.0

1
3

6
5
.0

0
0
.0

7
3
5
.0

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

教
科
等

理
科

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

0

校
種
・
学
年

中
学
校
第
3
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

中
学
校
第
2
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

東
京
書
籍

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

領
域
別

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球 0

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
2
.7
%

2
6
.1
%

2
9
.7
%

1
6
.9
%

4
.7
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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特定の課題に対する調査 
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Ⅲ―

４ 

外
国
語 

特
定
の
課
題
に
対
す
る
調
査 

教
科
等
別
結
果 



１
 
各
学
年
の
結
果
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 中
学
校
第

2
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ

の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度

外 国 語 表 現 の 能 力

外 国 語 理 解 の 能 力

言 語 や 文 化 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

聞 く こ と

話 す こ と

読 む こ と

書 く こ と

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
1
ア
(イ
)情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と

動
作
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

9
8
.2

8
8
.8

9
7
.9

9
9
.1

9
9
.5

1
0
0
.0

0
.7

7
.3

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

2
1

1
2
ア
(イ
)情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と

時
間
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
聞
き
取
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
1
.6

2
2
.3

3
9
.9

5
7
.1

8
4
.9

8
8
.4

0
.7

5
.6

0
.2

0
.5

0
.0

0
.0

3
1

2
ア
(ア
)強
勢
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
を
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と

対
話
の
内
容
か
ら
正
し
い
強
勢
を
判
断
す
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
2
5
.8

2
1
.8

3
5
.7

2
7
.5

2
0
.4

1
8
.3

2
.0

1
0
.1

2
.1

1
.5

0
.8

0
.0

4
1

3
1
ア
(ウ
)質
問
・
依
頼
な
ど
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と

所
有
者
に
関
す
る
質
問
に
適
切
に
応
じ
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

7
3
.7

1
6
.8

4
6
.5

7
7
.8

9
7
.0

1
0
0
.0

1
.4

1
0
.6

1
.9

0
.2

0
.0

0
.0

5
1

3
2
ア
(ウ
)質
問
・
依
頼
な
ど
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と

手
段
に
関
す
る
質
問
に
適
切
に
応
じ
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

6
2
.9

1
7
.3

3
7
.1

5
9
.8

8
8
.7

9
2
.7

1
.7

1
1
.7

2
.3

0
.5

0
.2

0
.0

6
1

4
1
ア
(エ
)聞
き
返
す
・
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
返
す

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
9
0
.0

5
8
.7

8
2
.4

9
4
.0

9
7
.2

1
0
0
.0

0
.8

8
.4

0
.2

0
.2

0
.0

0
.0

7
1

4
2
イ
(エ
)つ
な
ぎ
言
葉
を
用
い
る
な
ど
工
夫
し
て
話
を
続
け
る
こ
と

話
を
続
け
る
た
め
に
つ
な
ぎ
言
葉
を
用
い
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
9
3
.0

5
9
.8

8
7
.3

9
7
.6

9
9
.4

1
0
0
.0

0
.9

8
.4

0
.2

0
.3

0
.0

0
.0

8
1

5
1
エ
(ウ
)聞
い
た
こ
と
・
読
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
メ
モ
を
と
る
こ
と

聞
い
た
こ
と
に
つ
い
て
メ
モ
を
と
る

記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

6
8
.0

5
.0

3
2
.9

7
6
.1

9
2
.3

1
0
0
.0

8
.3

4
6
.4

1
7
.8

1
.8

0
.0

0
.0

9
1

5
2
ア
(イ
)情
報
を
正
確
に
聞
き
取
り
、
エ
(イ
)正
し
く
文
を
書
く
こ
と

ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
正
確
に
聞
き
取
り
、
質
問
に
対
す
る
答
え
を
書
く

自
由
記
述

通
常

活
用
S

●
●

■
2
5
.4

1
.1

3
.5

1
4
.7

3
9
.4

9
8
.2

2
5
.4

7
6
.0

5
3
.8

2
0
.7

3
.8

0
.0

1
0

1
5

3
ア
(オ
)概
要
・
要
点
を
聞
き
取
る
こ
と

ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
正
確
に
聞
き
取
る

選
択

通
常

活
用
A

●
■

5
9
.3

1
6
.2

4
2
.0

5
4
.7

7
7
.9

9
7
.6

2
.6

1
6
.2

4
.5

0
.8

0
.0

0
.0

1
1

2
1

1
イ
(イ
)考
え
や
気
持
ち
、
事
実
な
ど
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と

誘
い
に
対
す
る
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
7
7
.4

1
6
.8

5
1
.2

8
4
.7

9
8
.4

1
0
0
.0

1
.8

1
3
.4

1
.6

1
.1

0
.0

0
.0

1
2

2
1

2
イ
(イ
)考
え
や
気
持
ち
、
事
実
な
ど
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と

人
物
の
評
価
に
関
す
る
自
分
の
考
え
を
正
し
く
伝
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
8
9
.0

4
6
.9

7
7
.2

9
4
.9

9
9
.8

9
9
.4

1
.3

1
0
.1

1
.9

0
.2

0
.0

0
.0

1
3

2
2

1
エ
(イ
)語
と
語
の
つ
な
が
り
な
ど
に
注
意
し
て
正
し
く
文
を
書
く
こ
と

語
と
語
の
つ
な
が
り
に
注
意
し
て
正
し
く
文
を
並
び
替
え
る

記
述

完
答

基
礎
B

●
●

■
3
4
.1

0
.6

5
.4

2
4
.0

6
3
.4

7
2
.0

3
.2

2
3
.5

4
.2

0
.9

0
.0

0
.0

1
4

2
2

2
エ
(イ
)語
と
語
の
つ
な
が
り
な
ど
に
注
意
し
て
正
し
く
文
を
書
く
こ
と

語
と
語
の
つ
な
が
り
に
注
意
し
て
正
し
く
文
を
並
び
替
え
る

記
述

完
答

基
礎
B

●
●

■
3
3
.5

1
.1

9
.4

2
6
.0

5
6
.7

7
2
.0

4
.7

3
0
.2

6
.8

2
.1

0
.0

0
.0

1
5

2
3

1
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
特
定
の
条
件
・
状
況
下
に
お
け
る
質
問
に
答
え
る

記
述

複
合
条
件

基
礎
B

●
■

6
3
.8

7
.3

3
7
.3

6
6
.4

8
8
.9

8
6
.6

2
1
.1

6
8
.7

3
9
.2

1
7
.6

3
.9

3
.7

1
6

2
3

2
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
特
定
の
条
件
・
状
況
下
に
お
け
る
質
問
に
答
え
る

記
述

複
合
条
件

基
礎
B

●
■

5
0
.6

2
.8

1
4
.1

4
1
.9

8
7
.1

9
1
.5

2
3
.7

7
4
.9

4
5
.8

2
1
.6

2
.4

1
.8

1
7

3
1

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

金
額
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

基
礎
B

●
■

6
6
.7

4
.5

2
9
.8

7
4
.2

9
2
.6

9
8
.8

4
.5

3
0
.2

8
.7

0
.5

0
.0

0
.0

1
8

3
2

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

指
示
語
が
意
味
す
る
内
容
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

複
合
条
件

基
礎
B

●
■

6
2
.2

2
4
.0

3
9
.9

5
3
.8

8
8
.2

9
4
.5

4
.3

2
4
.6

6
.8

2
.3

0
.2

0
.0

1
9

3
3

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
が
学
ん
だ
こ
と
を
捉
え
る

記
述

通
常

活
用
A

●
■

6
1
.0

6
.7

2
8
.9

6
8
.9

7
9
.4

9
9
.4

1
5
.0

6
5
.4

3
3
.3

6
.3

1
.4

0
.0

2
0

3
4

エ
(エ
)自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
書
く
こ
と

話
題
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
■

5
4
.5

3
.4

2
6
.3

5
2
.1

7
9
.0

9
8
.8

9
.8

5
5
.3

2
2
.3

1
.4

0
.0

0
.0

2
1

4
1

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
行
動
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

自
由
記
述

通
常

基
礎
B

●
■

7
3
.6

1
0
.1

4
3
.0

8
1
.4

9
7
.3

9
8
.2

6
.3

3
4
.6

1
2
.2

2
.3

0
.2

0
.0

2
2

4
2

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
心
情
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
5
.2

1
1
.7

2
6
.1

5
2
.9

8
1
.6

8
5
.4

4
.8

2
6
.8

9
.2

2
.0

0
.0

0
.0

2
3

4
3

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
心
情
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

完
答

活
用
A

●
■

4
.1

0
.0

0
.5

0
.3

5
.3

2
8
.7

3
0
.8

6
8
.7

5
8
.9

3
2
.9

6
.3

3
.0

2
4

5
1

ウ
(エ
)書
き
手
の
意
向
を
理
解
し
、
エ
(エ
)考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
書
く
こ
と

メ
ー
ル
の
内
容
を
理
解
し
、
適
切
に
返
事
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
●

■
4
9
.5

0
.6

1
1
.0

4
5
.8

8
0
.2

9
8
.2

1
9
.4

6
9
.3

4
3
.4

1
2
.5

1
.4

0
.0

2
5

5
2

エ
(オ
)正
し
く
伝
わ
る
よ
う
に
つ
な
が
り
の
あ
る
文
章
を
書
く
こ
と

紹
介
文
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
■

4
4
.4

2
.2

1
0
.8

4
0
.1

6
8
.8

1
0
0
.0

1
0
.4

4
9
.2

2
2
.5

3
.5

1
.3

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
5
9
.1

1
7
.9

3
6
.6

5
8
.6

7
8
.5

8
8
.7

1
7

6
8
.0

6
5
.4

2
4
.2

4
4
.7

6
5
.5

8
4
.8

8
8
.1

8
3
2
.0

4
5
.8

4
.4

1
9
.5

4
4
.1

6
5
.3

9
0
.1

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

1
1

4
4
.0

2
5
5
.9

1
3
.0

3
0
.3

5
3
.5

7
8
.3

9
2
.4

1
6

6
4
.0

3
5
8
.6

1
9
.1

3
7
.3

5
8
.6

7
6
.4

8
7
.4

7
2
8
.0

4
6
3
.2

2
9
.4

4
9
.8

6
4
.1

7
6
.5

8
0
.2

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

7
2
8
.0

A
6
7
.4

3
4
.6

5
4
.5

6
7
.1

8
0
.8

8
5
.3

5
2
0
.0

B
7
4
.7

2
6
.7

5
3
.4

7
7
.1

9
4
.7

9
5
.5

6
2
4
.0

C
5
3
.8

9
.5

2
8
.0

5
5
.2

7
4
.1

8
4
.1

7
2
8
.0

D
4
4
.2

2
.0

1
4
.2

3
9
.8

6
8
.5

9
1
.3

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

3
1
2
.0

5
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1

4
4
.0

8
.6
%

2
0
.6
%

3
2
.1
%

3
0
.7
%

7
.9
%

6
2
4
.0

1
2

4
8
.0

8
3
2
.0

5
2
0
.0

1
5

6
0
.0

3
1
2
.0

7
2
8
.0

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

教
科
等

外
国
語

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

0

校
種
・
学
年

中
学
校
第
2
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

中
学
校
第
1
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

東
京
書
籍

外
国
語
表
現
の
能
力

外
国
語
理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

領
域
別

聞
く
こ
と

話
す
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

0

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

外
国
語
表
現
の
能
力

外
国
語
理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解

聞
く
こ
と

話
す
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

8
.6
%

2
0
.6
%

3
2
.1
%

3
0
.7
%

7
.9
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1
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  中
学
校
第

3
学
年
 

 

1
2

3
4

5
A

B
C

D
E

連 番

大 問
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
趣
旨

内
容

形
式

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ

の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度

外 国 語 表 現 の 能 力

外 国 語 理 解 の 能 力

言 語 や 文 化 に つ い て の

知 識 ・ 理 解

聞 く こ と

話 す こ と

読 む こ と

書 く こ と

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

全 体

R 1

R 2

R 3

R 4

R 5

1
1

1
1
ア
(ウ
)質
問
・
依
頼
な
ど
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と

対
話
文
中
の
意
向
に
関
す
る
質
問
に
適
切
に
応
じ
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
6
9
.7

3
1
.4

5
9
.5

7
2
.1

8
5
.8

9
6
.7

0
.5

4
.1

0
.2

0
.0

0
.2

0
.0

2
1

1
2
ア
(ウ
)質
問
・
依
頼
な
ど
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と

対
話
文
中
の
誘
い
に
適
切
に
応
じ
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
8
9
.0

5
7
.3

8
1
.5

9
4
.7

9
8
.4

1
0
0
.0

0
.3

2
.7

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
1

2
ア
(ア
)強
勢
・
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
を
正
し
く
聞
き
取
る
こ
と

対
話
の
内
容
か
ら
強
勢
を
正
し
く
判
断
す
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
4
0
.4

2
4
.1

3
6
.9

3
9
.9

4
3
.7

7
3
.6

0
.8

4
.1

0
.4

0
.4

0
.4

0
.0

4
1

3
ア
(エ
)聞
き
返
す
・
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

対
話
文
中
で
聞
き
返
し
、
内
容
を
確
認
す
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
6
8
.6

2
1
.8

4
7
.4

7
3
.4

9
4
.5

9
6
.7

0
.6

4
.5

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

5
1

4
1
エ
(ウ
)聞
い
た
こ
と
・
読
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
メ
モ
を
と
る
こ
と

ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
聞
き
、
メ
モ
を
と
る

記
述

複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
3
.3

0
.5

4
.1

1
2
.8

4
9
.6

9
4
.2

4
.9

2
6
.4

7
.8

1
.1

0
.0

0
.0

6
1

4
2
ア
(オ
)概
要
や
要
点
を
適
切
に
聞
き
取
る
こ
と

ス
ピ
ー
チ
の
要
点
を
適
切
に
聞
き
取
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
8
.8

1
9
.5

2
8
.9

4
6
.2

7
3
.3

9
1
.7

1
.5

9
.5

0
.6

0
.7

0
.6

0
.0

7
2

1
1
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
気
持
ち
を
伝
え
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
9
3
.9

6
4
.5

9
4
.2

9
7
.6

9
9
.4

1
0
0
.0

0
.4

3
.6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

8
2

1
2
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
話
題
を
つ
な
ぐ
応
答
を
す
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
●

■
5
0
.2

2
9
.5

3
7
.3

4
8
.5

6
5
.2

8
6
.0

0
.6

3
.6

0
.4

0
.1

0
.0

0
.8

9
2

1
3
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
話
題
を
つ
な
ぐ
質
問
を
す
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
●

■
9
2
.6

5
5
.0

9
2
.9

9
7
.8

9
9
.2

9
9
.2

0
.8

4
.1

0
.4

0
.8

0
.0

0
.0

1
0

2
2

1
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
特
定
の
条
件
・
状
況
下
に
お
け
る
質
問
に
答
え
る

記
述

複
合
条
件

基
礎
B

●
■

3
4
.7

0
.9

3
.7

2
8
.9

7
4
.9

8
2
.6

3
3
.1

8
1
.4

5
9
.9

2
8
.1

2
.6

0
.8

1
1

2
2

2
イ
(ウ
)聞
い
た
・
読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
問
答
す
る
・
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と

話
の
内
容
を
聞
き
（
読
み
）
、
特
定
の
条
件
・
状
況
下
に
お
け
る
質
問
に
答
え
る

記
述

複
合
条
件

基
礎
B

●
■

4
1
.8

0
.5

6
.7

3
9
.2

8
3
.8

9
2
.6

3
0
.4

8
0
.5

5
8
.0

2
3
.6

0
.6

0
.0

1
2

3
ウ
(エ
)書
き
手
の
意
向
を
理
解
し
、
エ
(エ
)考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
書
く
こ
と

文
化
の
違
い
に
関
す
る
書
き
手
の
意
向
を
理
解
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
A

●
●

■
2
8
.3

0
.5

3
.4

2
0
.7

6
1
.1

8
4
.3

2
7
.2

7
0
.9

5
1
.5

2
0
.5

2
.2

0
.8

1
3

4
1

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

観
に
行
く
映
画
の
タ
イ
ト
ル
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

基
礎
B

●
■

5
1
.5

1
1
.8

2
2
.2

5
3
.0

8
3
.4

9
3
.4

5
.8

2
6
.8

1
0
.3

1
.6

0
.0

0
.0

1
4

4
2

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

本
文
か
ら
状
況
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

基
礎
C

●
■

4
6
.2

1
0
.5

2
2
.0

4
4
.0

7
6
.1

9
3
.4

2
.5

1
5
.5

3
.4

0
.3

0
.0

0
.0

1
5

4
3

1
ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

4
8
.7

1
7
.3

2
2
.0

4
5
.7

8
1
.0

9
2
.6

2
.6

1
4
.5

3
.4

0
.7

0
.2

0
.0

1
6

4
3

2
ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
9
.5

1
4
.5

2
8
.2

6
2
.7

9
4
.1

9
6
.7

2
.9

1
5
.0

5
.0

0
.5

0
.0

0
.0

1
7

4
4

ウ
(オ
)感
想
、
賛
否
・
理
由
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
内
容
や
考
え
方
を
捉
え
る
こ
と

本
文
を
読
ん
だ
第
三
者
の
感
想
の
理
由
と
な
る
内
容
を
本
文
か
ら
捉
え
る

選
択

通
常

基
礎
B

●
■

5
7
.1

1
8
.6

3
3
.6

5
7
.6

8
5
.4

9
5
.9

3
.8

1
7
.3

5
.0

2
.1

0
.2

0
.0

1
8

4
5

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
行
動
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

活
用
A

●
■

6
4
.1

1
4
.5

3
6
.4

6
9
.4

9
4
.9

9
9
.2

3
.8

1
8
.2

5
.6

1
.7

0
.0

0
.0

1
9

5
1

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

人
物
の
意
見
に
対
応
す
る
情
報
を
、
資
料
か
ら
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

基
礎
C

●
■

7
0
.6

8
.6

4
9
.1

8
0
.2

9
6
.2

9
7
.5

6
.5

3
5
.9

8
.8

1
.8

0
.0

0
.0

2
0

5
2

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

複
数
の
人
物
の
意
見
か
ら
、
当
該
人
物
の
経
験
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

基
礎
B

●
■

7
3
.4

2
4
.1

5
0
.0

8
1
.5

9
7
.6

1
0
0
.0

4
.4

2
3
.6

5
.8

1
.5

0
.0

0
.0

2
1

5
3

1
ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

複
数
の
人
物
の
意
見
を
比
較
し
、
話
題
と
は
関
係
な
い
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

活
用
A

●
■

7
0
.2

1
3
.6

4
7
.6

7
8
.2

9
6
.4

1
0
0
.0

4
.8

2
6
.4

5
.8

1
.8

0
.0

0
.0

2
2

5
3

2
ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

複
数
の
人
物
の
意
見
を
比
較
し
、
話
題
と
は
関
係
な
い
情
報
を
正
確
に
読
み
取
る

選
択

通
常

活
用
A

●
■

5
6
.6

2
2
.3

3
2
.3

5
2
.8

8
9
.9

9
6
.7

6
.5

2
5
.5

1
0
.8

3
.7

0
.2

0
.0

2
3

5
4

ウ
(ウ
)あ
ら
す
じ
・
大
切
な
部
分
な
ど
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と

複
数
の
人
物
の
意
見
を
比
較
し
、
共
通
し
て
い
る
も
の
を
正
確
に
読
み
取
る

記
述

通
常

活
用
A

●
■

3
2
.4

0
.9

5
.4

2
6
.4

6
7
.8

8
1
.8

1
3
.5

4
0
.5

2
3
.9

9
.8

1
.0

0
.0

2
4

5
5

ウ
(ウ
）
正
確
に
読
み
取
り
、
エ
(ウ
)感
想
、
賛
否
・
理
由
を
書
く
こ
と

人
物
の
意
見
を
正
確
に
読
み
取
り
、
賛
否
と
そ
の
理
由
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
●

■
3
3
.2

0
.9

7
.8

3
0
.4

5
9
.1

9
8
.3

2
7
.7

7
1
.4

5
0
.2

2
2
.7

2
.2

0
.0

2
5

6
エ
(オ
)正
し
く
伝
わ
る
よ
う
つ
な
が
り
の
あ
る
文
章
を
書
く
こ
と

日
本
の
紹
介
文
を
書
く

自
由
記
述
複
合
条
件

活
用
S

●
■

2
7
.8

1
.4

5
.8

2
3
.8

4
8
.6

9
8
.3

1
3
.2

5
0
.5

2
0
.0

7
.7

2
.0

0
.0

2
6

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
7

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
8

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
9

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

#
D
IV
/0
!

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
2

3
4

5

数
％

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

2
5

―
5
4
.9

1
8
.6

3
4
.4

5
5
.1

8
0
.0

9
3
.7

1
7

6
8
.0

6
1
.0

2
4
.1

4
2
.1

6
2
.5

8
4
.2

9
3
.4

8
3
2
.0

4
2
.0

6
.8

1
7
.9

3
9
.3

7
0
.9

9
4
.1

0
0
.0

1
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

8
3
2
.0

2
5
0
.3

1
9
.1

3
1
.5

4
8
.4

7
3
.9

9
2
.7

1
9

7
6
.0

3
5
4
.3

1
6
.5

3
2
.5

5
4
.8

8
0
.4

9
3
.8

7
2
8
.0

4
7
2
.1

4
0
.5

6
4
.2

7
4
.9

8
3
.7

9
3
.2

0
0
.0

5
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

5
2
0
.0

A
6
3
.3

3
0
.8

5
0
.8

6
5
.3

7
9
.1

9
1
.7

5
2
0
.0

B
6
2
.6

3
0
.1

4
6
.9

6
2
.4

8
4
.5

9
2
.1

1
1

4
4
.0

C
5
7
.3

1
4
.3

3
1
.7

5
9
.2

8
7
.5

9
5
.2

4
1
6
.0

D
2
8
.1

0
.8

5
.3

2
1
.9

5
4
.6

9
3
.8

0
0
.0

E
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!
#
D
IV
/0
!

3
1
2
.0

5
2
0
.0

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
1

4
4
.0

1
0
.6
%

2
2
.4
%

3
6
.6
%

2
4
.5
%

5
.9
%

6
2
4
.0

1
4

5
6
.0

8
3
2
.0

3
1
2
.0

1
9

7
6
.0

0
0
.0

6
2
4
.0

小 問

■
対
象
教
科
、
校
種
・
学
年
、
出
題
範
囲
、
対
応
教
科
書

■
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）
、
段
階
別
の
平
均
正
答
率
（
％
）

設
問
番
号

出
題

解 答 形 式

設 問 レ ベ ル

学
習
評
価
の
観
点

指
導
内
容
の
領
域

結
果

（
準
）
通
過
率
（
％
）

無
答
率
（
％
）

教
科
等

外
国
語

設
問

平
均
正
答
率
（
％
）

0

校
種
・
学
年

中
学
校
第
3
学
年

全
体

基
礎
／
活
用
別

基
礎
B
・
C

出
題
範
囲

中
学
校
第
2
学
年

活
用
S
・
A

観
点
別

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

対
応
教
科
書

東
京
書
籍

外
国
語
表
現
の
能
力

外
国
語
理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

領
域
別

聞
く
こ
と

話
す
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

0

レ
ベ
ル

活
用

S
学
習
状
況
の
評
定
（
学
力
段
階
）

A

基
礎

B C

形
式

出
題

選
択

記
述

自
由
記
述

解
答

通
常

完
答

複
合
条
件

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

全
体

基
礎
B
・
C

活
用
S
・
A

外
国
語
表
現
の
能
力

外
国
語
理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解

聞
く
こ
と

話
す
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

全
体

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

1
0
.6
%

2
2
.4
%

3
6
.6
%

2
4
.5
%

5
.9
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

R
5

R
4

R
3

R
2

R
1

- 49 - 



 

- 50 - 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 学習・生活についての 

  アンケート 

   

意識・実態調査 

結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅳ 

学
習
・
生
活
に
つ
い
て
の

 

意
識
・
実
態
調
査 

結
果 



- 52 - 

１ 観点と質問項目の対応、結果                    
 

設問番号 観点 内容(趣旨) 

2 26 
集合的(社会) 

効力感 

（相互承認（触発）の感度③） 

自分の学級(クラス)は、誰にとっても居心地がよくなるよう、いろいろなルールやきまりを話し合って決めることができる。  

1 21 学校での生活は、自分たちが協力することで、自分にとってもみんなにとってもよりよいものにできると思う。 

2 22 今住んでいる地域は、自分たちが協力することにより、そこで生活する全ての人にとってよりよいものにできると思う。  

1 16 自分が積極的に関わることで、日本や世界で問題になっていることは、少しでもよい方向に進むと思う。  

2 1 

学校生活 

の充実度 

学校の生活が楽しい(小学校)／充実している(中学校)。 

2 26 自分の学級(クラス)は、誰にとっても居心地がよくなるよう、いろいろなルールやきまりを話し合って決めることができる。  

2 21 自分の学級(クラス)では、机や本棚の置き方、スペースやコーナーの作り方、掲示の仕方などの教室環境を皆で話し合って決めている。  

1 21 学校での生活は、自分たちが協力することで、自分にとってもみんなにとってもよりよいものにできると思う。 

2 24 

自己効力感 

(自由の感度) 

自分は、努力すれば、たいていのことができるようになると思う。 

2 13 自分は、最後までやり抜くなど根気強いほうだと思う。 

2 6 ものごとを最後までやりとげて、嬉しかったことがある。 

2 4 自分が頑張ったからよい結果が出たんだと思うことがよくある。 

2 2 失敗の経験を生かすことができる。 

2 10 難しいことに挑戦することは、楽しいことだと思う。 

1 22 
他者への受容 

(相互承認の感度①) 

人の気持ちを分かろうとしている。 

1 18 人の話は最後まで、きちんと聞いている。 

1 5 自分と違う意見や考え、気持ちも大切にできている。 

1 20 

他者からの受容 

(相互承認の感度②) 

自分の考えや気持ちを理解してくれる友達がいる。 

1 11 家族や保護者は自分のことを気にかけてくれていると思う。 

1 15 学校の先生は、自分のことを認めてくれていると思う。 

1 2 地域の人たちが、あなたの生活を応援したり支えてくれたりしていると感じている。  

1 9 自己の受容 

(自己承認の感度) 

(自己肯定感) 

今の自分に満足している。 

1 4 今の自分に自信がある。 

1 12 今の自分を「好き」と言える。 

1 7 
探究の情動 

(内発的な学習意欲) 

普段から、いろいろなことに「ふしぎだな」「なぜだろう」と感じることが多い。 

1 24 普段から、ほんとうに「よいこと」や「わるいこと」は何なのかと考えることが多い。 

2 17 普段から、形や色、音などに触れて「きれいだな」「美しいな」と感じることが多い。 

3 7 

主体的な学び 

(内発的な学習意欲) 

興味をもったことは、自分から進んで学んでいる。 

2 23 分からないことは、自分から人に質問したり、調べたりしている。 

2 5 勉強していて、面白い、楽しいと思うことがある。 

2 18 自分は、新しいことが分かったり身に付いたりすると、次の内容や新しい内容をもっと学ぼうとする。  

2 8 

時間的展望 

将来実現したい夢や目標がある。 

2 14 これから先、どのように生きていきたいかを考えている。 

2 11 今学んでいることは、いずれ仕事や生活の中で役に立つと思う。 

1 14 

道徳的実践力 

他の人や社会の役に立つ人間になりたいと思う。 

1 10 決まりを破ったり、いじめをしたりしている友達がいたら、自分から進んで注意している。  

1 23 お年寄りや障害のある人など、困っている人がいたら、自分から進んで助けている。  

2 25 学校や地域・社会の人々のために、進んでボランティア活動をしている。 

1 17 自分は、努力すれば、いろいろな人とよい人間関係をつくっていくことができると思う。  

1 3 

生命尊重体験 

学校の授業以外で、小さい子どもをおんぶしたりだっこしたり、遊んであげたりしたことがある。 

1 6 学校の授業以外で、生き物を飼育したことがある。 

1 19 学校の授業以外で、花や野菜などの植物を育てたことがある。 
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小学校 

総合 

中学校 

総合 

小学校 中学校 
No. 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

69.5 70.2 68.0 66.4 70.6 73.0 70.8 69.1 70.9 26 2 

84.3 86.7 81.8 82.9 86.1 86.2 89.3 84.6 86.1 22 1 

71.4 66.5 72.8 71.0 73.4 68.6 71.2 64.3 64.0 22 2 

58.5 52.5 61.0 56.2 56.6 60.4 60.4 47.3 49.8 16 1 

86.0 83.5 87.5 85.8 85.1 85.5 85.7 82.2 82.7 1 2 

69.5 70.2 68.0 66.4 70.6 73.0 70.8 69.1 70.9 26 2 

54.6 45.1 55.9 54.0 55.9 52.7 49.7 44.5 41.2 21 2 

84.3 86.7 81.8 82.9 86.1 86.2 89.3 84.6 86.1 21 1 

78.2 70.6 80.9 79.5 78.3 74.1 72.1 69.3 70.4 24 2 

64.4 55.0 70.7 64.8 62.4 59.7 58.2 54.0 52.9 13 2 

89.9 90.0 86.9 89.6 92.1 91.1 91.7 88.9 89.5 6 2 

74.9 67.1 75.3 73.9 76.3 74.2 71.3 63.7 66.2 4 2 

78.3 80.3 76.0 77.2 80.3 79.6 81.8 79.3 79.8 2 2 

74.4 70.7 76.9 73.3 74.0 73.4 72.1 68.8 71.2 10 2 

88.3 93.0 86.1 86.3 90.0 90.7 94.6 91.6 92.9 22 1 

84.6 84.4 85.2 83.8 84.6 84.8 84.1 83.4 85.7 18 1 

82.6 89.0 79.7 79.1 84.8 86.8 88.6 88.7 89.7 5 1 

88.8 91.0 85.1 87.6 90.7 91.7 92.0 90.6 90.4 20 1 

92.3 91.8 90.3 92.8 93.8 92.3 93.2 91.1 91.2 11 1 

75.0 76.0 74.5 72.9 74.0 78.4 76.9 74.0 77.0 15 1 

78.3 76.2 78.6 77.7 79.6 77.1 81.2 73.7 73.6 2 1 

58.0 37.0 66.9 61.6 56.4 47.0 43.8 33.9 33.2 9 1 

63.2 42.8 71.7 66.1 61.2 53.8 49.7 39.9 39.0 4 1 

58.3 46.7 62.6 60.3 58.7 51.7 51.2 44.3 44.7 12 1 

78.8 78.6 75.3 78.6 80.6 80.6 80.4 75.5 80.0 7 1 

67.5 68.7 69.4 68.0 68.2 64.3 69.6 68.2 68.5 24 1 

80.8 82.0 81.3 80.3 81.9 79.7 82.5 80.4 83.2 17 2 

81.8 84.0 82.4 81.3 81.3 82.4 84.6 82.2 85.2 7 3 

80.8 83.7 79.1 79.5 81.0 83.5 83.5 81.5 86.2 23 2 

76.5 64.0 80.3 77.0 75.2 73.4 69.8 58.6 63.6 5 2 

70.0 64.3 73.2 70.7 69.0 67.2 65.9 62.9 63.9 18 2 

84.2 71.7 85.0 85.6 86.0 80.4 78.7 69.0 67.4 8 2 

75.1 72.5 76.9 76.5 74.9 72.2 74.3 71.0 72.4 14 2 

87.0 76.7 87.0 87.7 87.9 85.3 83.0 75.0 72.1 11 2 

88.6 89.5 86.1 87.9 90.3 90.3 91.1 89.0 88.5 14 1 

67.2 59.4 70.9 67.6 66.8 63.5 64.9 57.4 55.9 10 1 

57.3 61.5 58.5 56.7 58.6 55.5 60.6 59.1 64.8 23 1 

30.2 29.4 36.2 31.3 27.7 25.8 29.9 28.2 29.9 25 2 

83.6 86.0 80.7 83.1 85.6 85.2 88.4 84.7 84.8 17 1 

71.1 70.3 65.7 70.1 74.8 73.9 74.2 70.8 66.0 3 1 

71.2 80.2 62.7 70.4 74.8 76.9 77.5 80.4 82.6 6 1 

80.8 77.4 79.5 80.2 82.7 81.0 77.8 76.4 77.9 19 1 

 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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設問番号 観点 内容(趣旨) 

1 1 

国際社会への 

関心・関わり 

日本や世界で問題になっていることについて、自分なりの考えをもっている。 

1 8 
(小学校)英語を使って、友達や先生とやり取りをすることは楽しいと思う。  

(中学校)異なる言語や文化をもつ人と出会ったとき、互いの違いを認め、尊重することができる。 

1 16 自分が積極的に関わることで、日本や世界で問題になっていることは、少しでもよい方向に進むと思う。  

1 13 
住んでいる 

地域への 

関心・関わり 

学校や家の近所で知っている人に会ったときは、自分から挨拶をしている。 

2 12 今住んでいる地域に自分の「居場所」があると感じる。 

2 3 今住んでいる地域の行事に参加している。 

2 22 今住んでいる地域は、自分たちが協力することにより、そこで生活する全ての人にとってよりよいものにできると思う。  

2 7 

基本的な 

生活習慣 

毎日、朝食を食べている。 

2 19 早寝早起きなど、規則正しい生活を心掛けている。 

2 15 食事をするとき、栄養のバランスを考えている。 

2 9 自分の身の回りのことは、自分でしている。 

3 22 
学習成果の実感 

学校の授業で学ぶことにより、分かることやできること増えている。 

3 11 授業中、先生から褒められることがよくある 

3 9 

学び方 

(学習方略一般) 

新しいことを学んで身に付けようとするとき、自分で計画を立てて学習を進めることができる。  

3 2 授業で学んだことを、ノートなどで自分なりに分りやすくまとめている。 

3 3 それぞれの教科で学んだことの関係や、生活での役立ち方を、自分なりに考えている。 

3 4 勉強していてどうしても解決の見通しが立たない問題や課題にぶつかった時は、とりあえず何かをやり始めることにしている。  

3 5 何が分かっていないのか、それがどうしてなのかを確かめながら勉強している。 

3 1 自分の学び方を振り返り、もっとよい学び方がないか考えている。 

2 16 

個別の学び 

(学びの個別化) 

調べたことを基に、自分の意見や考えをまとめることができる。 

3 23 授業では、一人で学んだり、必要な時に誰かと協力して学んだりする自由がある。 

3 8 授業では、解決を目指す課題や学習計画を自分で考えて決め、必要な仲間を選んで学習を進めることが多い。 

3 19 授業では、自分の考えや気持ちをじっくりまとめる時間がある。 

3 15 授業中、一人で問題を解けないときや、うまく考えをまとめられないとき、先生に質問できる自由がある。 

3 18 授業では、自分の得意な部分を伸ばしたり、苦手なところを少なくしたりできるように、一人で学んだり、先生が個別に教えてくれたりする時間がある。  

3 16 休 み 時 間 や 放 課 後 に 、 先 生 か ら 勉 強 を 教 え て も ら う こ と が よ く あ る 。 

3 24 
探究の学び 

(学びの探究化) 

授業では、あっという間に時間が過ぎるほど楽しく（小）／充実して（中）学んでいる。 

3 17 授 業 で は 、 答 え が 一 つ に な ら な い よ う な 課 題 を 追 究 す る こ と が 多 い 。 

3 20 授業では、自分が納得いくまで課題の解決を追究できる。 

3 6 

協同の学び 

(学びの協同化) 

話し合いの中で違う意見や考えが出たとき、みんなが納得できるように意見や考えをまとめることができる。  

2 20 自分の意見や考えを相手に分かりやすく伝えることができる。 

3 10 授業中、自分の考えや気持ちを発表することがよくある。 

3 13 授業中、ペアやグループで活動したり話し合ったりする時間が多くある。 

3 14 授業中、ほかの人が発表しているとき、自分の考えや気持ちと比べながら聞いている。 

3 21 授業では、自分だけでどうしても分らないことやできないことがあるとき、他の人(友達)から教えてもらうことができる。 

3 12 授業では、自分が分かることやできることを基に、他の人(友達)を助けてあげることがよくある。 

4  読書冊数 １か月に読む本の平均冊数 

6 1 

学習時間 

平日、自分自身の力 

6 2 休日、自分自身の力 

6 3 平日、塾・家庭教師等 

6 4 休日、塾・家庭教師等 

5  部活動の所属状況 部活動に入部し、活動している。 

※ 「読書冊数」は、「全く読まない＝0 冊」「1～2 冊＝2 冊」～「21 冊以上＝25 冊」と換算して算出 

 



Ⅳ 学習・生活についてのアンケート 意識・実態調査結果の分析 

- 55 - 

 

小学校 

総合 

中学校 

総合 

小学校 中学校 
No. 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

67.9 79.0 56.7 63.8 72.6 78.3 79.3 76.9 80.9 1 1 

65.7  

85.8 

68.7 63.9 67.0 63.2  

82.3 

 

85.7 

 

89.3 
8 1 

58.5 52.5 61.0 56.2 56.6 60.4 60.4 47.3 49.8 16 1 

82.8 83.6 80.8 82.5 84.7 83.3 85.3 80.7 84.8 13 1 

84.3 82.2 81.8 84.4 86.3 84.8 85.1 81.7 79.7 12 2 

48.2 35.7 47.5 51.1 49.6 44.8 40.4 32.1 34.7 3 2 

71.4 66.5 72.8 71.0 73.4 68.6 71.2 64.3 64.0 22 2 

94.4 90.6 94.5 95.0 95.3 92.8 91.7 91.1 89.0 7 2 

68.6 60.7 73.6 71.1 67.2 62.4 62.8 61.9 57.3 19 2 

64.8 62.6 65.9 64.0 66.0 63.2 66.0 61.1 60.6 15 2 

77.1 77.8 75.6 76.5 76.9 79.5 78.1 77.4 78.0 9 2 

82.5 86.5 81.1 83.9 82.4 82.5 88.3 85.8 85.4 22 3 

46.8 32.7 54.5 47.8 43.1 41.6 34.4 33.0 30.8 11 3 

61.3 54.0 64.1 60.4 60.2 60.6 58.8 50.4 52.8 9 3 

73.5 76.6 68.8 72.0 75.9 77.3 82.4 73.7 73.6 2 3 

66.6 60.6 66.4 66.5 67.4 66.1 66.8 56.7 58.4 3 3 

68.1 62.5 69.5 69.1 67.7 66.1 64.9 60.8 61.7 4 3 

68.0 68.6 68.7 68.3 67.6 67.3 70.5 65.7 69.7 5 3 

64.4 68.5 66.3 63.9 63.4 64.1 66.5 67.4 71.7 1 3 

70.0 70.3 67.7 68.0 70.7 73.4 72.2 67.4 71.3 16 2 

73.0 80.4 65.5 70.0 74.9 81.8 78.9 79.7 82.7 23 3 

57.0 48.7 57.5 55.8 56.6 58.1 51.1 47.4 47.5 8 3 

69.1 70.2 65.3 63.1 70.2 77.6 70.7 70.3 69.7 19 3 

61.6 74.5 57.6 57.1 58.5 73.2 74.2 73.9 75.3 15 3 

43.5 38.6 51.7 43.2 37.8 41.4 35.4 39.9 40.4 18 3 

14.0 12.4 21.9 15.3 9.7 8.9 9.3 12.7 15.4 16 3 

66.3 51.1 72.9 67.4 64.8 60.3 59.6 48.0 45.8 24 3 

49.0 44.1 52.7 48.3 46.3 48.6 43.1 45.4 43.9 17 3 

57.2 49.0 60.6 55.5 55.8 56.9 51.4 49.6 46.2 20 3 

57.1 53.2 61.1 55.9 55.6 55.7 56.0 49.9 53.9 6 3 

61.1 54.1 65.8 60.2 59.9 58.4 56.7 51.9 53.6 20 2 

55.9 46.5 60.3 56.0 55.7 51.5 49.5 43.9 46.0 10 3 

66.4 75.1 61.3 64.3 66.4 73.5 73.4 76.4 75.4 13 3 

70.5 75.0 69.3 68.0 71.2 73.5 75.9 72.6 76.6 14 3 

75.7 82.8 70.1 75.1 77.4 80.2 81.8 82.5 84.1 21 3 

69.4 61.9 70.0 69.4 71.0 67.3 65.9 59.5 60.3 12 3 

11.6 冊 5.4 冊 12.8 冊 12.8 冊 10.9 冊 9.8 冊 6.8 冊 4.9 冊 4.5 冊  4 

89.6 分  91.4 分  69.0 分  83.5 分  98.3 分  107.3 分  87.3 分  85.0 分  101.8 分  1 6 

88.9 分  108.3 分  64.2 分  81.1 分  99.4 分  110.7 分  96.3 分  101.7 分  126.9 分  2 6 

80.9 分  95.2 分  45.7 分  74.2 分  96.7 分  107.0 分  71.6 分  89.2 分  124.8 分  3 6 

59.9 分  54.3 分  36.6 分  52.6 分  66.2 分  84.1 分  36.1 分  47.2 分  79.5 分  4 6 

 87．3      89.0 85.7  5 

※ 「学習時間」は、「しなかった＝0 分」～「3 時間以上＝180 分」と換算して算出 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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２ 学習活動に関する質問項目の結果                  
 

設問番号 観点 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

7 1 

学びの 

構造転換 

（国語科） 

解決を目指す課

題や問題、めあ

てを自分で決め

ること。 

44.0  37.6  38.6 

7 2 

課題解決のため

の計画を自分で

立てること。 

44.9 41.5 42.7 

7 3 

課題解決のため

の方法（考え

方、やり方、道

具、場所など）

を自分で選ぶこ

と。 

52.5 53.7 56.6 

7 4 

自分が納得する

まで課題解決を

追究すること。 

51.6 48.8 49.3 

7 5 

必要な時に、必

要な人と協力す

ること。 

63.6 67.0 70.5 

※学年ごとに設問構成が異なるため、設問番号は中学校第 3 学年のものを表示 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

 39.1  42.1  28.9  32.8 

45.2 49.8 35.2 36.6 

57.0 60.8 49.9 51.0 

50.3 52.3 46.6 50.4 

74.1 78.8 73.0 80.5 

※全て調査実施の前学年の「学びの構造転換」に関する質問項目 

 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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設問番号 観点 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

8 1 

学びの 

構造転換 

（算数 

・数学科） 

解決を目指す課

題や問題、めあ

てを自分で決め

ること。 

47.2  40.3  37.2 

8 2 

課題解決のため

の計画を自分で

立てること。 

48.4 44.7 44.4 

8 3 

課題解決のため

の方法（考え

方、やり方、道

具、場所など）

を自分で選ぶこ

と。 

54.2 56.4 60.2 

8 4 

自分が納得する

まで課題解決を

追究すること。 

53.8 51.0 53.7 

8 5 

必要な時に、必

要な人と協力す

ること。 

61.6 63.9 67.4 

※学年ごとに設問構成が異なるため、設問番号は中学校第 3 学年のものを表示 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

 32.2  33.1  32.8  31.1 

41.5 42.9 38.8 35.5 

61.8 61.2 60.0 55.4 

52.0 56.2 57.9 56.4 

70.8 76.1 74.2 70.3 

※全て調査実施の前学年の「学びの構造転換」に関する質問項目 

 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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設問番号 観点 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

9 1 

学びの 

構造転換 

（理科） 

解決を目指す課

題や問題、めあ

てを自分で決め

ること。 

  43.4  41.7 

9 2 

課題解決のため

の計画を自分で

立てること。 

 47.9 46.9 

9 3 

課題解決のため

の方法（考え

方、やり方、道

具、場所など）

を自分で選ぶこ

と。 

 56.6 58.9 

9 4 

自分が納得する

まで課題解決を

追究すること。 

 52.3 53.3 

9 5 

必要な時に、必

要な人と協力す

ること。 

 64.7 68.6 

※学年ごとに設問構成が異なるため、設問番号は中学校第 3 学年のものを表示 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

 40.8  36.5  32.2  33.9 

48.3 46.9 38.8 38.8 

55.3 56.7 50.4 50.6 

52.3 53.0 53.5 54.7 

73.3 77.4 72.0 74.8 

※全て調査実施の前学年の「学びの構造転換」に関する質問項目 

 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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設問番号 観点 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

10 1 

学びの 

構造転換 

（外国語） 

解決を目指す課

題や問題、めあ

てを自分で決め

ること。 

  31.8  29.6 

10 2 

課題解決のため

の計画を自分で

立てること。 

 34.3 31.6 

10 3 

課題解決のため

の方法（考え

方、やり方、道

具、場所など）

を自分で選ぶこ

と。 

 40.3 39.6 

10 4 

自分が納得する

まで課題解決を

追究すること。 

 40.2 40.8 

10 5 

必要な時に、必

要な人と協力す

ること。 

 59.3 63.4 

10 6 

コミュニケー

ション活動 

  単 語 と そ の 絵 が 書 か れ

た カ ー ド を 見 な が ら 発

音 し た り 、 音 声 を 聞 い

て そ の 単 語 が 書 か れ た

カ ー ド を 選 ん だ り す る

こと。  

66.6  74.7 

10 7 

   

 

 

 

 

   

10 8 

   

 

 

 

 

 

   

10 9 

   

 

 

 

 

 

   

10 10 

   

 

 

 

 

 

 

   

※学年ごとに設問構成が異なるため、設問番号は中学校第 3 学年のものを表示 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

 27.0  26.1  34.0  32.8 

31.2 32.7 36.1 36.5 

39.3 41.1 47.9 48.5 

38.6 43.2 50.3 50.9 

69.0 73.7 74.5 74.9 

 

 

 

 

 

 

74.5  79.8     

 

 

   ま と ま っ た 文 を 聞 い

た り 読 ん だ り し て 、

そ の 内 容 に つ い て 英

語 で 意 見 を 述 べ 合 う

こと。  

52.6  57.1 

    ま と ま っ た 文 を 読 ん だ

後 、 そ れ に 対 し て 感 想

を 述 べ た り 賛 成 ・ 反 対

な ど の 意 見 を 言 っ た り

す る た め に 、 文 の 要 旨

を 捉 え るこ と 。  

47.9  55.5 

    身 近 な 出 来 事 や 体 験 に

つ い て 、 自 分 の 考 え や

気 持 ち を 、 文 と 文 の つ

な が り に 注 意 し て 、 複

数 （ 2 文 以 上 ） の 文 で 書

く こ と 。  

64.1  64.4 

    多 様 な も の の 見 方 や 考

え 方 を 理 解 し た り 、 尊

重 し た り す る た め に 、

外 国 と 日 本 の 言 葉 や 文

化 を 比 較 し た り 、 自 分

の 考 え や 行 動 に 当 て は

め た り する こ と 。  

60.7  59.6 

※全て調査実施の前学年の「学びの構造転換」に関する質問項目 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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設問番号 観点 
小学校 

第 3 学年 第 4 学年 第 5 学年 

11 1 

ICT 
利活用 

学校の授業で、電
子黒板やインタラ
クティブボード、
パソコンなどを使
い、授業の内容と
関係する動画や映
像を見たり、音声
を聞いたりするこ
と。 

71.5  79.8  85.2 

11 2 

学校の授業で、パ
ソコンなどを一人
一台使い、幾つか
の課題から自分の
学習状況に合った
ものを選んで解決
すること。 

57.7 72.4 77.0 

11 3 

学校の授業で、電
子黒板やインタラ
クティブボード、
パソコンなどを使
い、自分の考えや
気持ちを説明した
り、他の人と伝え
合 っ た り す る こ
と。 

47.5 56.6 67.3 

11 4 

学校の授業で、パ
ソ コ ン な ど を 使
い、観察・調査し
たデータを使って
図やグラフを作成
したり、レポート
をまとめたりする
こと。 

35.8 46.5 59.0 

11 5 

学校の授業で、ウ
ェブページをみた
り、インターネッ
トやウェブメール
を使って他の人と
やり取りしたりす
るときの注意点を
知ること。 

45.1 57.1 66.9 

11 6 

次の授業の予習や
準備のための課題
を、授業外に、パ
ソコンなどを使っ
て行うこと。 

32.6 42.2 47.6 

※学年ごとに設問構成が異なるため、設問番号は中学校第 3 学年のものを表示 
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小学校 中学校 

第 6 学年 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

 91.3  93.9  91.6  94.3 

86.5 89.4 50.3 55.7 

81.5 87.0 50.7 54.0 

72.1 76.4 45.1 51.1 

75.4 79.5 61.7 64.4 

61.6 70.3 31.2 38.1 

※全て調査実施の前学年の「ICT の利活用（例）」に関する質問項目 

 

 

 

※肯定率(全回答に占める肯定的な回答をした児童・生徒の割合、％) 
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※各教科・学年の調査用紙及び回答用紙、解答 pp.68-.（ウェブでは非公開） 
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